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序文

鎌倉市教育委員会

教育長 熊代徳彦

史跡永福寺跡の発掘調査は昭和56年度に試掘調査を開始して以来、平成8年度まで17年間をかけて実

施してまいりました。その結果、それまで幻であった永福寺の姿を明らかにすることができました。 会

階堂・阿弥陀堂・薬師堂が複廊で繋がり、 翼廊・中門・釣殿といった寝殿造り風の建物と一体の建物併

を構成していること、建物の前面には大きな池があり、橋が架けられていたこと、現在の光学器械で~j[lJ

ったのと同じように正確に測量を行っていること、背景となっている山にも人の手が加わり、堀剖や経

塚がつくられていることなど多くのことが解りました 。 これらの建築群や庭園は釈迦・阿弥陀・薬印1i~11

来の浄土として、奥州攻めで亡くなった源義経、藤原泰衡ほかの諸霊を慰めるのにふさわしい場である

と思います。

発掘調査の報告は、これまで年度ごとに概要報告書として刊行してきましたが、今回は昨年度の「遺

構編」に引き続き、「遺物編」として永福寺跡から出土した膨大な量の瓦をはじめとする帳々な遺物を桶

類ごとに分類・整理を行って一冊にまとめました。

また史跡永福寺跡整備委員会の委員の先生方をはじめ、各分野の専門の先生方にお願いして、考，_!_i • 

建築・庭園・金工・漆工・植生等の各分野から永福寺跡の発掘調査成果を分析していただき、 14考察編J

としてまとめました。原稿をご執筆いただいた先生方をはじめ、発掘調査の実施にご理解をいただいた

周辺住民の方々、関係者の方々に心からお礼を申しあげます。



例日

1.本書は国庫及び県賀補助を受けて実施した神奈川県鎌倉市二階堂所在 11-';1指定史跡永福寺跡jの卯

境整備事業に係る発掘調査報告書の遺物・考察繍iである。

2. Jli'j和56・57年度の試掘調査は史跡永福寺跡試J阿部l査団(匠l長大三輪龍彦)が、鎌倉市教育委員会と

史跡永福寺跡整備計凶i準備委員会(昭和57年 6)-124日、史跡永福寺整備委員会に改編) ・文化庁

記念物課・神奈川県文化財保護課の指導・助言を受け、昭和58年度の発侃調査は史跡永福寺跡先制

調査団(団長大三輪能彦) が、鎌倉市教育委員会と史跡永福寺跡整備委員会 ・文化庁記念物諜・神

奈川県文化財ー保護課の指導 ・助言を受け、 H自和59年度-一平成 8年度までの発抑制査は鎌倉市教育委

員会が、史跡永福寺跡盤。lii委員会・文化庁記念物課・神奈川県教育委員会文化財保護課の指導・助

言を受け実施したものである。

3.本報告「遺物・考察編j作成の体制

調査主任 福田誠原!友志

部l査員 菊川 泉 神山晶子須佐直 f 須佐仁和早坂仲市

調査補助員 久保田裕美 長友純子栂岡渓音

遺物編の原稿執筆、 |豆|及び図版作成の分担は以下の通りである。

原稿執筆 第 l挙、第2章、第 3章福田誠

第 4 章第 1 節~ 3 節. 5節原)武志第 4主主第 4節菊川 泉

TU中図内キャプシ ョン 菊川

与察編の原稿執筆の分担は以下の通りである。

原稿執筆

永福寺跡、正面の山から発見された椛塚に関連して 青山判ijt大学名誉教授 吉田章一郎

永福寺跡の土木遺構及び、仏教関係遺物について 鶴見大 学 教授大三輪龍彦

永福寺跡建築遺構の考察 鶴見大学講 fc:fIi鈴木 亘

永福寺跡の庭園遺構について 日本厄悶協会副会長龍居竹之介

永福寺刷出土の金属製品 文化女イ大学大学院教授 中野政樹

永福寺跡出土の漆製品 鶴見大学教授中里書克

永福寺跡一帯の古植生について 千葉大学名誉教授田畑貞寿

恵泉女学|主|短期大学助手 宮内泰之

史跡ノk福寺跡、の古環境変遷 株式会村パレオ・ラボ鈴木茂

図版等作成 福田誠原!寅志菊川泉神山1511子須佐直子須佐仁和早坂1111市

久保田俗美長友純子 flll岡渓音

伸図、表及び図版作成は、調査員 ・調査補助員が分担してこれにあたった。

編 集福間誠

4.遺物写真は、木村美代治(故人)が撮影したものと、福岡 ・菊川が新たに撮影したものを使用した。
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第 1章建物の調査

第 l節 層序と概要

二階堂を始め阿弥陀堂、薬師堂などの堂舎が建ち並んでいた苑池凶側一帯の時j山部分は、 lti北約150m、

東西約60 m の平坦地にな っている 。 ~I'央に位置する で |惜'電を成に、北1J!IJ は黒色高11 71土のj山山 を ì'ílJ り込ん

でいる。南側は緩やかに |てる地山 tに土丹を積み重ね全体に、jZ-J1!1立iを造りだしている。

現地表は、薬師堂周辺で、は海抜21.0m、阿弥陀堂周辺では海抜19.9mと北からIfjにli材、い緩やかに ドっ

ている 。 遺構面の海抜は|陸地全体が19.0m前後なので、薬~Im堂h!d Jl1で、は約 2 m もの 1-.砂で、組われているこ

とになる。薬師堂周辺で、迫梢面を寝う青灰色粘土 ・砂の圧用状の恥航状況は、 ノk1~ ，1 "';'[' J1 ~絶後、 Æ;II ¥1/1 )~JII 'd 

放置されていたことをうかがわせる。

第2節瓦以外の遺物

(1)二階堂 ・北複廊 ・南惚廊川二1-.辿物(1支IJ)

二階堂ではi礎石が引き抜かれた礎石掘方内から焼けた 1)~J .日 !悶則9引lの.bLJ知!;f訓:nが多く I山l

楠面、雨落ち満内から瓦類に混じり、かわらけ ・青磁. I~H滋・千円滑・ 鉄製品・ 金~JOiI製品咋カ\ 1'1'， ]..してい

る 。 遺構に伴う遺物は多くないが、京IJ建期の木製基j担束村~ ( .~ 京 3 )の抜き刷、から木製JJJ1i:iのイ十り{・干え

の時期に i~l~い年代を明らかに出来る(克元・ 宝治年間)完)]ヲのT-J'i~ねかわらけ( 7 )が山1-.している。

南複)郎、宅、は遺構面上で検出した、かわらけ溜り 1. 2からn!，[ょしたかわらけ (16-25)が政雌の脱出色
時期(延!愛3年火災後)を示していると考えられる。

( 2 )阿弥陀堂 ・南翼廊山上造物(図 4) 

阿弥陀堂基壇が創建期に木製であった事を示す、木製基J宜京れH似(1 -3、lillJ宋17・18・24)が1'1'，
土している。範を採ったとされる平泉毛越寺に類似lを見ることが，']'，木-る治物である。辿イ正状態はあまり

良くないが、断面長方形の長辺を堂と平行にして据えられていた。

( 3 )薬師堂出土造物(図 5-7) 

寛元・ 宝治年間修理で木製基壇引先し、以後壇jL積基i吉川こ変史した ~jJ.を示すJJ J百七村のボイ j (1ヌ15-

16・17・18・19) ・葛石 ・地覆石(図 6-1・2)と創建期の木製基喧に使J'IJされた山村:れ服がI'I!，卜.し

ている 。 各石材の規格から壇正積基噌及び木製基壇の高さの推定がなされた。 (ill ~1'，'i編参J!(-1)

薬師堂基壇が創建期に木製であった事を示す木製基JE束柱柱桜(1ヌ17、薬*1 . 3)の樹同はヒノキ

であることが確認されている。

( 4 )北翼廊(翼廊 ・中門・釣殿)出土遺物(図8-11) 

北翼廊では、遺構面上で、検出したかわらけ溜りから 山土したかわらけ(図 9- 1-13) が 、 J}~JJ'i I Sの廃

絶時期(延慶3年火災後)を示していると考えられる。北辺雨落ち満から出上したかわらけ(凶 9-14 

-19)は翼廊雨落ち満を遺水(満1)として再使用した時期(lV期)以降のものと考えられる。

翼廊東西列の E期に使用された柱が遺存する柱根から、 翼廊は径 9寸の円柱 (lzl11-3、北輿171底面

に墨入れ線が残る。)、樹種はヒノキであったことが確認された。

釣殿先端に遺存する 2本の柱根(図11-1・2、北翼33・34)のみ面取り角柱であった。面取りの|隔

は5.5cmと広い。
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第2章庭園の調査

第1節層序と概要

苑池は瓢箪]1ヲで、推定南北約200m、東西約50-70mの範囲の中!よ1.がくびれている。二階堂正面がく

びれ部にあたり、西岸から東岸に橋が架けられている。水深はおよそ 1m程、水位は景石の据えられた

ラインを辿るとおよそ海抜18.7m前後になると推定される。苑池の北方では苑池に水を取り込む町期の

取水遺構が検出され、南方では大小の岩を組み合わせた島が造られている。現地表面の海抜はおよそ

19.5-19.2 m。海抜19.0m前後で、宝永年間の富士山火山灰層(F-HO-1)が観察される。火山灰層より下に

分厚く灰色粘質土層、 青灰色粘質土層、茶褐色腐食土層が堆積している。苑池中央に架かる橋より南側

では池底に土丹を敷き詰め、北側で、は地山を削り だし池底としている。池底は海抜約17.6-18.7mで、池

底には厚く茶褐色の腐食土層の堆積が見られ、木製品 ・木っ端・多量の花粉化石が含まれている。

苑池はJit積、水際の埋め立て状況から I期(創建期)、 H期(鎌倉中期)、皿期(鎌倉後期)からIV期

(室町期以降)までの 4U寺期に大きく区分される。

第 2節瓦以外の遺-物

(1)西岸周辺出土遺物(図12-19)

北翼廊から南翼廊を越える南北に細長い苑池の伽藍側の汀である。汀線は I期より、緩やかな斜面に

砂利を敷きつめた洲浜の手法で表されている。

南被廊の前面、庭部分は創建期に土丹を用いた地業が行われていた。図13-23のかわらけと24の白磁

端反碗は地業面の下、地山面上から出土したもので、永福寺創建期(建久三年)の遺物である。

砂利はj也山あるいは土丹を敷き詰めた|佳から池底にかけて敷き詰められ、砂利は陸地では全面に、池

では岸辺から池中にかけl幅約10mの範囲まで敷かれていた様子が観察された。池!底や汀線際で、検出した

砂利は、小さな砂利 (1-2 cm)を大量に用いた上層(鎌倉中期以降)と、池底に大きな砂利(約 6cm大)

を敷いた下層(創建期-)の 2時期に大別される。火事場整理(弘安 3年か延!安3年の火災)なのか、

上層池底から焼け焦げのある漆塗り仏像残片で一部に金箔の残るもの(図14-1 -3、8、9、図17-

2、3 )・漆塗り台座(図19) ・漆塗り机!闘J(図17-1 )・漆塗り蔀(医117-4)・金銅製飾り金具(図

14-15-17、図15-13-15) ・螺銅器物(図16-1 -4、6、7)等といった堂内荘厳具が出土してい

る。金銅製飾り金具の図15-13は机等の隅金具と考えられ、透彫の宝相華文で飾られている。際釧器物

(図16-1 -4)は表裏面ともに蝶が舞う宝相華文で加飾されている。螺銅に使用された夜光貝は失われ

ているが、螺をIUの厚みは厚く約 2mmと推定される。大体彫技法で製作されたとみられる宝相華文や蝶々

文等の形は優雅で堅くない。中尊寺金色堂等の螺錨文様に非常に似ているが、これらは蒔絵が施されて

いないという特徴を持つ。この技法は平等院・中尊寺・厳島神社平家奉納品・春日大社御神宝に見られ、

鎌倉期ではなく平安後期のものである。特に螺釧器物の内、形態の明らかな燈台(図16-6)は平泉中

尊寺経蔵堂内具燈台に類例を求めることが出来る貴重なものである。建築用材(図18-1 )と考えられ

る部材は巻斗である。大きさから見て、主要建物のものでなく翼廊等の附属建物に使われたものと考え

られる。

( 2 )北岸周辺出土遺物(図20-28)

南北に広がる永福寺庭園の北端に位置し、取水口周辺から北翼廊)協までの汀である。永福寺建立以前
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は、杉ヶ谷から流れ出る二階堂川と北西に位置する西ヶ谷からの流路の合流地点で、あり、北東1Jl1J-'帯は

亀ヶ出|と呼ばれ奥深くに延びる杉ヶ谷の入口である。北西HI句は、西ヶ谷の入口となる。苑池遺1構内の

堆積土の大半は、池中に流れ込んだきめの細かい灰色砂質土と、 茶褐色料i質土等の非常に柔らかく粘性

が強い土、粗い砂と水摩した土丹ーが混じる土の三種類に分けられる。柔らかく粘性の強い士は、池中で

水が澱んだ状態で堆積したもの、粗い砂と水摩した土丹ーの混じる土は強い流れ込みがあったことが推察

できる。池底の堆積土中には多くの木片・植物遺体が混入し、見た限りでは松葉が多いように忠われる。

北岸周辺ではN期の時期をさらに町期-3面 (14m紀前半) ・lV期-2 llij (14111:紀後半) . N則一 l耐

(15世紀以降)の 3つに細分することができた。N期-2市|で、は漆塗り仏像残片(1玄J21-1、2)の他、

「出向It生死往生極墜E盟為也j の墨書がある五輪塔婆 (医J 25- 17 ) 、 「南無大日如来」 の~!~曹のある îlI・13

婆(図22-11~16) が出土している 。 遺物は他の場所と異なり 多 くの器極に'高み、 石j誌の他、f.IÉl ilお陶磁

器、瀬戸、常滑、かわらけ、漆器、木製品、硯等生活用貝も多く1'1'1上している。永福寺拠の杉ヶ伴、阿

ヶ谷の僧坊に関わる遺物が苑池に流れ込んでいる可能性も考えられる。

( 3 )東岸周辺出土遺物(1玄J29~36)

苑池の東、中心伽藍の対岸に当たり汀線の形状が著しく 変化している場所である。汀は[J~:J ~ 町!引に

分けることが出来る。皿期の池からは西岸周辺山上遺物で、も見られた焼け焦げのある宝相当主文械の崎山111

器物残片(図28-17)、蓄部分に金箔が押されていた可，能性がある黒漆塗りの蓮華苦 (等部分は金銅製)

(図28一日)、 頭部に珠文帯を巡らし一部に金箔が残る香炉状の漆器 (IZl28-15)、腰瑞か華髭あるい

は|幡と 考えられる金銅製~ulí り 金具 (図32-1 、図33-12) とい っ た堂内荘厳具や仏像残片 (1主129-4 ) 

台座蓮弁(区133-7)、白木の剣(図29-5)が出土している。また釘、目鎚(閃33-13)、鹿p釘(図

33-14、図35-14. 15)といった木材を繋ぐための鉄製品、縦宝昧残欠(図36-21)や建築部材残片が

橋周辺の池底から多く I':H土している点が注目される。その多くが弘安 3 (1280)年の火災後に廃棄され

たものと考えられる。

( 4 )南岸周辺出土遺物(図37~39)

苑池の雨、大きく南に張り I~~ した汀である 。 現在西側にはテニスコートがあり、東から南1J[IJ は問手|巾J

期に建てられた渦泉旅館と道路拡11屈のため大きく削平され、汀は遺存していない。しかし池氏に敷き詰

められた土丹面は 、 緩やかな傾斜で南に向かい浅くな っ ていることから、基本的には凶岸 と |日l じガ'1'1 1fo~の

景観であったと考えられる。東よりの田期池底から金銅製l幡吊金具が3点 (lzI37-1 ~ 3 )、 金銅製堂

内飾金具 (図37-4 ~ 6)、蝦銅器物残欠(図37-8)が出土した。金銅製111語吊金具の意匠は 3点とも

ほぼ同じだが、 1より 2・3の方が重厚である。表裏ともに魚子地を宝相華文で、飢lり、 縁に猪目JIヲの孔

が2箇所ある。一部に鍍金が残ることから当初は前面鍍金されていたと思われる。lの中には薄い板を二

枚張り合わせた木芯が依存する。2の中には板は遺存していないが、 3の中には lと同様に砕い板が

二枚、両側から「ノリの字状にさし込まれていた。この板の表面に黒漆が塗られていたため、布を縫い

つけた糸の痕跡と小孔が残る。金銅製堂内自iIiり金具の内4は厚さ3mmの銅板に蓮華と飛雲を彫り込み表

している。宝冠の一部とも考えられるが推測の域を出ない。6は宝相華文の透彫が施された須弥j宣高欄

の飾金具と考えられ、縁に 4箇所猪目型の孔が開く 。透彫の宝相華文が施されているものには、西岸周

辺で出土している金銅製飾り金具 (IZl15-13)がある。8の螺釧l器物は西岸周辺で、出土している燃釧器

物(図16-1 ~ 4、6、7)と同様に宝相華文で加飾されている。燃銅の夜光貝は失われているが、大
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体彫技法で製作されていると考えられる。金銅製品、螺謝H器物ともに火災に遭っているため表面が炭化

あるいは煤けている。

図39-6、7、9-11のかわらけは、創建期池底から出土したもので12世紀末-13世紀初頭の年代が

考えられる遺物である。

( 5 )橋出土遺物(図40)

二階堂正面、橋の基礎材が据えられていた布掘や柱穴の中から釘(図40-3 -5)が出土している。

また周辺か号も多くの釘等鉄製品、木製部材等が出土している。(東岸周辺出土遺物を参照)

( 6 )満・滝口・遺構面出土遺物(図41-49)

遣水

5満 (図41・42)

皿期遣水の流路である 5満から、明徳三 (1392)年正月廿六日銘の五輪塔地輪他多くの石塔石材が出

土している。乙の時期の 5満はほとんど機能していなかったと考えられる。乙の頃、流路が北翼廊北辺

雨落ちを利用する 1溝に変更されたと考えられる。1、満出土のかわらけ(図44-4 -11)を見るとこの

時期の特徴を備えたものが見られる。この他仏像の白老 (図42-2)や翼雌の下を潜るあたりで、;j(品

製数珠玉(図42-11)が出土している。

7満(図42)

I期 .rr期遣水の流路である。北翼廊の北側に設けた石を組んだ落ち口から池に流れ込んでいる。遺
物は多くないが、手提ねかわらけがこの時期のものである。

滝口(閃43)

E期に造られ皿期まで使われていた。滝口の トレ ンチからは手控ねかわらけが出土。

桝状遺構・ 1満(図44)

町期遣水の沈殿槽と流路である。流路は北翼廊雨落ち溝を利用している。

堂背後の溝(図44)

堂舎背後を北から南に流れる 3溝上層 ・中層・下層、 2溝最上層 ・上層 ・下層より出土している遺物

から、満の開削、改修の時期が推測されている。

3満 (図46・47)

堂舎背後、西の山裾に沿って北から南に向う流路で、|幅約130-150cm、深さ最大約60cm、断面V字な

いしU字形の比較的浅い満。堆積状況から 3時期(上層・中層・下層)に分けることが出来る。下層か

ら器高が低い肌状の手控ねかわらけと制止糸切りかわらけ(図46-37・39・40)が出土し、上層(図

46-15-35)から丸底の手控ねかわらけが出土しているこ とから、 3溝は創建期に山際の排水満と して

開削され、第H期の寛元宝治年間修理の時期に、 2満の開削に併せて埋め戻されたと考えられる。

2溝 (図46・48・49)

=堂の背後、 111際に堂と並行する構で、 |幅約150cm、深さ140cm。地山や岩盤を断面箱形に掘り窪めた、

幅広で深い堀のような満である。3満の肩を切り崩しあるいは削平しており、 3満を埋め戻した後に改

めて掘り込まれた山際の排水満である。溝は堆積から 3時期(最上層・上層・下層)に分けられ、 2時

期目に構底を埋め、 |幅を約20cm広げる改修が行われている。満底から13世紀後半-14世紀前半、最上層
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では15世紀代のかわらけや凹期の瓦が含まれることから、 2淋は13世紀後半に開削され、 15世紀代まで

使われた後埋め戻されたものと考えられる。

第3章山の調査

第 l節西山の調査(図50)

西山の調査の内、谷内の西ヶ谷ではトレンチ調査 (卜レンチ23.29・30)であったが、かわらけ、瀬

コ、魚住鉢といった生活用具と考えられる遺物が出土 している。111の尼根の訊ijfi(卜レ ンチ14-27)で

は遺物がほとんど出土しなかったが、 トレンチ25から岩盤[[ij1::.1こ 2 枚のかわらけ ( 1~1 50- 1・2)が市

なり置かれ、 トレ ンチ23からは常滑の担鉢、瀬戸の鉢(図50-6・7)や14111:紀11-1頃の市十円程 (1ヌ150-

8 -14) を埋納した土墳が検出されている 。 土頒は直作約55cmで、 Itl 央にやや斜めに傾いた状態で、 'li'~ i'I't ，， :I:~:

が埋納されていた。蓋の代わりに筆の口部分には銃がのせられ、更に伏せた状態で、111茶腕窯系Jll!鉢が被

せられていた。保存状態は良く、議代わりの鏡の紐には白色の行|、組が9.Qされていた。部の内部に1:はほ

とんど入っておらず、銅銭3枚とやや扇平なそろばん玉]1ヲの凶作 lcmの本品製!の数J)j(T1 11市| カ ~ n'l 1-.して

いる。

第2節東山の調査

( 1 )平場出土遺物(図51-54)

東山平場の調査(トレンチ 1-11)では、 青磁、白磁、かわらけ、瀬戸、火-Hち金、 似、1111'，イi、火持、

土鍋、 手焔りといった生活用具が多数日土し、表採Jj!Iで、はあるが宰IlIf月lの五ij!市j持イヲ材が多数i椛認された。

トレンチ調査のため明確な遺構の但憶は1':1:'131そなかったが、この平場は300m'程の広さがあることから僧幼

跡の可能性が考えられる。

( 2 )経塚出土造物(平成12年度刊行、遺構編図51-54)

東山の尾根先端部分( トレンチ13) で検出した経塚辿物である 。 12 世紀末- 13 世紀初似の II~J 月 l がうーえ

られる渥美産饗 ・担鉢の外容器内に納められた経筒・別納品(金剛子念珠 [平装束くさ採]、合利と与えら

れる粒状の金、 青白磁lfJl片、透扇、 JI要刀、中国景徳鎮産自jl長諜付小壷と壷のrllに納められた杭櫛10枚)

が出土している。銘文等はj確認されなかったが永福寺創建間際の時期に埋納され、 1'1'1L.状汎が出:1ftによ

って明らかな遺物である。(遺構編参照)

なかでも煽幅扇の一つである透扇は皆彫骨の扇とも呼ばれ、平安時代末~室111fll寺代の絵巻に数多く ~Wi

かれ、また文箱等の意匠として用いられたりしている。出土遺物として現存する最占の透尉のrザ能性が

あるものである。
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図 3 岡傍Jruïl:f:l十潰~
No. 器極・種別 口径 底径 ~品高 F古形-特i型 備考

16 かわらけ 7.7 4.5 2.2 l機組成形 ーは但 主は赤灰 ' かわらけ溜り 1
17 1/ 13.0 8. 1 3.2 H ては 日 竺は赤灰fl' H 

18 1/ 13. 7 7.4 3.3 H .は 且 主i立拶tffsE 〔色 1/ 

19 1/ 7.2 4. 7 2.2 H て』ま昔良 色は信 もf聖I かわらけ溜り 2
20 1/ 7.6 4.6 1.7 1/ JIi>.::tは Pや粗 色は，手灰色 1/ 

21 1/ 7.8 4.8 2.0 H 品ーtIま 主I"iE褐@ H 

22 1/ 11. 9 7.5 2.6 1/ 品 卜』立 g"，ま 汀ヲE白fb 1/ 

23 1/ 13. 7 7. 7 3.3 H 品 tは 且 主iま， ミ灰色 H 

24 1/ 13. 1 8.9 3.0 H Jh }て』立 竺iま， 赤灰色 1/ 

25 L__/I Ll3.8 7.6 3..6 " !治土は祖色i立赤皮色 1/ 

図 4 南翼廊出土遺物
川， I 器稀・稲垣11 1 存
|61かわらけ 112.5 

図5 薬師堂出土漬物
トh 累積・稀~IJ 口径 底径 器高 成 長・特徴 備考
1かわらけ 6.6 3.6 2.4 唖臣明匝 3比11壬 }胎土はやや1目色は 畦赤灰色 |潰構面まで
2 H 6.9 3.5 2. 1 1/ 胎寸てはやや1 fl'.ま γ !安伸 1/ 

3 1/ 7.1 4.5 2.0 1/ 胎士はやや1直色は，i<E E色 1/ 

4 H 6.9 2.0 手控ね成形 胎士はれ 色はyi<E 色 1/ 

5 H 8.0 2.3 1/ 月台土は! 色は，ドEE色 1/ 

6 H 8.8 1.9 1/ 1/ 

7 H 8.4 2.0 " 胎土は 色は赤E:色 1/ 

8 1/ 7.0 2.4 11 胎士は ~，者良色は， ミ灰色 11 

9 1/ 9.2 1.8 1/ JI台十は ßは司~~，ozfl， M 

10 H 9.1 1.8 1/ !治土は 色は赤E'色 1/ 

11 H 9.4 2.3 1/ j恰士は コ戸精s!: 竺』主主軽赤夜fb " 12 1/ 8.6 2.2 11 !胎土は þ~精良 主は 亦 1火巴 H 

13 1/ 9.8 1.8 " 胎士は ，，~精良 g."土，ド灰色 11 

14 1/ 13.8 3.2 1/ l胎十ーは ま首oz " 15 1/ 15.2 3.6 1/ !胎士は車 rf 色は策j天@ 1/ 

16 東石 、22.0 18. 6 1 ~里行20. 4 断面主宅到至 極正積zi槙石凶 |遺構匝
17 1/ 、21.2 20.0 |奥行~ 1/ /1 

18 /1 、22.4 22.8 1 ~早rr20 . 。 /1 63年Ji'伺合層出十漬物
19 /1 it23.2 22.4 1~1T2L 8 /1 H 

20 鉄釘 24.5 闘 2.0 断面四角形 l潰構面
21 火舎 14.4 巡瓦質らす香炉断片、素地は灰白精良士、珠文雷文を 遺構面まで

22 常滑褒 |断片 胎士は粗〈茶褐色 H 

23 /1 |断片 胎士は粗く灰色 /1 

| 儲若

|南翼27(中問棟件輔君方内)
且監二監量生
l治十は良 fbは昔!更fb同亙髭伝子量~ 
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器穂・種目IjNo. 口径 E杢符 芸事高 成形・崇凶教 備考

1 士丹製品 径 12.4 |詰 5.8 士丹1!.-碗状に?定員1]った 2品用途 、明 治構而

2 常滑褒 断片 給土は精良 をE正fo. く下 に延びない JJ 

3 11 11 |胎土は "色 に貼り4、ーく 11 

4 JJ JJ |胎士は ，赤1安fo. ~ fjll:廿 くやJP軟'i:!f 11 

5 11 JJ 胎土は '"色 H 

61青白磁 JJ |胎土は i灰 fヨF面白 ~ 7 、fl>.の湧明な車h角張った口縁で香炉か 11 

7 " 皿l JJ |胎土は HR 当主当 主 ~fõ.の誘一明な創i JJ 

81青磁碗 JJ 胎土は 淡E(f.!主 F司fhi劃花文 JJ 

9 白磁口充血l 10.5 |胎士は Z灰 ョ'o. E 'ヨ声".半湧 aj~o)車h JJ 

10 11 6.4 |胎士は 主灰 当主 j天 ョ戸当半誘Ofl o)jth " 
11 かわらけ 8.4 1.4 手樫ね形胎士は華 !良 恒は滋 'o JJ 

12 かわらけ 8.8 1.6 手複ね成1lL..H台士は幸ili!- 戸当l土語 包 JJ 

13 11 12.6 帯主櫨成~ 胎土は
、防
色I;J: ， ".缶 11 

14 11 10.9 6. 7 3.3 JJ 胎土は!I，.}'I ¥1;J: ， 灰百 11 

15 11 12.4 8.0 3.3 11 |合J:I土 ~l立， (D 11 

16 11 13.7 8. 5 3. 3 11 |台士は Jm 竺は ~n 1死偽 JJ 

17 11 14.7 10.1 3.5 JJ 胎土は 生I土 ， 再灰色 JJ 

18 かわらけ 8.1 5.3 2.4 糠輸E成形 ム土は iE 防'.I;J: ~mfõ. 地山而

19 11 9.2 5.1 2.0 " ムL:.l:主
描手 . 
色i主主 i1KE ?fo JJ 

20 11 9.4 2.1 手捜ね成形胎:1:1ま i!主 色は 'iK/，と灰fo. JJ 

21 11 14.5 3.6 JJ H台:1::l;J:号良 sI'立" 島イ主， JJ 

22 11 14.7 2.5 JJ 胎士は t良色は，示FRfo. JJ 

23 JJ 7.1 |穂積成形胎土は精 fo.は淡赤Eefo 11 

24 l青磁 Illl 4.7 Is台土は極精良灰白色 淡緑灰色の、寄明なjth 儲揃文 JJ 

25 川現 l軍 1.0 |淡綾色の畠1;板主等製 JJ 

26 鉄釘 長 9.8 |幅 O.5 断而四f{l lr~ 11 

27 11 長12.2 |幅 0.6 JJ 11 

28111 長 6.6 |偏 O.3 11 11 

図9 北奨廊i士i土泣~
No. 器種・種目1) 口径 底径 器高 1求 わ特徴 制ii考
1 かわらけ 7.8 4.1 2.1 事主催成形 合士は = sl;J:f， ~>Jï;JX {b. NY62~t総廊かわら け沼{り
2 " 11. 0 5.8 2.8 11 台土i土 .!.t!: I'.tl:i ~五 11 

3 " 7.8 JJ 台土i立 'iti' sI;J:i ミJX竺 11 

4 11 12.8 8.3 3.5 JJ 台士は ' 町立淡言ー!R色 11 

5 " 12.8 7.0 3.3 JJ 今土は、居 手 五は， ミJX百 " 
6 11 12.7 7.8 3.1 11 合j二l立 p~~粗 色は8 赤灰色 " 7 11 12.9 7.5 3. 7 JJ ム卜は 主 泊iま， ;JX主 11 

8 11 12.8 7.5 3.6 JJ fiJごは .:!f￥ 色はf~lR 五 11 

9 " 12.5 7.1 3. 7 JJ 台土i土佐 A 色はiミJX五 11 

10 11 13.7 7.5 3.6 JJ 台士tt ヘ 五は， ， 1実(r， 11 

11 11 13.0 7. 3 3.5 11 ム:1:仁tt.!fE 五I::J: '1(D 11 

12 " 13.3 7.4 3. 7 JJ 月合土i土 = 色は ，， 東:主 11 

13 11 14.2 8.5 3.4 11 fi:lこは ぬl立 言 幅五 11 

14 瀬戸 fr縁 Hll |断片 月合J:lまF青良 提灰色 ll'.i¥部tLく F可而天車h NY62~じ辺雨落ち溝上層
15 山茶 施策系復ね鉢 断片 胎土i立 戸や:1淡灰色 日 縁部¥1こ臼 ?主，附l 11 

16 瀬戸 腕l 目台(3.1) 目合士は t民 ')({;" 時長革主1~，ë咋n ~ " 17 かわ うけ 13.0 7. 1 3.6 機曜日立戸 LI士はfl~Ù 色i主Ef徒五 11 

18 11 13.2 7.0 3.5 JJ nfi _L:l立病't良 首i立灰穫 :6 11 

19 11 13.5 7.9 3.5 11 Mi+:I土手iY良 五l立EE碑古 11 

20 常滑号電 38.8 n~ì士 i二UìHミ茶灰~ NY63P ーν'Ji羽詰ι九構内瓦淵り
21 鉄釘 長 (4.5) 幅 O.7 断而四角形 11 ;喫34T
22 11 |長 (8.9) ;0; 0.9 " 11 ，官'~38T
23 11 |長15.1 話O.7 11 "ニa潔36主
24 JJ 長 (14.0) 訴 しO 地中級太材Jて釧¥'[Hに打ち付けられていた JJ .1七望号40-1"
25 JJ 長 18.0 稲1.0 断而四角形 JJ ~r.狼3TF

No. -有i別 口径 底f￥ 器高 日立}杉・特徴 側i草寺
1 1:与 監大径18.4 1;高33.2 室町I11 五大徹子 包含層
2 11 最 f圭14.6 I目19.2 室田nUI 11 

3 11 量 歪15.0 自15.6 室町 u 11 

4 JJ i詮 歪14.6 |高20.6 砲予iI理リ 五大種子 11 

5 11 i設 主11.8 |高19.8 砲弾型 11 

61水脂 量事 季21.0 |高14.4 五大積子 JJ 

7 11 t量大径24.4 1l'Il16.0 五大種子 11 

図 12 疏池西岸首h.中出十漬物
1No.I 器管i・種別 | 口傍 ! 政辱一寸 器扇
|11鎌倉石潜 |長52.4 1幅30.8 1I草19.6

! 成形・特徴

陛並ζ窪む 』亙 盤主

図l仮13 手伝池西岸下庫遺構而 ・地 1J而出土泊~
No. 器種 ・種別 口径 底径 器官 盛1髭・型車産 盤 き
1 かわらけ 7.3 4.8 2.3 l磯櫨成形 NY2下層遺構而覆土
2 11 7.4 4. 7 2.2 JJ 11 

3 " 8.1 5.8 1.8 " 11 

4 11 8.3 5.1 2.1 " 11 

5 11 9.2 7.2 1.6 JJ 11 

6 11 9.0 6.0 1.6 手控ね成形 11 

7 JJ 8.1 1.5 JJ 11 
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8 11 9.3 1.6 11 H 

9 11 11. 4 7.4 3.0 |酋幽~高石 11 

10 11 11. 5 7.6 3.0 11 11 

11 " 14.0 9.6 3.3 11 H 

12 11 12.1 7.5 3.5 H " 13 常滑小歪 10.3 口縁部玉縁状 H 

14 常滑鉢 断片 H 

15 11 断片 H 

16 常滑墾 23.4 ロ縁部N :~犬 11 

17 H 断片 |幅広の n 五頚部に捺する H 

18 ヨ磁口][碗 断片 |胎士は 灰自主 " 19 磁 断片 給士は 良灰 ヨ色 H 

20 ヨ磁 l高台径 5.3 |胎土は 灰白主 11 

21 軍戸華瓶 9.4 |素地は 台 三本の沈線 H 

22 員戸程杢鍋 18.0 |注口欠 緑灰色の灰利l H 

23 かわらけ 9. 1 1.7 
|手面控中央ね部成が形凹み焼器成高良が好低でい底 I ~ 建Y5時9創の建津期久地三業(1層192下)地年頃山面上上表かえらられ出土る漬し倉物IJ 

24 白磁端反碗 16.9 
|素色地がかはっ腕た誘な明灰な白剰色l、黄灰

H 

図l4 苑池西岸下層迫t構面 下層也中出土i貴事
No. 器種・穏~IJ l手 民径 器扇 成形特徴 4蕗望号

1 (/，俸の手 ー(8.9 2.4 |漆塗り ~け残り 下 5覆寸て
2 11 (8.8 2.0 U笠盆旦 ~け残り H 

3 |仏像断片? (12.0) 1(4.8) 5K泊為 j雪E塗り i査 H 

4 ワ 6.2 2.0 |層 0.4 惜l引!羽り込み.ヶ所 H 

5 11 ワ 16.3 3. 7 [}!j!. g旦 晴治主 綱 なり端部に切りjt，み三生E1L H 

6 資串ワ 19.2 2.0 [J!i! 0.3 !'l't. H 

7 112碑伝 . (23. 7) 3.9 [J!l 0.5 「南無阿弥陀仏l H 

8 ilIi弁 ，(6.6 1(6.1) 11署 1.Q 長り H 

9 軍基竜喜 4.3 ，(9.7) やり焼け残り H 

10 |銅製品 。 O. 7 Lかー在R 金雪包 H 

11 |震い釘 10.5) 1.6 |屠 0.5 Id '繋ぎ止める釘 H 

12 H 10.8) 1.7 |屠_Q._1_ 11 H 

13 " 8.9) 1.7 |屠 0.4 H H 

14 |梅 9.0 ~12 . 7 [J!l 0.7 l平而は長方形先端'kる 11 

15 |銅製品 3. 7 0.8 |尾 0.1 !四弁花形の鉦隆志王座金~残旦 H 

16 |銅製鈴 5. 1 3.5 |馬 2.7 |焼下膨け残れのり梼円形 表裂の各二筒所に宝相華文を配する H 

17 |銅製飾り令具 9.4 6.0 |厚 0.2 l著荷の飾り令具 焼け残り 11 

18 |鉄事T 2.0 0.6 l盤 面図負A..._J盈.!1盈.!2. H 

19 H ll. 9) 0.6 11 H 

20 M 9.6) 1.3 11 H 

21 H 10.4) 0.6 11 H 

22 H 9.2 O. 7 11 H 

23 H 7.6 _j.0 11 H 

24 H : (7.5) 0.6 11 下層地中
25 H 8.8 1.3 11 H 
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図泊施池北岸池中日|十i貨物
トh 栄華宵i.稲別 口径 底径 器高 成形・特徴 儲考
11青白磁梅瓶 断片 |タ而年J:丹文灰白色堅綴なj治士水色の利l 池IV期上層覆土
21石田 長(7.4) 幅 (4.7) l度 LO l脚部のみ残年 11 

3J釘状銅製品 長 3.9 幅 0.6 |鋲状 11 

4 かわらけ 7.0 4.2 1.9 匝繭IIi¥UI1< 池IV期下層
5 " 7.8 4.3 2.2 11 11 

6 H 7.4 4.2 2.1 11 11 

7 " 9.4 1.9 |王手栂ねJilL% 11 

8 " 9. 7 2.5 11 11 

9 11 11. 1 7.0 2.8 |鱗幡JilL形 11 

10 11 11.3 7.0 3. 1 11 11 

11 11 12.9 7.9 3.1 11 11 

12 11 12.4 6.9 3. 5 11 11 

13 11 14.3 3.0 |手担ね成形 11 

14 1/ 14目4 9.0 3.9 |糠楢成形 11 

15 11 12.1 7.5 3.8 11 11 

16 |涼戸 10.0 、i戸 入 子底部i片 望聖書痕有り 1/ 

17 l弓- 断片 lタ而口 議下に豪iW，')ー有り 11 

181常よt鉢 断片 伊ト蔚口 自主下部に沈線治1巡る 1/ 

19 |青』、 断片 l内 の細かな誠弁1 不湧明員長緑台の剥I 11 

20 石 火輪 盛大幅21.8 l高14.0 3JffiHこ空風輪を受lる幅6cm 深さ2.5cmのホゾ穴有り 池IV期構築士
21 カ冶わらけ 7.8 5.8 1.5 |手 ー-ね成形 灯明皿 池地山面覆土
22 11 8. 3 5.4 1.9 |輔 lfilUf号 f明1sL 1 3世t，t:日後藤~14世叙前婆 11 

23 1/ 8.1 5.2 2.4 1/ 3世紀後葉~14世紀前葉 1/ 

24 " 11. 0 7.0 3.4 1/ 11 11 

25 H 12.0 8.4 3.4 1/ H 1/ 

26 1/ 14.0 2.9 |王手符ねl友形 13世紀中 1/ 

27 刀子 |長(23.0) 幅 3.0 j早 0.5 片切刃 円釘穴 11 

L...2s 本IIIL 11. 6 9.5 し7 未完成品 1/ 

H
-
H

一n
-
H
-
H

H 

図22 苑池北岸池中l 品 川由

No. 器種・積日IJ 口径 底干辛 器高 成形・特徴 備考
1 かわらけ 7.9 6.2 1.6 |糠櫨成形胎士は告時赤灰色焼l或は良 IV期 1面覆土
2 H 7.7 4.8 2.3 1/ l治十は (6.立赤灰包 1/ 

3 H 12.3 6. 7 3.2 H 胎土は 色 ま赤灰主 M 

4 " 16.8 9.6 4.3 " 胎土は f良 は赤l..-色特大の製品 1/ 

5 l戸卸皿1 13.3 ?紬がー何本に薄〈 戸才L 1/ 

6 
巨E治差護栂遣盛鉢盛一i 

|断片 Uilな め細かなl「寸てで E徽 H 

7 |断片 ト面t;::_ を持ち 壁を 3花文で装飾 H 

8 26.6 7.7 11. 2 f士は f良色は t灰色 M 

9 H |断片 主寸ては f良 色は灰褐色 H 

10 1/ 11 胎士は f良色は淡赤灰色 H 

11 1/ 11 胎士は精良色は灰縄色 11 
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図23 疏持b.:fr.~量消中Itl十漬物
Na 器種・種別 口径 底径 器高 感干~・特徴 備考
1 かわらけ 7.1 1 4.7 1 L 8 |糠舗成形胎士は籾 濃赤灰色 W期 2面覆土
2 21 1 7. 1 1 4. 7 1 2.0 1 1/ 胎土はコや細い {z.，は赤灰色 fT明皿 11 
31 1/ 1 7，5 1 4，8 1 L 6 11 胎士は主主主は赤灰色 H 

4 1 1/ 1 7， 1 1 5.4 1 L 8 1 1/ 胎土は 向は濃黄灰色 11 
51 ,•1 7. 1 1 6.0 1 L 5 1 1/ 胎+ま 7素面面 yy 

6 1 1/ 1 8. 0 1 4. 6 1 2. 2 1 1/ 胎士は fs tbは二F赤灰f6 FY 

7 11 1 7.7 1 6.0 1 L 6 1 1/ 胎士は i憂色はり青色灯明皿 11 
81 ,•1 7.6 1 5. 2 1 L 8 1 1/ 胎士は bや粗い リま茶灰色 11 
9 11 1 7，8 1 5.3 1 L 8 11 胎士は 色は哉，zβ，
10 11 1 7.7 1 5.0 1 L 8 1 1/ 胎士はやや粗い 色は赤灰色 11 
111 1/ 1 7.9 1 5.5 1 L 8 1J 胎土はわ息 色は黄灰色 11 
12 11 1 8. 7 1 6. 6 1 1. 5 11 胎士は・ 一示戻盃 11 
131 1/ 1 8. 1 1 3. 9 1 2. 4 11 胎士は M 戸畑い色は茶灰色灯明皿 11 
141 1/ 1 7.7 1 5.0 1 1.8 11 :は UP相い色はJR楓 fL n 
15 11 110.4 1 6.3 1 3.2 11 1. :は 仇は笛灰色 11 
16 11 111.0 1 6.2 1 2.8 11 11: 色仁tj1f;FJ(包 11 
17 11 110.5 1 ~ 7 1 3.0 11 1土 色はj1f;FX 』
18 11 110.7 1 6.0 1 2.8 11 Jfc' -t: 1;): ー 魚仁tミI安
19 11 110.4 1 5.8 1 3.3 1J 胎:は 一 色は，E灰 55 I 1I 
20 1I 110.5 1 5.6 1 3. 1 1 1/ :は MP細い 1は淡赤灰色 H 

211 1/ 110.7 1 6. 4 1 3.0 1 1/ 1. :は 色は赤灰色 H 

22 1} 111.2 17.0 13.3 1 1/ j訓 色は淡赤灰fh H 

231 1/ 110.3 1 6.0 1 3.2 11 :は Mt細い魚は赤阪f6 H 

24 11 112.2 1 5.7 1 3.3 1} 11t:i=t1;):ffla sIまj1f;FX I I 11 
25 11 111. 2 1 5.8 1 3.4 1'} 1 元孟 flo.ほ守防い H 

26 11 111. 6 1 5. 9 1 3. 1 1 1/ j土 台土町背11'1R(pb I 1/ 
27 11 113. 1 1 8.6 1 3， 7 11 1ま色』ま，iミFJ(缶 H 

28 1} 112.3 1 8.0 1 3.5 1} 1 ヲ王 亙日時靖、;FfZ， H 

291 1/ 112.8 1 7.2 1 3.2 1 1/ :は 色色はは淡赤灰赤*~~ 1 1/ 
3011 113. 5 1 8. 1 1 3. 6 1 1/ 胎土は 函万扇面 H 

31 1} 112.6 1 6.7 1 3.2 11 胎士は 色は赤褐空 H 

2.4 1 7.2 1 3.5 21 胎士は 色色はは暗赤灰赤司(f.~ I 1/ 
331} 113.3 1 7. 5 1 4. 0 11 胎士は 窒 H 

34 21 114.1 1 7.5 1 3.5 11 胎士は 色は赤灰
35 11 113.0 1 8.2 1 3.7 1 1/ 胎士は 色は赤灰

図24 苑池北岸池中仕l:ti貨物
No. 

牢辛雪磁白白器磁磁3穏E香弁水・炉注支稀碗かか511] 

口径 夜祭 暑号高 長形・特徴 イ給量号

1 |断片 口縁部， !治土は精E灰白色 水青色の利i W期 2・3面覆土
2 1/ 111台+:1立 l'iE FJZ白色 iヲ明な淡緑色σコ渦h H 

3 |高台径 2.6 }治土は H 白色文相 まー次焼成のため不明 " 
4 ヨ磁査か 5.0 !治士は H 黄灰色 現:焼成を受ける H 

5 抗陸碗 |高台係 4.8 j治士lま
. .• 
'Rfh. 両 こ主E弁文 誘日月な陪1死緑やaの紬 H 

6 常j骨聾 |断片 11治士は 色はE'色 口縁断面が四角 W期 2面覆士
7 1/ " J治土は 色は， ..'色 H 

8 1/ H !胎土は 色はE(:s H 

9 1/ H 11胎寸ては良 Lは茶干 'a 1/ 

10 願戸行平鍋 H J治士は精 i灰色 淡緑灰色のー也 H 

11 |戸水、 2.0 3. 1 3.4 1全4 きの褐紬外面に蓮ミ字文の押印 1/ 

12 廟戸天 |碗 14.9 |高台符 4.7 6.2 l胎 :1;): IJ予(_fh 長在灰 fh の'J(~也 1/ 

13 七部系 l戸碗 11 胎 』ま ~灰色 ヨ色の降J"由 H 

14 l戸天 |碗 |高台径 3.9 I!治 :1;): t灰色 茶褐色の jl 貼付け高台 H 

15 l戸姦j 7.2 l胎 :1;): ー泌FJZ魚 羨I安fh 1/ 

16 l戸折it鉢 21.8 15.4 5. 7 胎士は ~~灰色 炎緑灰色の利1 1/ 

17 混 血1 9.5 7.6 1.2 l令体に 内面に 長で主力、 H 

18 1/椀 |高台符 7.1 l内外面 :地に朱?で 定様 H 

19 建築部材か |長 (35.3) |幅 5.0 |厚 L9 |用途不HロEn3 " 
図25 苑池北岸池中目i土遺物
No. 器種 ・種別 口径 底径 器高 成形・ 特徴 備考

1 かわらけ 7.8 5.2 1.9 l盤鑑盛盟主 胎士は i己i主陪藍はt己 N期 2面覆士
2 H 10.0 7.0 2.1 1/ 胎士は 色は黒E:色 H 

3 M 10.4 6.0 8.3 1/ 胎土は
色は土J踏E1 '色

H 

4 H 12.2 6.8 3.5 1/ 胎土は ~ 宣区色 H 

5 H 12.2 7.3 3.3 1/ 胎十は f I 色はJ 灰色 H 

6 H 13.0 6.5 3. 7 1/ 胎士は sIま， 、医色 " 7 車両鉢 |底部片 ゆ台士は1青良質灰色 iに卸 し目 H 

8 k-ft 蓮華中房 |最大祭 9.3 回量 2.7 豆金の
鵠色は茶

ーし主主止、血凹_s丞玄11個壁土三 N期 2面直上
9 -卜握鉢 胎士.は }色 N期 2面覆土
10 k~ l品 「片 噌長 L金玄室三三 i途亙盟 N期 2面直上
11 fft E婆 (26.0) ド幅 2. 1 |厚 0.3 日如来|の， き書 H 

12 H (31. 3) い幅 2.5 |庫 0.2 " H 

13 H 32._5 幅 2.5 厚 0.3 1/ H 
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図27 ~\泌I，~七岸池中 H 士造物
No. ~~稀・稲田I1 口径 底径 来高 liIi:'I干2・特徴 備考
1 かわらけ 7.9 5.1 1.7 |犠櫨成形胎土l立l 色証責戻)'. IVWJ 3面積土
2 11 7.5 4. 7 1.8 11 胎土は1青良 {lo，は赤灰色 11 

3 11 7.0 4.4 2.1 11 胎 土はl 手hは蚕反(l， 11 

4 " 7.2 4.5 2. 1 11 胎土は111差負は赤J~tイ匂 11 

5 H 7.8 5.5 2.1 11 sff士I".H音良 7i¥福音)w石; 11 

6 11 7.6 4.5 1.7 11 胎土は b五コ 向J"i言戻戸; 11 

7 11 8.0 5.6 1.7 11 紛土i立 ':>ぷコ ~J"i ~盈品仏 II 

8 11 8.3 6.1 1.9 11 日台=1二は iま赤灰五 11 

9 11 11. 1 6.8 3.0 11 目台土は bや U白i立赤1安(h 11 

10 11 8.0 5.9 1.8 11 胎土は t良 1豆ほ雨宿 11 

11 11 8.5 6.5 1.5 " H台ゴては 舎は黄灰 11 

12 11 11. 1 6.0 3.5 11 胎土I土 色 向はH音 ー'f({b 11 

13 11 10.9 6.9 2.8 " 胎土iま F白aは赤J!玄:Zl 11 

14 " 11. 6 6.1 3.4 11 胎士は 一 (oは赤Ji，角 11 

15 11 11. 0 6. 5 3.2 11 胎士は 長ほ蚕戻 11 

16 11 12.7 7.7 3.4 11 胎土は P創作 l土赤I~[e{b 11 

17 11 12.9 6.8 3.8 11 H台 ::J"i何?畑 一語 蚕Ji土 7函: 11 

18瓦保 16.0 i台土は良 口縁部のみ線ベ状に日告!実イ包 I暗文無し 11 

19木製弘 ;長 8.2 I}!j[ 2.0 明主主不明木製品 街元すろ 少八角形の台状 " 
20 |漆様 8.9 7.3 1. 1 村外而l:1に黒漆地 有而に系主主で支;縁 11 

21 治、わらけ 10.6 5. 7 3.0 峰畠I!~形 M~ 士 i立精良 {lo，J"i濃赤灰色 JV!'JI池<1'綴士
22 " 6.2 3. 7 2.4 11 日長土は ロや知石:ほ示戻亙 百三萌111L 11 

23 11 11. 7 7.1 3.4 11 H台I::tt良 fl.は赤灰fio. 11 

24 11 8.1 5.1 1.6 11 H合土は1者息 仏は議夜会 11 

25 11 12.7 7.8 3. 1 11 胎土i立良色は茶灰坐 " 
26 常 骨鉢 |断片 1 s台トは精良 和はH音裕和 " 
27 JKl 坦11J口E口2 !草 O.4 同E長不明禾麗品 11 

28 7壬 長 (8.1) |幅 2.2 j軍 0.3 1 Jf手代側ffiiをI，i)き 烏帽子から頭 胸まで 11 

29 |襟i時椀 11. 9 6.4 4.5 11 

30 |拒ブ居間l 7. 1 11 

31 材木 長(93.4) 幅 17.0 l豆 2.4 要確認、

t.C:oI.!.u '7l!.fl!!t-1LJ-t- ;.r.:. t- f~-r よ .L'左呈"リ

No. 探種・額百11 口径 底径 Ai:i官 成形・特徴 面il考
1 かわらけ 7.0 5.5 1.4 |悦櫨成形胎土はやや粗色は ;灰色 灯明lIlL トレンチ 1
2 " 7.7 5. 5 1.7 " 胎土は精良色は策E'色 11 

3 11 12.0 8.9 3. 4 11 胎土はやや精1 ~白.は赤J~"(fo 11 

4 11 13.1 8.2 3. 2 71 胎士は A 色は赤灰坐 11 

5 11 13.3 7.3 3.6 11 胎上は 一f良 生は赤灰色 11 

6 11 13.4 7.4 3. 5 11 胎土は iI主 五は賞fR.色 11 

7 11 11. 6 7.1 3.0 11 胎上は f臣 竺l立WE'向』 トレンチ2
8 " 7.3 5.2 1.7 11 胎士l立 [sは黄E'色 トレンチ7
9 11 11. 5 7.5 3.0 11 胎士は i!iE 空1は黄E 色 I1 

10 11 13.1 7.3 3. 2 11 胎士l立 þ>~~良 色は，ド灰色 11 

11 かわらけ 7.9 4.8 2. 7 11 H台1こは 青E 色は赤E;(i， 3区A面まで
12 1/ 11. 2 6.4 3. 9 11 船 1:は 手白白l1.赤灰 11 

13 11 13.7 8.3 3. 7 11 H台.u立省良色はiii:El色 11 

14 L褐粒査 2. 7 2.5 3. 9 IJj自殺品 胎土は精1~灰白色 明茶褐色の不透明の利I 11 

15 |漆塗木製品 断片 用途不明 1&而焼損 内外而黒漆塗り 部分的に金箔 11 

16 11 l断)j- 11 " 11 

17 |蛾1ミ銅製品 l早 1.6 黒i察地に蝶錦l 螺釧の貝は欠損 " 
18 |鉄釘 長 13.0 幅 O.7 断而四角 11 

19 蓮華普 等te部長 (10.2) 幅 9.2 普専はは木金銅質製黒担軽塗
11 

部長 4.0 幅10.0
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2 11 12.8 3.0 手狸ね成形胎土は1f息色は赤灰色 H 

3 11 13.7 7.0 3.5 l歯車舗成羽毛 胎寸ては精 色は淡赤 'k出 H 

4 M 12.9 3.0 |手裡ね成形胎土は1f良色は赤灰色 11 

5 " 15.0 2.9 11 胎士lま コや緒F 。白J立茸まO((h 11 

6 11 8.6 6.0 1.4 |糠櫨成形 胎寸ては網戸は¥赤 a(fu. NY6 3区トレンチ上層

7 11 8.8 6.4 1.4 11 胎土は組色は古を茸忌 w色 11 

8 11 8.5 7.0 2.2 " 船十はやや1日 ¥I"i '"目b
11 

9 H 8. 7 1.7 l三正絹わゆ;阪 胎 ー』主 角， ..'蛍3 11 

10 11 8. 7 1.9 H 給 は; 色はH 書 |事主孟 11 

11 11 7.9 1.8 11 胎 :は 色は，、ioJ({Q H 

12 11 8. 7 1.9 11 H台 j"i 色はJ三 ."伍 H 

13 11 8.3 1.8 11 胎士は 色i立， a 色 H 

14 11 9.3 2. 1 11 胎士は 色は日 面吾i H 

15 11 11. 7 3.0 11 胎士は {lo.はH !更{Q H 

16 11 13.8 3. 7 11 胎土は 色はヌFXfI. H 

17 H 13.2 3.4 11 胎士は 空'.1;1:11話夜(h. NY6 3メトレンチ下層

18 H 13.8 3. 7 11 胎士は fb.は日 悲O((a H 

19 H 14. 1 3.9 11 胎土は 色は明漬 灰亙 11 

20 H 16.6 10.8 |鯨錨成形胎士は精 色は茶誕¥(a 11 

司J‘'" "..，011ニニ占 A畠. 巳ゐ " 
民、 器種・稀~" 口径 直径 器高 百世 1 • 車年話量 備考

1 
p |長 5.6 h踊l2.7 |厘 0.3 |理落飴iり令具か ， m 

2 11 |厚 0.6 砂 E|部;分に鍍金付 ム~片か H 

3 11 IIif 3.2 l椅 4.2 |高 0.8 11Ul. A部分に ，、 釘鼠カミ 11 

4 11 |厚 0.3 用t性不明品 H 

5 士丹製品 6.6 隊 6.2 3. 7 四 い士丹をくり抜いてある用途不明品 H 

61木製品 ~13.2 際(9.8) 0.5 手量lliさト亘寸ろ両蚕末雨，♀ 11 

71木材 13.5) 隔 2.5 2.0 格二-ヰ、しくは蔀部片か 11 

8 11 70.0) 院 2.5 1.5 11 M 

9 11 片 性材か 11 

10 11 片
釘中4穴Fがに容質涌羽する

11 

11 11 22.0) l幅 9.6 11亘 6.1 H 

12 11 断片 長 (29.0) 幅 (10.0) 円柱の残欠か 11 

図33 苑池東岸顕期制1中出土漬物
No. 器種・種目11 口符 底径 器高 成形・特徴 備考
11漆器血 8.6 6.2 1.2 3也事E で無文 皿
2 11 9.7 6. 7 1.7 、市 犠:Eで無文司歯高台 11 

31漆器椀 (6.0) (3.9) (1. 6) h高 主混在 4 円面に4同土笹文身スタンプ H 

4 11 |断片 機 j目で飯 11 

5 11 11. 9 6. 7 |高台径 5.0 司A 、函 主漆寸!!Iこ iきで垣根・梅を摘く ー角高台 11 

6 11 高台盆 7.6 主語き~， リこ ξ漆手+iきで洲浜f.te.t筒〈 :角高台 11 

7 .-a::-......... |長(10.4) ド幅 6.1 厚 0.2 i(jf而共』こ黒漆地 当 金箔か仏像台座 H 

81木製品 厚 O.7 11 

9 11 7.6 幅 2.6 厚 0.9 11 

10 l木材 片 ドット部分は朱が付着 11 

11 |銅製品 7.0 厚 0.4 l高 2.3 鐙付け 表面にケリ彫り撃打ち込みが智、められる H 

12 |銅鈴 1.8 径1.6 11の中に入って出土 11 

13 目鎗 |鈎釘長部長716 5 幅1.7 lE04  釘付きで出土床材を繋ぎ留める釘
11 

.8 O. 7 11 

14 |雇い釘 |長 00.1) い幅 1.9 |厚 0.5 木税関を繋者、留める釘 11 

E塑t

図35 苑池E期東岸iI!1中出土漬物
No. 暑器禁証 ・肩車日l 口径 底径 昌幸高 mt形・特徴 備呈雪

1 かわらけ 7.2 4.3 2.2 |犠組成形胎 く砂多し、 色は赤灰色 NY5 n期池中
2 H 7.4 4.3 2. 3 H 胎土は 日 色は明赤jヲ(1争 H 

3 H 7.6 5. 1 1.9 " 胎士は う細か〈 主は明茶灰色 H 

4 H 7.9 4.9 2.2 11 胎寸ては 砂多い 竺』ま毎茶!死fb. 11 

5 H 8.0 5.5 1.9 H 胎土は 色は淡実灰色 H 

6 H 8.2 5.4 2.1 11 胎寸ては 色は明赤灰g.. H 

7 11 7.8 5.6 1.6 11 胎土は 色は明赤灰色 11 

8 11 8.2 6.2 1.6 11・ 胎土は 砂多い ~I ま赤灰色 11 

9 11 11. 8 8.0 2.5 11 胎士は !Il. 全は濃赤灰色 H 

10 11 12.5 8.3 3.3 11 胎士は やや粗 色は明茶灰色 H 

11 11 12.6 7.4 3.4 " 胎土はやや細かい色は明茶灰色 H 

12 11 13.9 8.8 3.2 11 胎土は精良明赤灰色 H 

13 鉄製品 幅1.6 l厚 0.5 |金書か 両端が欠禍 H 

14 震い釘 |長 (10.7) 幅1.7 |度 0.5 1本智閑を繁ぎ留める鉦 11 

15 11 |長 (9.9) 雇 1.2 |厚 0.5 11 11 

16 |長 9.6 幅 0.5 l欠損 断面四角根本で総れている 11 

17 鉄 幅 0.6 断面四角 H 

18 鉄i |長10.6 幅 1.0 軍 0.8 が聖書状の耳目矢 H 

19 木; l長23.5 属 3.5 享 0.4 ロ 、カ冶 H 

20 11 幅 5.0 草 1.0 日 71'、 NY82 BトレンチA面上
21 木材 |長き (85.0)幅15.0 草 2.0 NY5 n期池中
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仁亙国霊童 114.9 直五歪三亙 5.2 |内外而黒漆地で無文 lNY5 ll-l期士城1

図36 菰池東岸 1• II朔池中出土漬物
N.l. 量量権・積jll l争手 医袴 器高 成形・特徴 億考

1 かわらけ 13.6 3. 7 手担ね成形胎 .は 個カミく締まり l 合i土蓄灰fo.白 I期遺構函覆士
2 11 13.9 3.5 11 胎 1'1 め細かい は淡赤灰色 11 

3 11 14.9 3.5 11 H台 l立 》細かい は淡灰色 11 

4 11 8.8 2.0 11 目台 iま1 色i立賞1・色 11 

5 11 8.8 1.9 11 胎 iま fo，は淡l 実色 " 6 11 9.5 1.9 11 R台 .は E砂 多い 目立明茶灰色 " 
7 1， 7.0 4.9 1.6 事監櫨成形 胎 t立五'=>-'T R 竺は明 It;;灰笹 11 

8 11 7.4 4.6 1.8 11 台土は " .. 且砂多い 邑i立;明茶灰色 " 9 " 7.5 7.5 1.9 " 'f土l立兵'=>J; 且 ~は明 司E灰在 " 
10 11 8.6 5.2 1.8 11 「土は 白 色i立明ι署長E正fo. 11 

II 11 8.0 5.3 1.7 11 土は 色i立明茶E'色 " 
12 11 8. 1 5.6 2. 1 " i土 占E明治功、 ま赤j天竺 11 

13 11 8.1 6.5 1.5 11 i立 め綿カ功、 主主明茶灰色 11 

14 11 7.8 5.4 1.4 11 胎 IjJ 目か 色は， 天色 11 

15 11 8.6 7.4 1.7 11 H台 :1土 ?や E 色はE赤灰色 11 

16 11 12.0 8. 2 3.5 11 目台 ーは bや 有色は :灰 11 

17 11 13.0 7.3 3.4 11 胎土は め 可Eカ斗、 1::1:日1赤灰色 11 

18 11 12. 7 7.8 3.6 11 白十iま め ぜ目;わし、 Ij: l宋伊 " 19 " 3.0 7.8 3.6 " 胎土は 割方功、 色lま階茶 戸灰色 11 

20 11 12.7 3.5 手 哩ね成形 胎士は1青良色は明茶灰 " 
21 木E辺援宝殊 |長 (7.9) 瞳 7.0) 3. 7 M草食著 し、 dI元宣告大径は12c田 l度か 期i賓構面覆士
。白。色 木簡 |長26.2 圏 2.4 O. 2 E電車 頭は，11貝・"̂ ?先端は貧lJ先状に jlJられる 11 

23 11 長(16.7) 癌 2.1 0.3 、か.aalま圭頭状 /1 

24 木製品 10.9 陥 2.8 2. 6 1・ 不整形な角住状 11 

25 11 34.9) 幅 2.4 J!l 0.8 釘穴が貫通 11 

26 " 15.8) 唱 2.5 O. 9 ー鍋が細〈肖1られる 11 

27 11 ~ 
11 

28 " ー 13.6) !幅 4.5 厚1.1 部 11 

29 鉄釦 12.6 |幅 O.7 !!j1l!形 " 
30 11 6. i |幅 O.6 「司四簡形 11 

31 11 長 9.1 幅 O.6 断面四角形 11 

..s 
11 

/1 

H
-
H
-
H
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図38 亦a池南岸皿期訓i中出土漬物
No. 器干草・種別 口径 底径 器高 成形 -存徴 備考

1 かわらけ 5.8 4.6 1.8 |艦猶富市形 胎土は 者良 i立， :灰fo. 2区B面覆土
2 11 断片 11 R台士は f良 i土着R灰色 11 

31漆器椀 断片 |外国県漆地内面 E色漆J 足で波支土草文 11 

4 " 14.5 l漆地に朱で、 支1ヤ l三 内面象漆当i 11 

51漆器椀 16.0 高台径 9.0 5.9 |明内瞭外に面残黒漆る地 外面にアフガタ取り時に付いた手斧痕が 11 

QJ蓋物のつまみ 2.0四方 げ物の蓋のつまみか パ面体の角をすべて面取り " 71漆塗製品 断片 残欠か 11 

8 11 脇 2.0 厚 O.7 欠か 11 

9 11 幅 2.2 l厚1.7 !欠か 11 

10 11 断片 が湾曲する 内側に. が付着仏像残欠か 11 

11 11 量 2.1 1.4 i欠か 11 

12 |木製品 長32.7 信 2.7 2.3 l品残欠 11 

13 11 崎 2.3 日 2.2 二 1品残欠 11 

14 11 長45.8 信 2.0 J!l[ 2. 8 ;・ 1品残欠 表而僅かに布着せの痕跡 11 

図39 草花M南岸 1• II期池中出土i監物
No. 器種・種別 口径 底径 器高 oc形・特徴 備考

1 かわらけ 8. 9 1.7 |手短ね成形 E ;士は i'ml主 fo.土赤灰色 C面まで
2 " 9.1 1.8 11 』土i立e I立 灰色 11 

3 11 9.2 u。・ 2 11 :1ま ¥ 1::1:;， 灰色 11 

4 11 14.8 3.5 11 iま i立 灰色 11 

5 11 14.7 3. 1 11 I:l:. ;コ: 灰色 11 

6 H 8.5 1.5 " lま 色Iま 現fo. C面直上
7 11 8.4 1.8 " :1ま 持f良色 赤灰色 " 8 |鎚 長27.0 幅1.5 |庫1.0 鉄製 』好大型の製品 11 

9 カ寸コ61t 14.4 3.0 l 平穏ね~形 'I:!:J 畏 色lま賓医 C面
10 " 14.8 3.2 11 :1土 P良 ~I立5言灰里 " II 11 14.2 3. 0 11 は E畏 ~I:l:. 示灰 a包 11 

12 宜令具 14.7) 0.9 |銅厚 0.1 !製 :00が lB.に :くこ tr、ら銀 i!!金か 出土層也;不明
13 長室I 8.4 0.7 ， 面四 i形 2区池中
14 石 22.6 22.5 11早UQ._j] 正積et極東石 11 

15 民製品 10.0 1.8 |厚 O.2 状にimくなる先端に直径5 の穿孔 錠前の部品か 11 

16 五輪塔、婆 (20.3) 椙 6.1 IJ早1.0 五鎗塔の地輸し、かが欠損 できず 11 

白
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図41 5滋 (遣水) I:l 土造物
No. 器種・種sIJ 口径 fiC各 器直 百世耳2・特徴 備考

1五 空径14.0 !tiI.径13.4 |高20.2 4面に種子安山岩製 1区 5溝
2 11 1<面白 高21.8 |高12.2 l被字無し 安山砦喜怒 11 

3 11 雇20.4 |高13.4 4面に種子一安面嘉重要 11 

4 11 雇24.8 |高14.0 !党字無し安山岩製 11 

5 11 水輪 |径23.0 l高16.4 安 l岩 11 

6 11 |径21.0 |高14.4 |安lU崇lIi'! 11 

7 11 ， |径20.0 l高14.0 |安lU主与 11 

8 11 鍬輪 痛18.0 l高13.8 |安l[j崇 11 

9 11 幅20.4 !高16.2 |安lb主与 11 

10 11 福21.0 l高16.4 五月廿一日 安山岩製 11 

11 11 福21.0 li高16.6 H月篠 ( 1392)年正月廿六日 安山岩製 H 

12 " 福20.4 |高16.8 I安山岩製 H 

13 11 幅17.4 品 13.6 安山岩製 H 

図42五輪治器塔水種水・輪{種5構別 7 iUi) ・取水量!
t構出土造物

I'{o 口径 底径 器高 安山岩製成形・特徴 備考

1 歪24.6 官 8.5 ;字無し NY6 1125:oit 1 
2 白葱 釜1.4 高 0.5 の巻毛 11 1区A面まで
3 青白磁梅瓶 断片 ;水玄; 給土は緒 目安臼伊 淡 青 1淀川快の紬 " 1区B面まで
4 瀬戸葉 径 4.1 高1.7 士は精良 炎黄灰色 時緑色の灰J副l 11 

5 かわらけ 7.4 5.0 1.6 1薗置成形 ム土は ~ 包l立H ~FJ(包 11 

6 11 8.0 5.3 1.7 " 台土は ~ 主i立書 E灰色 11 

7 " 8.2 5.5 1.9 11 ム土は情 缶白 I;):~ 言灰 11 

8 11 7.9 6.6 1.6 11 ム土は 清 ~I立E 度灰 H 

9 11 8.4 6.1 1.7 11 白土はf青 竺i立H 言灰 11 

10 瀬戸i楽鉢 l高台径 6.5 !胎士は精良主i灰色時議灰亘の灰事l H 

11 水晶 ~珠玉 径 0.9 厚 O.7 欠損してい が主秀明度の い恥のである NY63 5滋注ぎ口付近
12 漆器i指 12.6 高:宣径 6.6 5.3 l内外而黒漆地iと朱漆でf :w-撤 11 7波注ぎ口池中
13 かわ け 8.9 1.6 l 手程ね成~ 胎土はやぷC'f.!i良 色は濃赤灰色 11 71降注ぎ口
14 11 10.7 2.3 11 胎士はやぷÞ~iI基 色は赤灰色 11 

15 11 7.8 5.4 1.8 i犠櫨成形胎士は モは黄灰巴燈明1111 NY7取水遺構
16 11 13.3 7.3 3.3 11 胎土は 者良色は， 天色 11 

17 11 7.7 4.2 2. 7 H 胎土は 且色は赤~'色 H 

n告登皇宣轟主空
14.5 !高台径 7.3 4.3 l内外面黒担軽地に宋震で扇文 ー茄まで施漆 11 

断片 l胎士は良樗灰色 可墜に掻合 H 

断片 胎土は砂が多くザックリし硬j 色は灰色 11 

7.2 |胎土は精 淡緑色の剰I 11 

阪t 胎土は !智内而良く橋れている H 

23 11 断 胎士は 1質 H 

24 青磁蓮弁文碗 断 Is合土は" E緑灰色の剰I H 

25 11 断 土は t灰色の紬 H 

26 砥石 幅 3.0 厚1.3 方向に Fぎ 5有り M 

27 砥石 幅 3.1 庫1.0 :方向に . e主 H 

28 砥石 幅 4.0 埠 O.6 方向に石今ぎ 11 

~... l"t!:tt-4L-‘司-1.... 

NE 器種・種別 口径 底径 器高 成形 - F徴 偏君

1かわらけ 7.2 1 4.3 1 1. 8 犠櫨成形 胎土は i~ i!a赤川色 NY57Bトレンチ丞韮(滝口)遺構
2 1I I 6. 9 I 4. 8 I 1. 7 I 11 監土は ZSと 丞広el 1.I 

3 1/ I 8. 4 I 4. 8 I 1. 9 I 11 胎士は ZE I灰e 1 11 

4 9/ I 6. 9 I 4. 5 I 2. 3 I 11 胎土は Et u左 1

5 I 11 I 7.8 1 6. 5 I 1. 8 1 11 胎士は 屋，丞広血 11 

6 2I I 7.5 I 5. 5 I 1. 5 1Y 胎士は良，F灰色 H 

7|銅製品 断片 道HH!~ I 11 

-11 2 8 0 1 重 7.8 ・'断片 ." 

8.9 
4.8 1 I ~ YI 

12かわらけ 13.0 在担成彰飴土胞擦 問滝口 レンチ I期退 1相当
131 /1 9.5 1 1 1. 8 1 11 胎士精良 'k'fl'J.1 J1滝口苓上層E刻、榊面覆土相当
141 11 112. 9 1 1 3. 2 1 11 盆土蓋且盟丞'ki:a_1 IJ盗 E輔 土相当
151 I1 7.8 I 4. 1 I 2. 4 鱗櫨成形 台土翁かい丞 11予滝旭口日 栢覆土相当
161 /1 7.5 I 4.9 I 2.3 I 11 台土着く 赤灰色 H !日構面覆土相当
171 /1 13.1 1 1 3.3 1茎担盆成形 ム土1I4 盟丞広旦竺主主口 潰構而構成土相当

.. 目、 " 3JJ、 ~ _ 11"t"_) ー主_A主主τw
No. 器穣 ・種sIJ 口径 底径 器高 成形・ 4司d イ蔚老
1 かわらけ 7.5 6.1 1.8 l糖 値成形胎士は緒 告議ji主主 桝持活様

2 " 9.5 7.3 1.5 11 胎土は精 IX 11 

3 11 13.9 3.2 手短ね成形胎土は f良色は， M富手白 11 

4 H 9.4 11 胎士は iH______1己iまr 文 1i髭
5 11 8.3 4.5 2.5 犠櫨成形胎土lまやJ?粗い は監査皇 11 

6 11 11. 8 6.6 3. 1 11 』台土は匿 色i主~盈 H 

7 11 12.6 8.1 3.2 11 胎土は阻い 色1;): 現Fx包 11 

8 M 11. 6 6.9 3. 7 11 igまは但い出雄監 11 

9 11 11. 5 7.8 3.3 11 は凪主、 己i主 11 
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10 11 12.7 7.8 3.5 11 胎土は車 ぃ fo.は赤灰色 11 

11 11 13.8 9.1 3.5 H 胎土はE}質色は赤灰 z 11 

12 |子磁 II1fJt |鉢胎土は極精I淡!天f由紬I主H音縁色半透明 11 

13 |予ζ臼篠 断片 |梅} 、土i立極Z1!5!:灰白色 ~kは :fl，半i秀明 11 

14 |瀬戸行平 断片 ~=j. s 土は精 lt&J更(lo.勅は 11 

15 |漆器皿l 6.4 司Ei匹状iな口端f1を欠く 内底部に巴文スタンプ 11 

16 I 'ij!;滑墾 l台 f;!: 者良 和白は灰色 11 

17 |価ii古fi? . 
奮 土i立精良赤灰色 内而に6条の条線 11 

18 手熔り 火 瓦質 外而黒 宝 珠文裕と花遣を文様 11 

19 11 1 A- 火 B.'iff 外而M~ 包a 外商tこ2本の沈線t:.菊花スタンプ 11 

20 11 火 瓦質外而黒笠 井市底部に2;示。当面訟と唐主主文 ‘1 
~'t...， .lJ~同"" Ll_~守却

No. 器種・有l別 口径 底径 員号高 百世形 ・特徴 一扇~

1かわらけ 8.4 1.8 手捜ね成形 胎土は精 夜示戻e NY59 3 iM:上面
2 11 8.5 1.7 11 胎土は1!I;!; 淡赤灰fl， " 
3 11 12.8 3.2 /1 H台土は þ~細い 泌赤1安β， " 
4 11 8.1 5.5 1.5 l糖値成形胎土は コT1い明赤灰色 11 

5 11 8.1 5. 5 2.0 11 胎土は }号 機赤 "判 11 

6 11 11. 3 7.7 2.9 11 胎土は 夜奉E正函 11 

7 11 13.0 7.7 3.0 11 胎土は1い来I安 1 11 

8 11 11. 7 7.3 3.0 11 胎士は コ五:0>*b、 京夜7b NYl 砂示百二而様子
9 11 7.6 1.9 手 慢ね成形胎士は ，，~粗い赤!死偽 NYl 2 i~U謀総以後の層位
10 11 12.1 7.9 3.2 椋l櫨成% s台土は 戸事い来F正fl，t兵 11 

11 常滑鉢 |断片 主体 胎土は締ま fol 11 

12 11 |断片 陸1駄 目台土は硬質 H 11 

13 常滑葱 断片 堕胎土は硬質精 11 

14 かわらけ 7.8 5.υ r 1.5 踏倒的~19. |台土は" 色は稔赤‘i.'fl， NYl 2 ì，庇構築i昨のttÞ.~層上賂

15 11 7.3 5.1 1.5 11 |台十は 向はH音赤'i(fn. 11 

16 11 12.6 9.0 3.0 11 合土は巴 色I土zi<Ji正 11 

17 /1 12.7 8.0 3.0 11 |合十 i立 ~! 色は F赤 'i(fl， 11 

18 11 12.8 7.8 3.4 11 胎士は1ftい 色は E反戸主 11 

19 /1 9.0 6.1 2.1 11 A士l立やヰ 闘し、 i土赤I死fl， NYl 2溝構築!時金盟業厘下Aj
20 11 8.8 1.7 手短ね成形 胎十は箱 日苦I息 ~豆語手白 11 

21 11 9.1 1.6 11 胎土は揖 良 吉宮)~ ~~包 11 

22 11 13.6 2.8 11 胎士は舗 情良 1JO(fl， 11 

23 背白磁蓋 6.5 3.5 l梅 瓶茶話士は精良灰a色 古前孟末盃 11 

24 常滑褒 1断片 現 胎士は硬質精良 ?や料Iり有旬 NYl 住穴10
25 東石 l縦23.6 |概21.0 高16.6 踊正稿~ ;脹蹄 IR石 NY59 j手育

図46 2 iftf. 3 i持出1:造物
No. 器穂・穂別 口径 底径 器高 日if.L-符徴 備考

1かわらけ 7.8 4. 7 2.9 事車組成形 胎士は 色は明赤)~ ;;fb 1区2・3消(上流共通郎)
2 11 8.0 6.1 1.7 11 胎土は f良色は茶 色 " 3 11 8.1 6. 7 1.3 11 胎土は 5良 色i立昭子l 灰色 11 

4 11 12.0 7.4 3.0 11 胎士はf者良 色i立赤I~'色 " 5常滑鉢 断片 提鉢胎土i立良 生はl倍灰色 11 

6かわらけ 6.4 4. 7 1.7 機櫨成形胎土i立Pや良色iよl男赤灰色 1区3構
7 11 7.4 5. 7 1.9 11 胎土は車青良 色は明赤}実坐 " 8 11 7.6 5.3 1.8 11 胎土はf 色は赤灰色 11 

9 11 7.7 5.9 1.8 11 胎土は.m 色は黄J~'色 11 

10 11 7.9 1.6 手控ね成形胎土は1iJ主色は，天包 11 

11 11 8.2 1.7 11 胎土は f良色は 実主 11 

12 11 8.8 7.0 1.8 様相置成形 胎土は ココ良 fl，且は， 首J'J(fl，. 11 

13 11 8.2 5. 7 1.7 H 胎土は 色は明 天主 11 

14 11 8. 7 6.1 1.9 11 胎土は巴 色は 炎 天色 11 

15 11 11. 7 9.0 3.1 H 胎士は 色は赤ER 11 

16 11 11. 3 7.2 3.0 11 胎土i土 色iま，Ii:E '色 11 

17 11 11. 8 9.2 3.1 11 胎土は 色は，伝灰ヨb 11 

18 11 12. 1 8. 2 3.5 11 胎土は 色は， ミ灰色 11 

19 11 12.7 3. 7 手担ね成形胎土は1f良{lo.Iま茶褐色 11 

20 l青白磁 3.1 血l 胎土は精良敏密勅は淡青白 色 11 

21 |鉄釘 |長 6.1 l幅 0.9 断面四角形 11 
22 かわらけ 8.0 1.8 手裡ね成形胎士l立1t良色は赤i天色 3J;持上層
23 11 8.8 2.2 11 胎土は車 f良色は淡質灰色 11 

24 11 9.8 1.6 H 給士は コ~"畏 画'.1";1:R骨百i・CfO H 

25 11 9.9 7.0 1.9 事車輪昔成~ 胎土はfA主 色は ~灰色 11 

26 11 8.0 6.2 1.6 11 胎土は 色は赤J..'色 H 

27 11 8.4 6.4 1.6 11 胎士は ミ色は，。ミ灰色 11 

28 11 8.8 7.5 1.9 11 胎士は 色は赤I~efn. 11 

29 11 9.3 6. 5 2.2 H 胎土I立区 色は茶 自1五 11 

30 11 13.0 2.9 手短ね成形 胎土は IJ主色はi手灰色 11 

31 11 12.1 3.2 11 月台オーは iI塾{lo.I土J辰I'Rfn. 11 

32 11 12.0 8.2 3.2 糠櫨成形胎土は精 色は寅E疋色 " 33 11 12.5 3.4 手控ね成形胎土は 恒i立F'iffi 'J(i'己‘ 11 

34 11 13.3 3.5 JJ 胎士は 径は告 ff 屯:K色 JJ 

35 /1 15.2 3.7 JJ 胎土は何 E空iま， 'iffi 'J(色 /1 

36 JJ 8.6 JJ 胎土は菅 』立， ~ 1I 1' 3._M_IE庖
37 JJ 8.5 H 胎土は者 恒f;l: 実 /1 

38 /1 14.3 3.8 JJ 胎土は阻い 色I;l:i，長灰色 /1 

39 /1 14.6 /1 月台土1;1:阻い 色i土tE赤 天色 JJ 

40 /1 8.6 指事薗'F&'Ifヨ 胎土は阻い 色は百E赤支空包 3滋下層
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3 常滑鉢 |断片 |胎土は精良 長石が 立つ 11 

4 かあら:1t 6.4 1.0 |手銀ね成形胎土は ー良 色は， ー戻手五 λ、耳目 11 

5 11 9. 1 1.9 11 胎土は :良砂がやぷ 多い黄灰色 11 

6 11 8.2 1.6 11 胎土は 「居i 1;1 極言孟 11 

7 " 8.4 1.8 11 胎土は し、 i土、 赤灰色 11 

8 H 8.5 2. 1 11 胎土は し、 は， 1変色 11 

9 11 12.8 3.2 11 ;士は し、 1;1 灰 ~jS五. 11 

10 11 12.6 3. 7 /1 土は i~ 1;11. 二1安 M 

11 11 13.6 3.3 11 士は rE lまtζI司E 11 

12 11 12.6 3.4 /1 土は コや紺し、 1;11. i灰fb. 11 

13 /1 12.8 3.4 11 胎土は車 if. 色は ~Ø{ 包 /1 

14 11 8.8 1.8 11 胎土i土車 H 色は， 赤f;'色 3構 b• C (中・ 下層)I 
15 11 7.2 4.2 2.2 曹車輔E成戸 胎土はAþ~湖し、 4i立赤!安fo " 
16 /1 7.4 5.0 2.0 11 胎土は苦 色はJ'1天商 11 

17 11 7.9 5.8 1.8 11 胎土は1苦 色は f灰白 11 

18 JI 7.5 5.4 1.6 11 始七は 色は 日 fo 11 

19 /1 11. 7 8.0 3.2 JI H台:1こは コぷコ和い i土茶灰色 11 

20 JI 3 14.2 3.6 手短ね成~ 胎土は布時tt良 1;1 赤l安β』 11 

21 jlj茶碗察系銀鉢 断片 胎土はやや胤い 細かな気柄 り 内而に煤 11 

22 11 断片 胎士は精良 自然紬がかかろ " 23 l青白磁 断片 梅瓶胎土は精良灰白色紬は末芭冨明 /1 

~'1:0 ~ 1.J11.. L .l!畦ヲtーを父，
No. 器種・1重別 口径 底径 器高 Il)t~.特徴 備考
1かわらけ 6.9 4. 5 1.4 事事櫨成形 胎土は :b.は時一黄褐t 1区2溝最上層
2 11 6. 7 4.4 2.0 /1 胎土は Pや 色l立明ョー灰色 /1 

3 JI 6.8 3.6 2.2 " 胎土iま 空空 い色は主 茶褐色 11 

4 11 7.3 4.6 2.1 11 |台土は Pや 色は 、 11 

5 11 7.3 4. 7 2.4 /1 |台土はf は， 11 

6 11 7.7 4.9 1.7 11 |台土は E空」 fo. は 高褐@. /1 

7 11 7.9 5.4 1.6 11 |台士は やや; い明 匹灰色 11 

8 /1 10.5 5.0 3. 3 11 胎士はややミ色は，ド灰色 11 

91常滑饗 断片 目台士は草 f良時灰色 11 

10 11 21. 6 月台土l土車l!fl主鍛薪灰 緑!死fo.の自然勅 /1 

II |瀬戸査 断片 瓶子 月台士はやや く淡黄灰在 由は淡黄灰色 /1 

12 かわらけ 7.0 4. 0 1.5 糖櫨成i 壬 |台土は il主 旦i立:EiffiE ，缶 1区2溝上照
13 /1 7.4 4.9 1.8 11 ム十.は 良 ".W i1i:ERe /1 

14 11 7.7 5. 1 1.8 /1 t土i立 f良 包1;1f， ー・‘ ;f.b 11 

15 /1 8.0 6.4 1.5 11 f土は f艮 巴W! "泊 11 

16 11 8.1 5.2 2.1 JI 土は 良 旦WliffiE ， 宣当 JI 

17 /1 12.7 7.0 3.4 JI sj土は bは明ョ ミj予E JI 

18 JI 12.7 7.4 3.6 11 刷、土は 主は淡;E灰 11 

19 11 14.3 7.5 4.3 11 胎土は Pや:割し、 目立，E赤灰f空 11 

20 11 6.9 5.2 1.7 " 胎土i土t 主は明 oi1:灰 1区2溝下J堕
21 11 7.0 5.2 1.8 11 月台土はF奇良色は明赤r.:色 /1 

22 /1 7.7 6.4 1.7 /1 胎土はA?や籾い色i立 IwJX1D /1 

23 /1 7.6 6.1 1.8 11 胎土はf 主は明黄灰 . /1 

24 11 7.8 6.0 1.4 /1 月品、土は Pや 色は明 灰色 /1 

25 " 8. 1 7.2 1.5 /1 胎士はAPや 色はl外 灰色 /1 

26 11 8.2 6. 7 1.2 11 胎土は は明黄灰 11 

27 11 8.6 6.2 1.7 11 胎土は I土明黄J".同 11 

28 11 8.3 7.0 1.5 11 胎士は は明黄灰 五 11 

29 11 8.1 5.9 1.8 JI 胎土は ぺ3 ~ 色は明 ユIi}( 11 

30 " 8. 7 7.1 1.7 /1 I貧土は "，コ い色は ~ 11 

31 11 9.0 1.6 手短ね成形胎土はZ主主 色は明 Ii}( 11 

32 H 11. 7 6.1 3.3 機雛成形胎土はやぷ空狙い色は 玄'J'J;i色 " 33 11.9 8.4 2.8 11 胎土はやJ ~ 色は黄j"色 JI 

34 JI 11 3. 1 三担ね成形 胎土は 色は賠赤E~ fõ. H 

35 11 12.3 8.5 3.1 態憾成%胎土は良 色は赤灰色 11 

36 11 12.9 3.6 ーと援ね目!t:lI壬 給士はやや粗い 色は赤灰色 JI 

37 |美濃系山茶碗 |高台径 6.1 ム土は車苦 L級統籾設i高台 " 38 1111墾堕窒丞箆鉢 断片 胎土は P-?粗い明灰色 JI 

39 11 |断片 胎土は草奇I明灰色 11 

40 五輪繕地輪 |横17.0 |高13.4 笠字あるが読みとれない 11 

且、，‘ー'lt..，.l-L，I_'__ー ， 
No. 器種 ・種目リ 口径 底径 盤亙

|犠櫨成形 胎土は成粗形く・淡特赤徴灰色
備考

1かわらけ 7.8 4.3 2.9 子I墨書 NY62 2滋
2 " 8.0 1.7 |手短ね E形胎土は精良丘ι位丞ru己 11 

3 JI 7.5 4. 7 1.6 同型車砲『戚: 胎土泣畳屋 色l主主査皮褐色 11 

4 鉄釘 長 (7.3) |幅 0.8 断面四 形 NY63 2構覆土
5 11 |長 8.1 |腕 0.6 l監亙旦 i霊 NY63 22灘区署憲B十而上滋層2注ず口
6かわらけ 6.9 4.4 2. 1 |犠櫨成7話胎土は良1i質色は震灰色 NYl 
7 11 13.9 10.4 3.3 

|l杢担11:td虚野胎胎土士は精は4i f良色伊はI赤は灰告書色赤}更科8 11 14.6 2.6 NYl 2溝磁土下層
91青磁 |断片 げ台土は精良淡灰色 1 は青銅官4色 やや不誘明 11 

10 |銅製品 |幅1.3 日早 0.3 S字状を呈主主四弁J歪主形主盤金 具表面鍍金 11 

11 11 |長 3.7 リ早 O. 3 1 ~ 廷の座金 表面鍍金 11 

12 |銅釘 |長 0.8 里 車E ム務籍
11 

13 " |長 2.5 I ~ 1ドム 11 

14 かわらけ 7.1 4.5 1.7 " 嘘成形
ム土は精良 色は淡黄灰色 NY4 2溝

15 JJ 10.8 6.0 3.2 JI |台土は畳屋王皇位丞墜.s. JI 

16 H 10.7 6.3 3. 1 11 胎土は精良色は黄灰色 11 

17 |常滑考察 |断片 IH1台土は濫良盗医盆 11 

18 かわらけ 7.6 4.3 2.4 |犠櫨成形胎士は精良色は明黄灰色 NY6 2区 21:髭 JI 

19 11 10.9 6.9 3.2 11 胎士i立精良旦彊鑑
20 JI 11.8 7.0 1 3ニ2 JJ 胎土足宜主主 i己i 11 
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盆ゴ
図50 西ヶ谷・西山l ユ福寺見合

NJ 器種・種別 口径 旋律

1 かわらけ 13.3 7.6 
2 H 16.0 9.3 
3 瀬戸 |樹I片
4 魚住鉢 l断片:
51砥石 幅 3.1 

ヨ事量量
33. 1 14.4 

911/ 
10 1/ 
11 l数 珠 |径1.0
12 l鏡 |径10.4
13 i幻茶碗窯系狸鉢 21. 8 12.4 
14 常滑音苦 10.2 7.9 

図51 東山;平場師、 ..長，
トゐ 器種・種別 口径 底径
1 五輪繕r:J_風輪 zy符 14.4 風祭14.0
2 H 空径16.2 武径16.。
3 H 空径18.0 i千 17.8
4 五輪第火輪 幅33.2
5 H 」陥14.0
6 1/ 隔21.6 
7 H 幅18.8
R 1/ 最大幅21.4 

~15 2 東山平場表採量t物
No. 器穏・種IlIJ 口径 庭事事

1 五輪嬉火輪 l 最大幅20.。
2 11 |最大幅26.6
3 五輪繕水輪 11語大祭20.6
4 11 |最大径22.0
5 五輪第封負輪 i幅23.8
6 1/ l幅21.8 
7 1/ ド偏26.4

関53 東山平場出土漬物
No 器種・積別 口径 底径
1 かわらけ 7.0 4.2 
2 H 7.0 4.2 
3 H 7.1 5.0 
4 1/ 7.3 4.4 
5 11 7.3 4.2 
6 1/ 7.3 4.4 
7 11 7.4 5.2 
8 1/ 7.5 5. 1 
9 11 7.5 5. 3 
10 1/ 7.5 5.5 
11 11 7.7 5.0 
12 1/ 7.8 5.0 
13 H 10.8 6.1 
14 H 11. 9 8.0 
15 H 12.0 8.0 
16 H 12. 1 7.4 
17 1/ 11. 8 6.5 
18 H 12.2 7.6 
19 1/ 12.3 7.2 
20 1/ 12.3 7.9 
21 11 12.5 7. 7 
22 11 12.6 7.4 
23 l瀬戸碗 5. 3 
24 手燐η
25 1/ |断片
26 |砥石 11偏 3.7 
27 H 
28 火朽ち金
29 
30 Ij現 |長 (7.2) l 幅 (6.6)
31 1昆石 ド幅12.7 

関54 司王山平場出十通f物
NJ. 器種・種別 口径 底径
1 かわらけ 7.3 5.2 
2 H 7.5 5.3 
3 1/ 7.7 5.9 
4 11 11. 7 7.8 
5 11 12.4 7.9 
61伊勢系土器? 断片
711<重喜 長 (23.1)
8 かわらけ 7.4 5.3 
9 1/ 7.5 5.0 
10 1/ 7.9 5.4 

呈呈高
3. 7 
4.3 

厚1.9
10.6 
5.6 

厚O.7 
厚 O.7 
8.9 
21. 2 

器高
高24.2
高20.2
高23.4
高19.0
高 8.0
高14.2
高11.6 
高12.8

呈号高
!高12.6
|高14.6
事13.8
|高14.8
l高18.8
|高15.6
|高20.0

架高

1.6 
1.8 
1.5 
2.0 
1.8 
1.8 
1.8 
1.9 
1.6 
1.4 
1.6 
1.7 
2. 4 
2.4 
3.2 
3.2 
3.1 
3.3 
3.0 
3.4 
3.4 
3.6 

8.0 

1.2 
1.0 
0.5 
4.6 

l厚 2.6

器高

1.7 
1.7 
1.6 
3. 1 
3.6 

1.7 
1.7 
1.6 

日立話・特徴
車車種~形 胎土は 青艮 色は赤灰色
H 胎十一は 青良 色は赤灰色
胎士は良淡灰色 由は、 明

胎土は L灰白色
l 中 ~ ま茶褐色
l胎寸ては 密赤茶灰色内而に押印 3つ口
胎 士Ij: 明黄灰色緑灰色の灰利l
，~霊 'J[五円 図50-14索内出土
l開元i雨 旨図50-14藷内出十
照事E元宝図50-14査内出土
lオくl品製 I稼玉形 。50-14憲内出十
|内 玄蝶と i文外区 f文
胎 士は砂E く粗い 。50-14盃・の蓋に利用
l 肩 こ泣て 量軍 需 ーこ著告やさお乙る

oc形・特徴
eW，岩措 東山平場
石百 1/ 

←‘石 H 

き石li:! 1/ 

石li'.I 1/ 

守子 』岩 g 11 

安ll岩製 1/ 

安山岩製 1/ 

成形・特徴
E山岩j腿 東山平場
~ L U岩i辺 1/ 

金三l直陸 1/ 

7山岩製 1/ 

(j主亙陸 1/ 

置j宝石製 1/ 

包担盆製 1/ 

成形・特徴
|咽鹿明直1，)ι升亨
11 

1/ 

11 

H 

H 

H 

H 

H 

1/ 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

H 

H 

H 

H 

H 

|胎士は精良 坐は黄1英仏』
叶台寸では軟質
!治土は砂が多く粗い
|中砥 色は黄灰色
!中砥 声白立淡赤灰色
上半部欠栂
l胎士は陪息駆鍛!頁白骨 紬は緑灰色半透明
1色は陪ヲE(Q，上
l滑石製 簡に葬礼有り

成形・特徴
1;歯車越百世有者
H 

H 

H 

M 

M 

M 

備考

西ヶ谷トレンチ25
1/ 

西ヶ谷トレンチ28
1/ 

歯 卜レンチ23
西山トレンチ23士機2
1/ 

西山トレンチ23士機 L(塚)
1/ 

1/ 

1/ 

11 

1/ 

1/ 

備考

五主主

備考
東山平場トレンチ4
H 

H 

1/ 

1/ 

H 

1/ 

1/ 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

H 

H 

H 

1/ 

1/ 

H 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

1/ 

11 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

備 考
|東山平場トレンチ1
11 

" 1/ 
H 

H踏l魁錨虫百F色刊一誌胎士は黄灰色 貼り付けの L角高台 H 

1/ 

室ll!茎盤上レンチ2
H 1/ 

H H 
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．声警漂 
ノ‘ 

畿A運子 

舞蕪警 

ト
宇
瓦
各
部

名
称

ぐ

鐙
瓦
各

部
名
称
 

蓮華文鐙瓦 
(YAIOle) 

内 
縁 

外 
‘縁 

中
一房
径
 

縁高さ 

瓦
 
当
 
径
 

外
区
幅
ノ
 
内
 

区
 
径
 
外
区
幅
 

巴文鐙瓦 
(YA1113) 

瓦
 
当
 
径
 

ト
宇
瓦
計
測
部
分

ぐ

鐙
瓦
計
測
部
分
 

領頭文宇瓦 
(YN1103) 

上外区幅 凹面 

下外区幅顎面幅 

唐草文宇瓦 
(YNI01h) 

上外！又幅 凹面 

下外区幅 顎面幅 

瓦
当
部
幅
 

馴 
舞とミkり~~ 
縁一舞舞4r 

IlI 内 

くソぐ 区

麟綴聾難，一下外 

茅 
響 

領頭文 

I 上外区 
ノー’' l 

脇区 

瓦
当
部
幅
 

凸面 

頚 
部 

凸面 

頚 
部 

11 瀬戸鉢 高台径 8. 8 底部に掻き目文様 I, 

12 白磁劃花文皿 3. 4 胎土は灰白色堅級 紬は乳白色 'I 
13 手精り 10. 3 胎土は良 1I 
14 かわらけ 7.0 5. 2 1.6 義櫨成形 東山平場トレンチ5 
15 1/ 7. 1 4. 6 L9 JI 1! 
16 'I 7.4 4. 2 2.3 'I " 
17 1! 8.9 5. 5 2. 2 p I! 
18 11 11.0 5.8 2. 8 'I 'I 
19 " 12.6 7. 6 3. 3 " 11 
20 酒会壷蓋 最大（16.5) 3. 6 瀬戸もしくは舶載陶器 胎土は黄灰色 ii 
21 砥石 厚 0. 5 中砥 色は黄灰色 I, 
22 かわらけ 7.4 4. 1 2. 3 義櫨成形 東山平場トレンチ9 
23 瀬戸折縁鉢 断片 胎土は黄灰色 透明淡緑色の灰紬 東山平場トレンチ7 
24 瀬戸鉢 26. 2 胎土は黄灰色 透明淡緑色の灰紬 I1 
25 かわらけ 6.9 4. 3 L8 義櫨成形 東山平場トレンチ10 
26 I, 7. 5 3.8 2. 2 I, I, 
27 瀬戸入子 5. 2 3.9 L4 輪花型 胎土は黄灰色 表面に降灰紬 I! 
28 瀬戸折縁鉢 断片 胎土は黄灰色 淡緑色透明の灰紬 I, 
29 常滑畿 断片 胎土は灰色長石を多く含む 'I 
30 瀬戸鉢 9. 4 胎土は精良灰白色 乳灰色の紬 'I 
31 かわらけ 7. 1 4. 2 2. 3 義櫨成形 ー 東山平場トレンチ11 
32 瀬戸折縁鉢 断片 胎土は良淡灰色 淡緑色透明の紬 II 
33 硯 長12. 7 厚 L5 色は暗灰色 縦半分欠損 11 

図55 鐙瓦・宇瓦各部名称 
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A類 ' 
25,861 

B類 6,581 (19.9%) 
(783%) 

C類 

D類 

翻 45 (0.1%) 

545 (1.7%) 

I  
5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 

点数 

蓮華I期 

巴文I期 ニ

巴文丑期 

巴文皿期 ＝= 

蓮華巴不明 

;134(11.5%) 

117 (10.0%) 

1  204 (17.5%) 

116 (10.0%) 

,1'  言詳三鷺響  
, 

519 

A ‘…‘1 

一’ 

寺銘II期 警鍵肇74 (6.3%) 44.5%) 

永福寺出土瓦 
瓦破片総数 126, 881点 

女（平）瓦・男（丸）瓦破片総数 123, 825点 

鐙（軒丸）瓦・宇（軒平）瓦破片総数  2, 922点 

鬼瓦破片総数 134点 

女（平）瓦 男（丸）瓦 

出土点数と割合 出土点数と割合 

A類 

B類 

類 

類 
C D 

E類 

F類 

642 (0.7%) 

ニブ警  8,200 (9.0%) 

1,785 (2.0%) 

222  (0.  3%) 

~ 

48,243 (53.1%) 

31,701 (34.9%) 

10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 

点数 

女（平）瓦破片数 90, 793点 男（丸）瓦破片数 33, 032点 

宇（軒平）瓦 鐙（軒丸）瓦 

出土点数と割合 出土点数と割合 

唐草I期

剣頭I期

剣頭五期

剣頭皿期

剣頭I・五期不明

剣頭皿期不明

寺銘 

21 (129も） I・147 但5.39も） 

,119 (6.8%) 

29 (1.6%) 

勲0 (2.3%) 
冒 108 ⑩．1%) 
」
 
 293(16.7%) 

その他I期 響 I ⑩.1%) 
jン 

0 100 200 300 400 500 600 
点数 

鐙（軒丸）瓦破片数 1. 165点 

, 

200 400 600 800 1,0001,200 

点数 

宇（軒丸）瓦破片数 1, 757点 

鬼瓦 

出土点数と割合 

~露謙歯篇康~爾滴唇霜論蓋電繭：薫え藤二~玉薫三奮三魚蓄議編三蔵雄変蹴編L  
ョ三 てユー 

Yo I類 

Yo IL類 

     

誓 

  

        

    

誕 ’奮 126 

 

     

(94.0%) 

 

~ー 

      

遥
プ
ー

2
0
 

一
 

一
 【
  

一
一
一
護一
戸
 0

 

8 伶.0%) 

    

 

I  
40 60 80 100 120 140 

点数 

 

鬼瓦破片数 134点 

表 2 永福寺出土瓦破片総数表 
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表 3 男瓦・女瓦法量表 
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蓮華文鐙瓦 

旧（概要報告使用） 新（本報告使用） 

YA I 0 1 a YA I 0 1 a 

YA I 0 1 b YA I 0 1 b 
YA I 0 1 c YA I 0 1 c 
YA I 0 1 d YA I 0 1 d 

YA I 0 1 e YA I 0 1 e 
YA I 0 1 1 YA I 0 1 f 

YA I 0 1 g YA I 0 1 g 
YA I 0 1 i YA I 0 1 i 

YA I 0 1 h 

YA I 0 2 
YA I 0 2 

YA I 0 3 YA I 0 3 
巴文鐙瓦 

旧（概要報告使用） 新（本報告使用） 

YAII 0 1 YAII 0 1 
YAII 0 2 a YAII0 2 a 
YAII 0 2 b YAII0 2 b 
YAII 0 2 c 
YAII0 3 

YAII 0 3 

YAII 0 4 
YAlE 0 4 a 

YAlE 0 4 a 

YAlE 04 b YAII 04 b 
YAlE 0 5 YAlE 0 5 
YAII 0 6 YAlE 0 6 
YAlE 0 7 YAlE 0 7 
YAlE 0 8 YAII 0 8 
YAlE 0 9 YAlE 0 9 
YAlE 1 0 YAlE 1 0 
YAlE 1 1 a YAlE 1 1 a 

YAlE 1 1 C 
YAlE 1 1 b YAlE 1 1 b 
YAlE 1 2 a YAlE 1 2 a 
YAlE 1 2 b YAlE 1 2 b 
YAlE 1 3 

YAlE 0 4 a の一部 

YAII 1 3 

YAlE 1 4 a 

YAlE 1 4 b 

YAlE 1 5 

寺銘鐙瓦・その他 

旧（概要報告使用） 新（本報告使用） 

YAffl0 1 a YAIII0 1 a 
YAIII0 1 b YAffl0 1 b 
YAffl0 1 c YAIII0 1 c 
YA1V0 1 欠番 

唐草文宇瓦 

旧（概要報告使用） 新（本報告使用） 

YN I 0 1 a YN I 0 1 a 1 

YN I 0 1 g YN I 0 1 a 2 
YN I 0 1 b 
YN I 0 1 j 

YN I 0 1 b 

YN I 0 1 d YN I 0 1 d 
YNI 0 1 e YN I 0 1 e 1 

YN I 0 1 c YN I 0 1 e 2 
YN I 0 1 f YN I 0 1 1 

YN I 0 1 h YN I 0 1 h 1 
YN I 0 1 i YN I 0 1 h 2 
YN I 0 1 k YN I 0 1 k 
YN I 0 2 YN I 0 2 

YN I 0 3 YN I 0 3 
YN I 04 YN I 04 
YN I 0 5 YN I 0 5 
YN I 0 6 YN I 0 6 

剣頭文宇瓦 

旧（概要報告使用） 新（本報告使用） 

YNil0 1 YNil 0 1 
YNII 0 2 欠番 

YNil 0 3 
YNII 04 

YNII 0 3 

YNil 0 5 YNII 05 a 

YNII 0 5 b 
YNil 06 YNIE 06 
YNil 0 7 YNII 0 7 
YNil 0 8 YNII 0 8 
YNIL0 9 YNIE 0 9 
YNil 1 0 YNII 1 0 
YNil 1 1 YNII 1 1 
YNII 1 2 

YNil 1 4 
YNil 1 2 

YNIL 1 5 
YNil 1 3 YNII 1 3 

寺銘宇瓦・連珠文宇瓦 

旧（概要報告使用） 新（本報告使用） 

YNffl0 1 a YNIII0 1 a 

YNffl0 1 c 
YNIIE0 1 b YNJIL0 1 b 
YNffl0 2 欠番 

YNffi0 3 a 
YNffl0 4 

YNIII0 3 a 

YNffl0 3 b YNIII0 3 b 
YN1V0 1 YNN0 1 

表 4 軒先瓦型式分類の新旧対照表 
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YA Iは蓮花文。いずれもI期のものと考えられ、基本的に精良堅級な胎土で成る。 
しべ 

YAI 0l は複弁八葉蓮花文で中房に1+8の蓮子を置き、花弁との間に放射状の蕊を巡

らせる。I期の主流が巴文とこの形式となると見られ、箔の種類、出土点数ともに多い。 

YA 102 ・ YA 103はそれぞれ1形式ずつ確認されている。 
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YAT 0 1 a 丸みをもった猪目形の花弁は、 

先端が深く盛り上がるように立体的に表され

る。蓮子は比較的大きい。珠文も比較的大き

く。数は 27個。外縁の内側を削っている。 

瓦営径約16cm。 

’．声声誌お‘ア二りジ・ーwぶ鷲舞麟！響蕪い異 ー．ー 

護婆舞範登驚鷺哲一」喜牟ュ熱誌1議蕪 

1 YAI01e 

YAI 01 b 花弁の外郭を凸線で表わす。Y 

A Oleと非常によく似ているが、若干小振

り。これが焼成による縮みか否かは判断でき

ない。出土点数は図に示した1点のみである。 

YAT 01 c 花弁を立体的に表す。YAI01 

．ミ；、‘ a によく似るが、連枝が若干小さい。外縁の 

鷺鷲静 tU:NIiYAIOle #慧 16 cm0す。瓦営 
麟難麟難難’い 背面に「国元」の人面押印を持つものも見ら 
磯瀦線難が声d‘ れる。珠文の数は24イ固。推定瓦営径約16cm。 
妥妥篇嚇If難鎌静’ 

YAI 01 f 花弁を立体的に表す。YAI 01 

C と似るが蓮子の大きさ、花弁の膨らみ等が

わずかに異なり、子葉が接近する。外縁の内

側に削りを施す。瓦営径約16cm。 

YAIOig隣り合う花弁が接近するため、複弁

が小さい単弁のように見える。珠文の数は1 

6個。外縁の内側に削りを施す。YAI0l形

式の中では、瓦営径が 14.6cmと小振り0 

YAJOli YAJOleと似るが、推定瓦営

径は 13cm。外縁内側に削りを施す。珠文の

数は推定32個。 

YAI02 文様構成はYA J0lと同じである

が、珠文を挟んで2本の圏線が巡る。推定瓦

営径16.6cm。 

\
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YAI 0 1 d 花弁を肩平な盛り上がりで表わす。瓦営背面に「宗俊」・「文長」の

人名押印を持つものも見られる。珠文の数は 18個。瓦営径 16cm。 

YA 103 出土した破片は、二本の圏線で珠文を挟む部分。胎土・柚から判断して

東海地方窯産と考えられる。八事裏山1号窯出土の資料と同箔と考えられる。この

類例の文様構成はYAIOl f とほぼ同様である。 
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YAIIは巴文。I期から皿期以降のものまで見られる。慨報中では、 18 の形式を報告した

が、出土した破片すべてに対して。その後さらに詳しい観察・検討を行い、新しく分類を

行った。 

YAIIOl 珠文の無い右廻り巴文。文様部分は肩平で、巴の尾は比較的短い。瓦営径約 

13 cmo 外縁の内側に削りが施される。精良な胎土だが、一様に軟質で、男瓦部分を残す

破片はごく稀であった。瓦営背面は指頭圧痕が明瞭で、古式な様相を持つと言える。I期。 

YAII 02 a 左廻り巴文。珠文の数は 18 個。文様部分は丸く盛り上がる。瓦営径約 17cm0 
瓦営背面に「守光」の人名押印を持つものもある。稀に男瓦部内面にもこの押印があるもの

国59-3）があった。瓦営径 l7.5cm程度。 I規 

YAll02b 左廻り巴文0 巴の尾が短い。外縁の内側に削りを施す。拓影では観察できな

いが。中心に箔制作時の分回しの痕と見られる小さな凸がある。珠文の数は 22 個。瓦営

径16cm程度。I期。 

YAII0 3 左廻り巴文。巴の尾が圏線に接する。推定瓦営径 18cm。孤 I02a ・孤I02b 

より一回り大振りである。凸部分の盛り上がりが浅い。慨報中YAll02c としたものもこの

形式。I規 

YAllula 左廻り巴。圏線がない。珠文の数は 24 個と推定される。瓦営径14cm程度。I規 

YAlE lib 左廻り巴。巴が陰刻で表現される。 23 個の珠文はYAlla よりやや大振り。 

外縁内側に削りを施す。瓦富径 14cm程度。I期。 

YAllh1c 左廻り巴文0 圏線がない。YA皿a に似るが、巴の尾がやや短い。珠文の数

は 22 個。外側内側に削りを施すもの（図 60-7 ）と、施さないもの（圏 60-6 ）の両方があ

る。瓦営径は 13cm程度。I期。 

YAll12a 圏線を伴う左廻り巴文。凸部の盛上がりが浅く肩平で、凹部も平坦。外縁内

側に削りが施される。瓦営径は 13cm程度。I規 

YAll12b 圏線を伴う左廻り巴文。Y組12a に似るが、凸部断面は若干丸みを持つ。外

縁内側に削りが施される。珠文の数は 24 個と推定される。瓦営径は 14cm程度。I期。 

図59 巴文鎧瓦 
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4 YAll04b 

Y皿04a 圏線を伴う右廻り巴文。珠文帯の内側に圏線を設ける。巴の尾は圏線に接しない。珠文の

数は YAII 04 b より多い。瓦営径は 17cm程度と推定される。瓦営面に黒色の離れ砂が付着する。丑期。 

YAll04b 圏線を伴う右廻り巴文。中心に「△」の刻印を持つもの。外側に「目」状の刻印を持つも

の等が見られる。珠文の数は 20個。また、△刻印のものでは顎部に筒状の凸が設けられる鳥裏と見

られるものが含まれる。丑期。 

YA1105 圏線を伴う左廻り巴文。中心に径lcm程度の竹筒状の押印がある。外縁にもこの押印が見

られるものもある。（図 61-1）珠文の数は 21個。瓦営径は 17cm程度。五期。 

図61 巴文鎧瓦 

-81ー 



0 10cm 

    

に、 

/ 

ノ 

! 

3 YA1107 

図62 巴文鎧瓦 

-82- 

『劃；署 
・ぐ 、． 

・ ‘ ・ ． 一 ’ ‘・一 、 

《」
 舞舞舞書 

、
、A
・・t
い
・‘●
、ゴ
）r

・Jノ
 

舞
響
 

1、、、、 I 

\＼繊灘麟静 

1 YA1109 

し 

2 YA1109 

‘往
販
鷺
」
」
臨
驚
畿
曹

・
・
 
‘
馴

・L
”
撫
 

4 YAII08 

.
 

6 YAII13 

ヴ・乞ジ蕪こと・、・タこ寺 

ぐ鷲、 

Iー 

 

 

7 YA1106 

  

、． ●‘ 、 

、， 

('I 

夢 
5 YA1108 



'～、、 
I 、 
' 
、― 一 

、、 ～ 
~~ ~ 

潟
・
 

ー
、
J

ー
 

、、二鳶 
"：雄溌楚露声華P 

1 YAll14b 

麟務夢 
2 YAll14b 

3 YAll14b 

4 YAll14a 

才議
難
 

、
噴
、篇
『薄
ぐ素
脅
 ‘」
・

二
 

『
（
鷺
麟
）声
 

霧
霜
加
鷲
婦
熱
、
（舞
 

6 YA1115 
5 YAII14a 

編う 

7 YA1110 

8 YA1110 

0 

図63 巴文鎧瓦 

10cm 

-83- 

YA1106 外区内縁に剣頭文を配した右廻り巴文。瓦営径は 15cm程度とやや小振り0 皿期以降0 

YA1107 圏線を伴う左廻り巴文0 巴が陰刻で表現される 0 瓦営径は 13cm程度0 皿期以降0 

YA1108 圏線を伴う左廻り巴文。瓦営径は 13cm程度。皿期以降。 

YA1109 圏線を伴う左廻り巴文。瓦営面中央で巴の頭に囲まれるように 1個の珠文が置かれている0 

皿期以降。 

YAII10 圏線を伴う左廻り巴文。珠文の数は 16 個と推定される 0 瓦営径は 14cm程度0 皿期以降。 

YA1113 圏線を伴う右廻り巴文0 珠文の数は 32 個と推定される。瓦営径は 16cm程度。且期か0 

YAll14a 左廻り巴文。圏線がない0 珠文の数は 24 個と推定される。瓦営径 13cm程度。皿期以降。 

YAll14b 左廻り巴文。珠文の数は 32 個と推定される。瓦営径 16cm程度。且期か。 

YA1115 圏線に伴う右廻り巴文0 珠文の数は 36 個と推定される。瓦営径 14cm程度0 皿期以降。 
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YNJOlは均正唐草文、中心飾は十字に四花弁を配した端花文で、唐草は三回

転する。精良胎土でなり、女瓦A類もしくはB類を伴うもので、I期の製品と

考えられる。 

YNI0 1 al 中心飾の花弁の中央が猪目形に窪み。唐草は花弁から離れる。女

瓦A類を伴うもの（図65-1・2). B類を伴うもの（図66-2)、両方がある。 

YNI01a2 YNIOlalと同じ花を唐草部二回転の箇所で切り詰めている。慨

報中YNIOig としてきたもの。 
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YN I 0 1 b 端花文は比較的細い凸線で膨らみをもつ。唐草端部の分岐が浅

い。慨報中では女瓦部分に人名押印のあるものをYNI01 jとして独立した

形式に扱ってきたが、瓦営の箔という観点でこのYN I 01 bに統一した。 
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YNI 0 1 d  端花文の花弁が YN I 01 al  ・bより角張った形状を成

す。女瓦部凹面に花押状の線刻を有するもの（図69- 2・図70) 

もある。 
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YN I Olel  端花文を凸線ではなく立体的に表わす。花弁先端が 

宝珠状に突出する。唐草は花弁に接し、端部は太く強い回転。 

YNI01e2 YNIOlelの箔を唐草二回転の箇所で切り詰めて

いる。慨報中YNJOic としてきたもの。 

YN I 01 f  文様は全体的に均一的な太さの凸線で表わされる。 
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YN I 01 hl 端花文の花弁は丸みをもつ。唐草先端は花弁に接する。唐草は太さの均一 

的でない凸線で表される。唐草端部が強い回転。折り曲げの痕跡を残す破片が見られる。 

YNI0lh2 YNI01hl と同じ箔を唐草二回転の箇所で切り詰めたもの。内区上部も 

詰めている。慨報中YNI01 i としてきたもの。 
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3 YNI06 
YNI06 文様はYNIOl とほぼ同じ均正唐草文。中心飾 

の部分は出土していない。陶質で、瓦営面に灰粕が施され 

ている。名古屋市の八事裏山窯もしくはその周辺の産か。 

I期。 

図74 唐草文宇瓦 
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YN103 中心飾に端花文を用いない。子葉を持つ唐草は左右対称に 3回

転する。唐草の部分にも布目痕が認められるなど、折り曲げの痕跡が観察

できる破片もある。女瓦部はA類。凸面を指頭圧で縄目痕をなで消してい

るものもある。I期。 

YNI 02 界線を設けて内縁に珠文を配置し、釣り針状の唐草を上向き下

向き交互に配置した唐草文。出土破片数は 2点のみである。胎土は粗くifi 

期以降のものと考えられる。 

YNIOS 界線の中に下向きの釣り針状の唐草を配置する。焼成は良好で

堅級だが、粗胎、皿期以降か。 

YNW0l 連珠文。界線を設けて連珠文を配する。内区幅約 2.0 cm。蓮珠

文の宇瓦片はこの1点のみ出土。I期か。 
．一 ‘」声ま話認‘ 、 

‘、ー「く繊鎌,篇ら一‘い“ 

静、‘ ー“'” 』，．川“一一ーー一ー一一ーべ 
・・、』‘，x"'‘、， 
、 ’叱今‘ぐとと二 、、 ◆ 三 、 

、一 ー ー一一ー叫 

こ帳憲j 

5 YN1V01 

 

10cm 
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YNI 04 中心飾に端花文を用いない。二重に界線を巡らし珠文帯を設ける。文様はごく浅い凸

で表される。1点のみ出土している。同箔のものは当遺跡に近い横小路周辺遺跡【註】で出土し

ている。胎土は精良で、女瓦部はA類。I期。 

【註】二階堂宇横小路93番1地点『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書15J（鎌倉市教育委員会

平成11年3月） 
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図77 剣頭分宇瓦 

YN且は剣頭文宇瓦。各時期のものがあるが、I期のものは下向き陰刻、II 期のものは下向き陽刻、皿期以降のものは上向き陽刻と大別できる。特に
皿期のものは小型化する傾向がある。 

YN1101 陰刻下向き剣頭文。鏑は断面三角形を星する。瓦嘗面に布目痕が認められるなど、折り曲げの痕跡が認められるものがある。女瓦Aを伴 
う。I期。 

なお概報中挙げたYN 且 02は横須賀考古学会保管品で、実際に発掘調査では出土しなかったため、欠番とした。 

YNll05a 陽刻上向き剣頭文。周縁に接するように界線を設け、剣頭文の中に「永福寺」の文字を右から一字ずつ配している。「福」の左に円を分
割した花形の押印が見られる。ただし、出土した破片数が少なく、この押印が見られるのは1点のみである。（図 79-3）女瓦Eを伴う。皿期以降。 

YNll05b 陽刻上向き剣頭文。界線が無く、 YNll05a より剣頭の幅が広い。文様の配置は YNII05a と同じと考えられるが、図に示した1点が出
土したのみである。胎土は粗くやや軟質。女瓦Eを伴うと考えられ、皿期以降。 

YN且 06 陽刻上向き剣頭文。界線を設け、中心に左廻り巴文。両脇 4個半の剣頭を配する。皿期以降。女瓦Eを伴う。皿期以降。 

YNII07 陽刻上向き剣頭文。 YN1106とほぼ同文で、中心の巴文が右廻り。女瓦Eを伴う。皿期以降。 

YN1108 陽刻上向き剣頭文。上下に界線を設ける。剣頭の1単位の横幅は 1 .7 - 1 .8cmとかなり狭いが、 15より若干広い。女瓦Eを伴う。皿期以降。 

YN1109 陽刻上向き剣頭文。界線は下のみに設けられる。女瓦Eを伴う。皿期以降。 

YN且 10 陽刻上向き剣頭文。界線は上のみに設けられる。女瓦Eを伴う。皿期以降。 

YN且 11 陽刻上向き剣頭文。界線がない。女瓦Eを伴う。皿期以降。 

YN1112 陽刻上向き剣頭文、上下に界線を設ける。慨報中YN1114 とした中心に三鱗を配するものは、これと同型式と見られる。女瓦Eを伴う。 
皿期以降。 

YNil 13 陰刻下向き剣頭文。鏑は断面三角形を呈する。剣頭の幅がYN1101より狭く鏑も浅い。瓦営面には布目痕が認められ、折り曲げ0 

YNH1S 陽刻上向き剣頭文。上下に界線が設けられる。YNH08とよく似るが、食り頭文の幅が更に小さく、鏑が水玉状に退化しているのが特徴である。 
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YN1103 陽刻下向き剣頭文。女瓦C類を伴う。埼玉県児玉郡の水殿瓦窯産とみられる。瓦営面に布目痕

が認められるものもあるが、成形技法は折り曲げとは考えにくい。概報中YN1104としたものも、このYN1103 
と同一であることが確認された。且期。 

図78 剣頭文宇瓦 
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麟舞麟舞鱗響舞無 
YN皿は寺銘を配した宇瓦。いずれも女瓦Dを伴い、且期のもの。 

なお慨報中、鎌倉国宝館所蔵の YNffl02 を載せたが、これは二重の界線で珠文帯を設け 鷲驚麟

内区に右から「ロ福寺」と表している。ただし発掘調査ではこの形式のものは出土せず。 、鵬串‘‘べ

鎌倉国宝館に所蔵されるに至った経緯も明らかでない点が多い。よって欠番とした。 

YNifiOl a 「永福寺」の三文字を左から凸で表わしている。接合する女瓦Dは長方形と三

鱗・花菱を組み合わせた叩き目を有する。且期。 
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YNifiOl b 文字の配置等はYNifiOl a と同じ。「寺」の文字が特徴的にYNifiOl a 

と異なる。接合する女瓦Dは長方形と三鱗を組み合わせた叩き目を有する。丑期。 
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図82 寺銘宇瓦 
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男瓦A類（I期） 胎土は精良で軟質と硬質の製品がある。 

暗灰色～灰褐色を呈し凸面には細かな縄目叩きを有するものが多く、凹面には布目痕が残る。 
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男瓦B類（且期） 胎土に砂、石粒を多く含み、気泡も多い。表面は灰白色～灰黒色を呈し凸面の叩き目は丁寧にナデ消される。 

凹面は細かな布目痕を残す。 
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男瓦C種（I期） 陶器質の胎土で長

石が目立つ。 YA 103、 女瓦F類と同

質の胎土であることから東海地方窯産

と考えられる。 

ロ 男瓦D類（皿期） 

極めて粗い胎土で割れ口はザックリし 
1 男瓦D類 ている。表面は黒灰色のくすべ焼き風。 
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2 当初は宇瓦で、唐草文の瓦当を焼成前に切り落した痕跡、を有する。凸面の縄目は「寧にナテず消している。
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女瓦A類(1期) この一群の中に人名押印 (YM1) を有する。凸面に細かい網目叩き痕が残る。I1jJき板の原体は、叩き日の 1111ii

が狭く、縄目が広端から狭端まで通ることから細長いものを使用していたと思われる。凹面の布目痕は、丁寧

にナデ消されている。表面に離れ砂が付着、軟質と硬質の2種類があり、灰一灰褐色を呈する。

女瓦B類(l期) 凸面に斜格子の叩き目が施された一群である。凹而の布目痕はA類と同様に丁寧にナデ消される ことが多い。

胎土はA類の硬質に似ている。

女瓦C類(!I期) 大きな斜格子文叩きの中に、文字「大JI上J.記号 1+J .花押を組み込んだ-'1ftである。YN!I03と同じ水

殿瓦窯の製品である。

女瓦D類(!I期) 寺銘押印 (YM!I)を有する一群である。胎土に小石、気泡を含む粗いものである。焼成は良好で、灰ー灰褐色を

呈するものが多い。凸面に大きな斜格子文と斜格子文+花菱文といった文様の入るもの、細長く「永福寺jと

寺銘の入るもの等がある。

女瓦E類(皿期) 男瓦D種と同じ胎土の一群である。表面や胎土中に黒色粒子や白色粒子が認められる。凸面に斜格子、三鱗文、

花菱文等を組み合わせた特徴ある叩き目が付く 。表面はくすべ焼き風で、灰一黒灰色を呈する。

女瓦F類(1期) 男瓦C種、 YAI03、YNI06と同じ胎土で、東海地方窯産と考えられている一群である。胎土は陶器質で、硬質で、

ある。凸面に検、斜め方向の縄目叩き、正格子、斜格子の叩き目が付く 。凸凹面に多量の離れ砂が付着する。
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第 4 章 出土瓦について 

永福寺跡の発掘調査で出土した瓦類については、各年度にその概要を報告してきた。本報告ではこれ

らの記述をもとに、その後の知見を加えて昭和56～平成 8年度までの発掘調査で出土した瓦類を総括的

に検討してみたい。 

記述に使用した型式番号は、鐙瓦（軒丸瓦）＝プYA、宇瓦（軒平瓦）ニプYN、鬼瓦づYo、文字瓦づ 

YMの頭文字を付し、各々新形式と確認した順に番号を与え、次のアラビヤ数字は各系統（例】鐙瓦の 

I類＝ニ蓮花文系など）を区別し、それに続く小文字アルファベットは同一型式の異種（同文異池や同一

文字の異印）を表示したものである。また宇瓦のアルファベットに続く数字は、同箔の切り詰めを意味

する。型式番号は、原則として概要報告に準ずるが、その後の検討で一部に訂正を生じている o 本報告

書をもって正式な型式番号とするものであり、鐙瓦・宇瓦を訂正した型式については、表 4 の新旧対照

表に明記している o 

ところで永福寺出土の瓦類は、その殆んどが鎌倉時代に位置付けられることは、ほぼ間違いないであ

ろう〇これらを以下のようにI期～ifi期に時期区分して、その組み合わせについても検討する。この区

分は、検出した遺構の修理・再建等の痕跡、共伴した出土遺物の年代、永福寺関連の文献の記載記録、 

他遺跡の瓦当文様や製作技法との対比などを参考にして分けているo 

永福寺I期瓦（1192-1231年頃）】建久 3年（1192）造営が開始された創建期（文治 5年永福寺事始）か

ら寛喜 3年（1231）の惣門焼失までの時期の瓦〇 

永福寺五期瓦（1235 -1280年頃）】文暦 2年（1235）の惣門再建と、寛元 2年に始まり宝治 2 年（1248）頃

までの永福寺修理から弘安 3年焼失までの時期の瓦。 

永福寺m期瓦（1287- 1315年頃）】鎌倉極楽寺の忍性が別当坊に来住した弘安10年の再建から延慶 3年 

(1315）の二階堂焼失までの時期の瓦。 

昨年度報告した「遺構編」の時期区分は、I期〔創建期〕、且期〔寛元・宝治年間〕、 BI期〔弘安年間〕、 

W期〔14世紀以降〕に別けている〇瓦類ついては、昨年度報告の時期区分と大筋では同じであるが、時

間的な幅（瓦の部分的な差し替えなど）を考慮に入れて、上記のような時期区分を設定することにしたo 

なお延慶 2年火災後の記事として、元応 2 年（1320）に幕府、永福寺修造を督促とある o 再建が行なわれ

たとすれば、この頃の瓦があるはずだが、明確に比定されていない現在、永福寺ifi期瓦としたものに含

まれている可能性も考えられる〇 

第1節 鐙瓦・宇瓦（図56-83、図版43-59) 
昭和56～平成 8年度までの発掘調査では、鐙瓦（軒丸瓦）19型式34種で1,165点、宇瓦（軒平瓦）20型式 

34種で1,757点が出土した。型式ごとの解説は挿図中にその概略を記述しており、図55には鐙瓦・宇瓦に

ついての各部名称を表わしている。さらに型式ごとの各部計測値や瓦質の特徴を法量表（表 5）に、各

時期（永福寺I期～皿期瓦）の出土破片数とその出土比率に関しては、表 2に示したとおりであるo 

(1）鐙瓦（軒丸瓦） 

永福寺I期瓦 I 当期の瓦は、瓦当裏面に人銘押印を含む八葉複弁蓮花文（YA J0l・ 02 : 2 型式 9 

種） ・三巴文（ Y A 1102）鐙瓦に代表される比較的精良な胎土で瓦質の共通した一群である〇両型式を 
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合わせた割合は、鐙瓦中約66%（不明含む）と高い出土比率からも、この時期の主要瓦であることが理

解される o 蓮花文鐙瓦の瓦当文様は、宝相華唐草文宇瓦（YNI0l型式の一群）とセットになり、愛知

県名古屋市の八事裏山 1号窯や同県阿久比町の阿久比板山古窯の出土瓦と近似した意匠（YA 102以外

は珠文縁の内外に圏線をもたない）を採用している o 図58-3 (YA103) は出土量が少なく、小片で

文様大半を欠失するが陶質瓦でその所産品とみて間違いなさそうである。なお三巴文のうち、小径で素

文縁のYA JOlと珠文縁のY A 1102・11などは、 鶴岡八幡宮の鎌倉時代前期に相当する出土層位の巴文

鐙瓦例と、瓦当文様や製作技法の共通性が強く認められ、当期の年代観を与えることは妥当性があろう〇

永福寺且期瓦 i 当期の瓦は、三巴文（YA 且 04・05） ・「永福寺」寺銘（YA 皿01）で瓦当径18cm前

後と大型の鐙瓦、胎土に石粒・砂粒を多く含む粗いもので、瓦当面の離れ砂は前者がやや粗い砂粒、後

者が黒色微砂粒を用いた異なる特徴がみられる o この手の瓦質の出現時期をみると、女瓦D類凹面に 

「文暦二年永福寺」と押印されたものが初例であるo 「文暦二年」は同年 9 月に喜禎元年（1235）に改元、 

『吾妻鏡』によると寛喜 3 年（1231）焼失した総門を文暦 2 年 7 月に再建した記事があり、その時の葺き替

え瓦にあたるものと思われる o 鐙瓦中の割合は、両者合わせて約24％と永福寺I期主要瓦に次ぐ出土比

率を示しており、巴文中には瓦当面に「〇」「△」などの押印を施すものが認められた o また図62- 6 

(YA 1113）は瓦当径約16cmとやや大径で同質のものである o 後述する宇瓦の Y N 1103や女瓦C類は、 

埼玉県美里町水殿瓦窯跡の製品が本寺に供給されたものであるが、図60- 9 ・10は瓦質がこれに近似し

た胎土・焼成を有する珠文縁の三巴文鐙瓦（YA 且 12）である〇瓦当文様は彫りが浅く、巴尾部が連結

する点、後出的な要素をもつので当期瓦の可能性を考えたいところである。 

永福寺皿期瓦】当期をすべて明確に区分できないので一括した〇これらの鐙瓦は、且期瓦に近似した

粗い胎土であるが、瓦当径13-14cm程と小型になり、三巴文は全体に彫りが浅く、圏線外側に貧弱な珠

文を巡らしており、瓦当面に黒色微砂粒の離れ砂を使用したものが主体をなしている o 図62・ 63に示し

たように当期の鐙瓦は、 7 型式 8 種（YA 1106-10・14・15）と出土比率の割合に比べて多くの落種が

確認されており、宇瓦の瓦当文様のバラエティーの豊富さにも共通することである〇図62一 7 は、剣頭

文縁の三巴文鐙瓦（YAIIOので同落が極楽寺・金沢称名寺などからの出土例が知られている〇 

(2 ）宇瓦（軒平瓦） 

永福寺I期瓦】当期の瓦は、人銘押印を含む宝相華唐草文宇瓦（Y N 101) に代表される比較的精良

な胎土で焼成に硬質・軟質の二者がみられ、 6 型式15種で破片数1,147点と宇瓦中の65％以上という高い

出土比率を示した主要瓦である〇この中でY N I 01 a ・ e ・ h の型式には、池の両端を切詰めたものが

ある（図66・71・73)〇瓦当部の製作法は、女瓦凸面に別粘土を付加する顎貼り付け技法が主体をなして

いるが、図66一 1 (YNIOla 】切詰落例）ように凸面縄目叩きが瓦当裏面まで連続する折り曲げ技法

の例も認められたo また少量出土した小型品の均正唐草文（Y N 103・04) ・陰刻剣頭文（YN 1101・ 

13）宇瓦は、頚部の曲げジワや破断面の胎土の観察から同技法による資料と考えられる。図74- 2 ・ 3 

(Y N I 06) は瓦当面に灰柚を有する陶質瓦で名古屋市八事裏山 1号窯（以後、知多半島も含めて尾張産

と呼称することにしたい）の製品と類似しており、瓦当部の製作が顎貼り付け技法によっている〇永福

寺且期瓦】当期の瓦は、水殿瓦窯産で陽刻剣頭文（YN 且 03：図71）と、「永福寺」寺銘文（YN 皿01 】 

図81--83）宇瓦に代表されるもので、胎土は前者が比較的精良であるのに対し、後者は粗い土で瓦当面

や凹凸面の離れ砂に黒色微砂粒を使用している o 瓦当部の製作法は、両者とも基本的に顎貼り付け技法

によっている〇しかし寺銘文中には、 ifi期宇瓦で主流を占める特徴的な製作法（瓦当貼り付け技法）と 
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類似した瓦当部の粘土の流れや顎部の剥離面を残すものが認められるので、両技法が併存する可能性も

指摘しておきたい〇宇瓦巾の割合は、剣頭文6.8% (119点）・寺銘文16.7% (293点）で合わせて23.5% (412 

点）とI期主要瓦に次ぐ出土比率を示しており、組成は異なるが且期鐙瓦に近い出土比率の割合を占め

てし、る o 

永福寺111期瓦】当期の特徴は、小型な陽刻の上向き剣頭文の出現と、瓦当部の製作法が女瓦凸面広端

縁を斜めに削って、瓦当用粘土を接合した瓦当貼り付け技法に限られる点が指摘できる〇瓦当面には黒

色微砂粒の離れ砂を使用するが、文様は全体に彫りが浅く落抜けの悪い例が多く認められた〇女瓦部凸

面には、女瓦E類と同じ叩き目を有しているが、不規則なナデ成形により不明瞭なものが多い。図79・ 

80のように当期の宇瓦は、 9型式10種（YN 1105~12・15）にもおよび鐙瓦同様、出土比率の割合に比

べ多くの落種が確認されている o 

(3）各期の主要な組み合わせ（鐙瓦＝宇瓦） 

鐙 瓦 

永福寺I期瓦】YAJ0l・且 02 

YAII01・且 11 

宇 瓦 

YN I 0 1 

YNI03・1101 

※瓦規格からYNJO l切詰例も下段とセットの可能性も捨てきれないo 

永福寺且期瓦】YA 且 04 ・ 05 

YAffl0 1 

＝二 YN 且 03 

= YNifiOl 

※ YN 且 03は水殿瓦窯産瓦であるが、鐙瓦については判明しておらず胎土や文様から 

YN 且 03・ 12も当期瓦になる可能性が考えられるo 

永福寺皿期瓦】YA 且 06・ 10 

YAII0 7--0 9 

＝ニ YN 丑 05・ 06・ 07 

= YN1109~11・ 15 

※瓦規格から上段が大型品、下段が小型品のセット関係を想定してみたo 

第 2 節 男瓦・女瓦（図84 - 111、図版60-71) 
昭和56～平成 8年度までの出土瓦ついては、年度ごとにその概要を報告してきたが本報告書作成に際

して年度別に再度、瓦類の型式分類と数量処理を実施した。その結果は表 2 に示したとおり、男瓦と女

瓦の破片総数は合計123,825点にもおよび、その内訳は男瓦が33,032点、女瓦が90,793点である。前章で触

れた鐙瓦・宇瓦の分析で明かなように軒先瓦は、永福寺造営時に新調した創建期のI期瓦の製品が主流

を占め、寛元・宝治年間の修理時を中心とした且期瓦の製品がこれに次いでいる o この二時期と、比較

して低い出土比率を示しているのが、弘安期と推定される皿期瓦（弘安 3年焼失・同10年再建～延慶 3 

年焼失）である o この火災後の再建時に伴う瓦類を明確に比定し得ていないが、その殆んどは鎌倉時代

に位置付けられるものであろうo 軒先瓦の組成が基本的に男瓦・女瓦の組成と対応関係をなし、その結

果を反映したものと仮定するならば、男瓦・女瓦の数量処理を含む組成を検討することで全貌をある程

度、推察することができよう o さらに男瓦・女瓦には文字瓦として、人銘や寺銘・花押などを押印・ノ＼

ラ描き・叩きにより施したもの、「〇」「△」などの記号を押したもの、動物の戯画を描いたものなどが

認められた〇 
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以下、男瓦・女瓦に関しては型式分類ごとに諸特徴を要約して記述し、数量処理の調査結果を基にそ

の組み合わせについても若干触れることにしたいo 

(1）男瓦（丸瓦） 

男瓦はすべて玉縁付の有段式である〇筒部は凸面が基本的に縦位の縄叩きを施した後、いずれも指頭

やヘラのナデで磨り消しており、かすかに叩目の痕跡を残しているものが多くみられる o 凹面は糸切痕

と布目痕とを残し、布目痕は段部から玉縁端部に向けて絞り目を有し、端面と側縁を面取り風に幅広く

ヘラ削りで成形している o 

男瓦A類（図84~ 87) 】破片数25,861点、男瓦中78.3％と極めて高い出土比率を占める〇このことは、 

永福寺I期主要瓦と永福寺且期瓦の水殿瓦窯の製品とは同質で識別することが困難であった〇出土量に

は少なくとも同窯製品の女瓦C類に近い出土比率を含んでいるためであろう o 色調は灰～灰褐色で表面

灰黒色もあり、胎土は砂粒を含むが良土、焼成は硬質・軟質の 2 種がある〇完形品や計測可能な例では、 

全長38.6cm-48.6cm（平均44cm)、筒部長30.2 -- 40.7cm（平均34.9cm)、玉縁長3.7-9.4cm（平均7.0cm)、筒

部径14.5 -20.4cm（平均17.0cm)、厚さ1.8-3.2cmである〇 

男瓦B類（図88-90) 】破片数6,581点、男瓦中19.9％の出土比率を占める o 色調は灰白～灰褐色、胎

土は砂粒・石粒の多い粗土、焼成良好o 完形品では、全長38.3cm - 46.0cm（平均42.6cm)、筒部長31.6-

39.3cm（平均36.2cm)、玉縁長6.0 - 8.3cm（平均6.7cm)、筒部径16.5- 19.6cm（平均18cm)、厚さ2.5-3.2cm 

である o 

男瓦C類（図91- 4~ 7) 】破片数45点、男瓦中0.1％と極めて低い出土比率を占める〇色調は灰白～ 

黄灰色、胎土は陶器質で長石粒が多く、焼成は硬質で一部に自然粕と思われる淡灰緑色粕が認められる o 

蓮華文鐙瓦（YA I 03) や唐草文宇瓦（YN I 06)、 後に述べる女瓦F類とも共通した瓦質であり、 

尾張産（名古屋市八事裏山 1号窯など）と同一産地の製品みて間違いない〇玉縁長6.8cm、筒部径16cm 

前後、厚さ2.3-3.5cmである〇 

男瓦D類（図91- 1~ 3) 】破片数545点、男瓦中1.7％を占める〇色調は表面が黒灰色を呈した、くす

べ焼き風になり、胎土は灰白色で瓦質は男瓦B類に近く粗土、焼成は良好である o 完形品は出上してい

ないが、これと同じ時期の鐙瓦にあたる図62- 1 (Y A 且 09）の男瓦部では、全長31.2cm、筒部長 

25.8cm、玉縁長5.2-6.4cm、筒部径12.2 - 13.5cm、厚さ1.8-2.5cmである〇 

(2 ）女瓦（平瓦） 

女瓦A類（図92-94) 】破片数48,243点、女瓦中53.1％と半数以上の出土比率を占める o 色調は灰～灰

褐色で表面灰黒色の例もあり、胎土は砂粒を含むが良土、焼成は硬質・軟質の 2 種がある〇凸面は糸切

痕と側面に平行した縄叩き痕を残し、粗い離れ砂は叩きで打ち込まれる〇凹面は糸切痕と布目痕、離れ

砂やナデ成形で布目痕の不明瞭ものがある〇凹面端縁のヘラ削りするものは狭端だけに限られる o 完形

品及び計測可能な例で、全長36.2cm - 43.7cm、広端幅31.4-33.2cm、狭端幅26.5 -29.8cm、厚さ2.1-

2.5cmである o 

女瓦B類（図95・96) 】破片数642点、女瓦中0.7％と低い出土比率を占める〇色調・胎土・焼成や粗い

離れ砂など女瓦A類と類似する〇凸面は糸切痕と細かな斜格子目叩きを施しており、図66- 2 の唐草文

宇瓦（Y N I Ola）は同じ叩目、 また図96-2は縄叩き痕も残す〇凹面は糸切痕と粗い離れ砂、布目痕を残

す例は少なく、端縁の成形は殆どみられない〇計測可能な例で、全長41cm前後、広端縁31cm前後、狭端 
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縁26cm前後、厚さ2.1-2.4cmである〇 

女瓦C類（図97- 100) 】破片数8,200点、女瓦中9.0％の出土比率を占めている埼玉県美里郡水殿瓦窯

産の製品である o 色調は灰～灰褐色で表面が灰黒色の例もあり、胎土は比較的精良、焼成は硬質・軟質

があり、女瓦A・ B類と類似する。凸面は「×」状の斜格子叩きで文字・記号などを組み込んだもの 

（文字瓦参照）o 図115のように 7種類以上の叩き文様があり、図78の剣頭文宇瓦（Y N 1103）凸面には同

じ叩目が認められた。凹面は糸切痕や布目痕を残すものが多く、ヘラ削り成形は狭端縁だけに認められ

る〇計測可能な例で、全長36.2cm -37.7cm、広端幅3 1.5cm前後、狭端幅28cm前後、厚さ 3 cmを超す厚

手の例が大勢を占めている〇 

女瓦D類（図101- 107) 】破片数31,701点、女瓦中34.9％でA類に次ぐ出土比率を占めており、寺銘押

印を有するものも含む一群である〇色調は灰白～灰褐色、胎土は砂粒・石粒を多く含む粗いもの、焼成

は比較的良好であり、瓦質は寺銘系軒先瓦と類似する o 凸面は「×」状の斜格子と、縦位や不規則なナ

デ成形で叩きを消す例が多い〇この他、斜格子＋花菱文＋菊花文＋横線などを組合わせた何種類かの叩

き例（図104・116）や寺銘叩きの例（図107）などもある。凹面は糸切痕や布目痕を不規則なナデで磨り消

すものが多い o 完形品や計測可能な例で、全長34.2cm-41.6cm、広端幅29.8-32.lcm、狭端幅25.2-

29.8cm、厚さ2.5-3.0cmである〇 

女瓦E類（図108・112- 3~ 5) 】破片数1,785点、女瓦中 2 ％と低い出土比率である〇色調は表面が

灰黒色を呈し、胎土は男瓦D類と類似した瓦質の一群である〇凸面に「×」状斜格子十花菱文＋三鱗

文十横線や市松文などを組合わせた何種類かの叩き目がみられる。本類の特徴としては、胎土中や表面

の離れ砂に黒色砂粒が目立つ。同種の製品は、市内の鶴岡八幡宮・多宝寺・極楽寺・覚園寺などや金沢

称名寺、千葉県萱野遺跡（拙稿1999）などから出土している〇 

女瓦F類（図109- 111） 】破片数222点、女瓦中0.3％で女瓦C類と同じく、最も低い出土比率を示した

尾張地方窯産の陶質女瓦である o 色調は表面赤灰～茶灰色、胎土は灰白色を呈し、長石粒が溶けて発泡

しており、表面に自然降灰の灰粕を残すものがある。凸面は横位・斜位の縄目や正格子・斜格子の叩き

を施す。凹面は糸切痕と、無刻の叩き締めにより縦位に重複した軽い段の痕跡を残しており、布目痕は

は殆ど認められないo 凹凸面に多量の粗砂が付着するo 

(3）女瓦凸面の叩き模様について（図115・116) 

女瓦C・ D・ E・F類については、それぞれの中に叩きの模様のことなるものが数種類含まれている〇

図115・116に叩きの模様の幅や文様構成などがほぽ明らかなものを模式図的に載せた〇ここに掲げた以

外にも数種の叩き板原体が存在すると考えられる〇特にE類に関しては、叩き目の文様構成が分かる大

きさの出土資料がいたって少なかった。実際には叩き原体の種類はかなり多いと見られるoF類に関し

ては、叩きの単位が明瞭でない破片が多かったので模式図には示さなかった〇またF類には縄目叩きの

ものも多く含まれる。 

女瓦C類】大きく太い斜格子で、格子の間に「大」「上」「十」や花押状の文様などをあしらったもの

もある〇女瓦製作の課程で叩き板原体に傷が生じたもの（図99- 1）も見られる。特殊な例として図 

99- 2 - 5 が挙げられる o 図99- 2 は女瓦A類の硬質なものに極めて類似した胎土で、かなり焼き締ま

っている〇叩きの文様は他と比較してやや細い凸線で表わされている。図99- 3 はごく細かい斜格子〇

図示した 1点のみ出土している o 図99- 5 も出土点数の少ないという点で同じで、縦長「×」状の叩き 
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を施すo 図99- 4 は製作の課程で叩き板原体が縦に割れたものを使用していると考えられる o 

女瓦D類】文様のバリエーションが多く、細かい斜格子、斜格子の中に菊花・七宝・花菱文などをあ

しらったもの、「永福寺」の 3字を横位凸線の枠の中に配したもの、横位凸線の枠と花菱・三鱗文を組み

合わせたもの等、多様の叩き文様が見られる o ここでも製作途中出の破損が認められ、図104- 1の叩き

板原体が割れ、菊花文の部分を削って使用したものが図104- 2であるとみられる。「永福寺」の 

3字を配したものは、凸部の中央一箇所に叩き目を残して、左右を縦方向にナデ消しているものが殆

どである。また、図105- 3・図106- 1・ 2のように叩き目をすべてナデ消しで成形している製品も多

くある o 宇瓦のYNffl0 1-0 3には斜格子ではなく横位の凸線・凸面状の枠に三鱗文や花菱文をあし

らった叩きが用いられている場合が多いo 図116左下に示したもの以外に、よく似た別の叩きも認められ

る。図82は花菱文がみられないo 

女瓦E類】前述したごとく、叩き板原体の種類は板って多いと思われる o 図115左下に示したもの 2例

は、凸線・凸面状の枠に三鱗・花菱・市松・ 「×」文等を組み合わせたものo 同じ文様構成でも、凹凸

が逆になるなど、叩き板原体の異なる叩き目が複数認められる o また、縦長の斜格子（図108- 5） ・花

押状の文様（図108- 7） ・斜格子に「大」の字を組み入れたもの等もみられる o 総じて文様は数種のモ

チーフを縦位に組み合わせたものが多いo 

(4）各期の男瓦・女瓦の組み合わせ 

以上のように男瓦と女瓦の出土量と出土比率、型式ごとの諸特徴の概要について述べてきたo これら 

の調査結果を参考にした組合わせが、下記のように指摘できる o 

男 瓦 女 瓦 

永福寺I期瓦】 A類・C類（尾張産） A類・B類・F類（尾張産） 

永福寺且期瓦】 A類（水殿瓦窯産一部含む） ・B類 C類（水殿瓦窯産） ・D類 

永福寺 ffi期瓦】 D類 E類 

第 3節 文字・記号瓦 

永福寺跡から人名・寺銘押印の文字瓦が出土することは、古くから知られていた。大正 4 年に高橋健

自氏により『古瓦に現われたる文字』で鎌倉出土の文字瓦がはじめて紹介された（高橋1915)0 その後、 

大正 7年には、住田正一氏の『鎌倉古瓦考』が発表され（住田1918)、その中で「宗俊」「国元」「守光」 

「文長」の人名や「永福寺」銘の押印文字瓦を紹介しており、以後鎌倉出土の文字瓦として、しばしば引

用されてきた（赤星1926・1938、竹津1983、拙稿1986)o 昭和56～平成 8年度にわたる発掘調査において

文字瓦は、今までに13型式25種が確認されている o 昭和61・63年度の発掘調査概要報告において、型式

設定と分類の提示を行ない比較的詳しく紹介し、年代観や押印位置などを含めて分析を試みたo 本報告

書ではこれらの成果を踏まえてその後、新たに確認され増加した型式も合わせて、ここに調査成果を要

約しつつ再構成してみたいo 

型式ごとの文字瓦の概要は、以下のような順で解説したい。①記載文字②記載法・記載用具③記載対 
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象・方向④文字や押印原体の特徴などである〇 

(1）人名の押印・ヘラ書（YMI類） 

人名押印は、永福寺I期瓦（創建期瓦）に限られている〇女瓦は凸面に縄目叩きを施すA類の凹面や

宇瓦の女瓦部凹面、鐙瓦の瓦当背面や男瓦部凹面、鬼瓦の袖部などに施されており、人名ヘラ書は鐙瓦

の瓦当裏面や鬼瓦の袖部に描かれた資料が認められた〇また宇瓦凹面に花押風のヘラ書を施したものが

ある o 

YM I 0 1 a 】 W 「宗清」縦位 2文字②長方形の押印・印長5.1cm、印幅2.4cm③女瓦A類凹面・ 縦

位④底辺がやや長い台形状を呈する〇印面上部の角がとれ、丸味をもつ〇 

b:W「宗清」縦位 2文字②長方形の押印・印長4.9cm、印幅2.2cm③女瓦A類凹面・ 縦

位④文字の大きさが a と比較して小さめで細い字体の異落品o 

c 】①「宗清」縦位 2文字②長方形の押印・印長5.0cm、印幅2.4cm③女瓦A類凹面・ 縦 

位④文字の大きさが bと同じく小さめだが、やや太めの字体の異落品〇 

YMI02 :W「守光」縦位 2文字②長方形の押印・印長4.3cm、印幅2.5cm③女瓦A類凹面・ 巴

文鐙瓦（YAII 0 2 a）瓦当裏面・鬼瓦袖部右下、図59- 3は瓦当裏面と男瓦部凹面

にも施された資料（YA 且 02a） ・縦位④概報中には abの二種を提示したが、落

抜けや焼成時の収縮等による相違であり、同落品と考えられる o 

YMI03 :GD「宗俊」縦位 2文字②長方形の押印・印長5.8cm、印幅3.2cm③女瓦A類凹面・ 蓮

華文鐙瓦（図58- 2・ YAI 0 1 d) 瓦当裏面・縦位④押印の上辺幅がやや長いo 

YMI04 】①本型式は「文長」としたが、「文」は「支」又は「友」のくずし字の可能性もある o 

概報中では五種を提示したが再度検討した結果、 a=d・ b=cが同池の可能性が強いo 

a 】①「文長」縦位 2文字②長方形の押印・印長7.3cm、印幅3.3cm③女瓦A類凹面・ 唐

草文宇瓦（YNW0 1 b）女瓦部凹面（図67） ・縦位④「長」の第1・ 3 ・ 4画が第 

2画と離れる〇縦長の押印で下部の余白が特徴的である o 

b:W「文長」縦位 2文字②長方形の押印・印長6.2cm、印幅3.3cm③女瓦A類凹面・鬼瓦 

(Yo I 0 2c) 袖部右下・縦位④「長」の第 8画が a より下を向くo 

e 】W「文長」縦位 2文字②縦の短い長方形の押印・印長4.2cm、印幅2.7cm③女瓦A類凹

面・蓮華文鐙瓦（YAW0 1 d）瓦当裏面・鬼瓦（Y0 102 b・ c ・ e）袖部右 

下・縦位 ④「長」の画数を省略した、偏平な字体が特徴的であるo 

YMI05 】①「守光」縦位 2文字②ヘラ書③鬼瓦（YO I 0 2 a）袖部右下、 この他に巴文鐙瓦 

(YA 且 02aか）瓦当裏面に「守ロ」（下部欠失）があり、同種の可能性がある。 

YMI06 ①「国元」縦位 2文字②長方形の押印 印長6.0cm、印幅3.2cm③女瓦A類凹面 蓮華

文鐙瓦（YAI 0 1 e) 瓦当裏面・縦位④印面中央が窪み、池はカマボコ状を呈 し

たものかo 同落品に文字の下に落傷を有するものがある（図114「国元」右側）o 

この他、I期主要瓦にあたる宝相華唐草宇瓦（YN I 0 1 d) の凹面には、焼成前の段階で工人によ

って、三角形に近い花押様のヘラ書を施した資料 2点が認められた（図69- 2・図70)o 図69- 2は凹面

を丁寧なナデ成形を施した後、瓦当上端側の中央部に先端の尖った棒状の工具で花押様のものを描いて

いる〇図70は凹面を縦位のナデ成形を施した後、女瓦部狭端側の中央付近に同じ棒状工具を用いて花押

様のものを描いているが、図69- 2 と逆向きの方向に表現されている o このヘラ書きに近い形の例は、 
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常滑窯の愛知県知多郡青山池窯跡出土の人物文壷（鎌倉時代前期）で、肩部に描かれた人物文とするも

のに類似した文様の表現を行なっている o 

(2 ）寺銘押印（YMil類） 

寺銘押印は、永福寺且期瓦にあたる女瓦D類凹面に一箇所または複数箇所に施されている〇その箔種

は多く、概報中では 6 型式 9 種を提示したが、その後本報告に向けての詳細な観察結果から少なくとも 

7 型式14種を確認することができた o この中には同池印に再加工の修正や追刻を加えた資料も含まれて 

し、る〇 

YMil0 1 a 】①「文暦二年永福寺」縦位 2 行②長方形の押印・印長5.1cm、印幅3.0cm③女瓦D類凹

面・縦位④文暦二年（1235）は同年 9 月「嘉禎」と改元、『吾妻鏡』 7 月 5 日条、寛喜三

年（1231）焼失の惣門を上棟した記事あり。その時の葺き替え瓦であろう〇 

b 】①「文暦二年永福寺」縦位 2 行②長方形の押印・印長4.7cm、印幅3.0cm、外枠長 が 

a より短い③女瓦D類凹面・縦位④凸線枠の左長辺が貫通する o 

YMII02 :W「永福寺」縦位②長方形の押印・印長7.0cm、印幅3.9cm、寺銘押印中で印面が最 も 

大きい③女瓦D類凹面・縦位④「福」字の第10画と第12画目がくっつく。字体・ 凸 

線枠が太くなり、彫りの浅いものがみられるのであるいは細分が可能かo 

YMll03a :GD「永福寺」縦位 ②長方形の押印・印長5.7cm、印幅2.7cm ③女瓦 ID類凹面・縦位 

a~C は「福」字 

b 】①「永福寺」縦位 

④ a ・ c より印長 

C 】①「永福寺」縦位 

の第12画が短く類似した字体o 

②長方形の押印・印長6.2cm、印幅3.0cm ③女瓦 ID類凹面・縦位 

・凸線枠がやや長い o 

②長方形の押印・印長5.7cm、印幅2.7cm ③女瓦 ID類凹面・縦位 

④ a と同蓮印と推定され、「寺」字の右脇に文字状の凸線があり、 a の追刻かまたは落

抜けの悪い資料の可能性も考えられる o 

YM 且 04 】①「永福寺」縦位 ②長方形の押印・印長6.3cm、印幅3.2cm ③女瓦 ID類凹面・縦位

④字体や凸線枠が YM 丑 02 と類似しており、この印落を再加工して印面を詰めた可

能 性も考えられる。 

YMII05a :W「永福寺」縦位 ②長方形の押印・印長6.2cm、印幅2.7cm ③女瓦 ID類凹面・縦位

④ a ・ b は印面に凸線枠が無く、字体は太く直線的、印面を囲む浅い部分的圧痕あり。 

bI ①「永福寺」縦位 ②長方形の押印・印長6.2cm、印幅2.3cm ③女瓦 ID類凹面・縦位

④「永」第 2 画目はねの部分が無く、印幅や字体も異なり、印面を囲む浅い部分的圧

痕〇 

YMil 06 a 】① a~c は同落印、「永福寺」縦位②長方形の押印・印長6.1cm、印幅2.8cm③女 瓦 

ID類凹面・縦位④「永」第 3 画目のはらいが 1 画分多い字体である。 

b: ①「永福寺」縦位 ②長方形の押印・印長6.1cm、印幅2.8cm ③女瓦 ID類凹面・縦位

④使用による摩耗や池傷で「永」第 3 画、「福」しめす偏、「寺」第 2 画が潰れている。 

c 】①「永福寺」縦位②長方形の押印・印長6.1cm、印幅2.8cm③女瓦 ID類凹面・縦位 ④

凸線枠の一部を修正や追刻を施しており、落傷は「福」のつくり部分などがさらに進

んでいる o 

YM 且 07a :W「永福寺」縦位 ②長方形の押印・印長6.0cm、印幅2.1cm ③女瓦 ID類凹面・縦位 
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。〉制111三の印I(!I、向11幅の狭い資料で、文字が枠It;μ、っぱいになる。「永」第 l阿は枠外へ、

「告りのっくりが異様に大きいなど、かなり乱れた'r体である
b : 1) r永払ifkj縦{立とJ推定②長方形の押r:1l. 1:11長不明、I=llrW，¥約2.3cmG>f;;瓦D頼回面 ・縦

{点 。aとは字体から判断して異泊印であろう

( 3 )その他-III1H.など (yM皿銀)

VMmOla ω{印jI状のものと f大j裏文字を組合わせた文'仰11き ω縦長の1I11!!-. 1幅約8cm ③ 

~j{C';(j ~11 1耐 ・側面、17.行の縦{立@日1I F1は縦似に rXJ 状を述ねた斜柏子日 r~1 に文字 ・

ィω11状のものをーヶ所づつに組込んで、いる (15.<1-21:;<1115 U支)。

b : (!) r大J出文'ドによる文字1111き②縦長の1111具 ・lt/，¥約8cm①[，('.bCC班il"llm. i!!lllFfi平行の

縦{心:ω111111は縦{立に rXJ~Äを述ねた斜佑 子1=1rl'に「大Jの文アだけを組込んでいる

( 1ヌ| ー 1、|叉1115上段)。

Vl'vlD102 ① 「卜J文字 ・不lりJ(文字または記号か)ものを組合わせた丈乍日1Iき②縦長の叩呉 ・

lT;l¥ 8 cmliij後③k瓦C額el1百1.側面、Ii.行@1I1l1'lは縦{立に rXJ状を述ねた斜棉子目中に

f卜j文'{-と文字または記号のようなもののJI闘で ・ヶ所づ‘つに組み込んで‘いる(図78、

|χ1115ド段)。

Y M 1lI 0 3 : V r .'1: J ?・r LJ ?・花拘l状のものを組合わせた文字1111き②縦長の1111只 ・幅8cm前

後Q){.(.bi.C頬1'11面 ・側面i平行@1l1l11は縦杭に rXJ状を述ねた斜栴 fbI "1'に r~i'J 

r 1二J.イE.J111状のもののJI頃でーヶ所づつに組込んでいる(凶 、図115下段)。

YMOl05 :くり「水払ljpj銘の文字叩き ②縦長の叩共 ・取仏2cm ③k瓦D煩1"1面 ・側面平行の縦

1也0)111111はAd:J.'f銘と横位凸線を組合わせたもので、'主体や規j栴のydなる少なくとも

2foUが雌1泌されている(図107-1と2・3の分矧、似1116ド段の、予銘UIlき)。

( 4) ，lL ~;-J、L

竹・~~:r:I J :①竹作文 ②l' J)Iヲの押印具、径約1cm ③じよ鈍J{YAn05の瓦、可中央と周縁など、

リHCB柿の段目IS(1ヌ190-3)、k瓦D知の扶立MII而(1χ1107-1) @竹作文は鎌倉極楽寺 ・

多'i〈JF跡、金沢称名寺などで山上。

ニミfJJr:1l : (1) :.f()文 ②正三角形の押印具、 一辺約 lcm ③出文鈍lLVAs04bの瓦当中央、

r，l，t:文印

花j陪1:11

リHi.B純の段部(1ヌ191-2)、女瓦D頬の挟端面(1ぽ1107-2・3)@二戸l文は鎌倉鶴岡
八申請日 -極来、子 ・多宝寺跡 ・党国寺などで，'1'，1:。

: o)n~本文J凪@横長の長方形で f 目 」 を思わす~IIIドIl!!、 1~辺L6cm' 鰐辺 1.2cm程 ③巴

文鐙瓦YA n 0 5 の瓦当周縁、男瓦 B楯の段 {~i)(附90-'1)、 !J:瓦D頼の挟端面(図

104 3) @この記号は現在のところ、永悩JC資料以外に1'1'，Lを知らなL、
:(1)花形文 ②6弁花の押印具、径約lcm③食11副文字瓦YNIT05の瓦当面、男瓦B

純の段部(1ヌ191-1) ④花文状は鶴岡八幡常 ・党|点|与で異なる印騒が出上している。

三鱗r:1l : Q)二鱗文 ②二等辺二角形の三鱗文、底辺3.4cm・斜辺2.5cmの.jqJ印具③女瓦E類の凹

1M (1ヌ1112-3-5)④三鱗文中心の逆三角形が1"1状を'止す。凸l耐叩日は図115下段の

!-t:Ji.E m~ j側(1ヌ1108-1・2)と想定される。

この仙、ムj、LC ~:fiの "， に ' 1;.瓦のうちに凹面や側面に rXJ .斜i¥'(の i=Jの記号がへラ書きされたも
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のがみられたo 古代の須恵器杯には、「×」「一」「〇」「＋」などの簡単なヘラ記号を書いたものがあり、 

窯印や工人の個人記号と考えられてきたものである o 本例はいずれにしても意味するものが何であるの

か分からないo 

(5）朱書戯画瓦 

上記までのものは、焼成前の生瓦段階で押印したり、ヘラや棒状の先端による銘記法であるのに対し

て、図112- 6の戯画瓦は焼成後に朱書されたものである o 略三角形を呈した女瓦A類の破片で、横長 

12.2cm、縦長6.8cm、厚さ1.8cmを計り、女瓦凸面に縄目叩きを無視して大胆な筆使いで左向きの猪らし

き動物を朱で描いたものである o 猪の頭部には、大きく開けた口に尖った牙や鼻、たてがみなどが描か

れ、ことに目や眉の表情は擬人的ですらある o 脚は前後一本づつの表現だが、関節部の描き方など手慣

れた感じがうかがえる o 本例は昭和56年度試掘調査の塔跡推定地に設定された第lBトレンチ東端の版

築層中から出土している o 

第 4節 道具瓦 

永福寺跡で出土した道具瓦は、鬼瓦（図117- 124） ・慰斗瓦（堤瓦i図94- 1~ 3） ・隅切瓦（図 

72- 1・ 3） ・鳥表瓦または雁振瓦（図112- 1・ 2）などがある o 

(1）鬼瓦 

発掘調査では、 4型式13種で破片総数134点の鬼瓦が出土した。殆どが小片のため個体識別や同箔か否

かの認定が難しかったが、基本的に胎土が良土質な一群（Yol類）と、粗土質な一群（Yo 且類）と

の 2種類に大別され、さらに文様部分の製作方法には、箔の型作りのもの（01）と、部分的に箔を用

いた手作りのもの（ 02）とに分けられる o 両者には、大棟や降棟などの部位に葺き分けていたようで

形状に特大・大・中・小 4 種の大きさが認められたo 以下、型式分類について少し触れておきたいo 

YO I 0l箔型作り YO I 0 2  一部箔の手作り 

】特大（図117- 1~3) a 】特大（図120- 1~6) 

b・ e 】大 （図117・119- 4~8、 11) b 】大 （図120一7~9) 

】中 （図118) c ・ e f 】中 （図121・122・123- 2 ・ 3) 

d f 小 （図119- 1 -10. 12 . 13) 

Yo 丑 01箔型作り（図124-1----3) Y0 且 02  一部箔の手作り（図124-4) 

Yo J0l ・ 02は鬼面文の製作方法が異なるが、いずれも良質な胎土でI期主要瓦・且期水殿瓦窯

跡の出土例に類似しており、Yo 且 01・ 02は粗い胎土を用いた且期・ 111期主要瓦（水殿瓦窯以外） 

と同質である o 全体の形状を推定復原できたのは、箔で製作された中型品の YO I 0 1c  （図118- 1) 

で、高さは残存高45.5cm、幅は下端（両袖）約51.0cnl ・上部42.9cm、厚さは目部分が一番高く9.2cm, 

側面の下端6.2cm・上端 5 cmである〇箔型作りは基本的に目・眉・鼻の部分などと箔の深い部分ごとに、 

小さな粘土塊を順次詰め込んでいった形跡が窺える o またY0 102 ・且 02の文様面は、基本的に粘 
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土を盛り上げて成形して周縁の珠文や目の部分だけを円形の箔型で作っているo 

(2）慰斗瓦 

出土例には、焼成前から女瓦を縦に半裁して成形したり、凹面に分割目安の刻線を入れて半裁した慰

斗瓦は1点も認められなかったo ただし、永福寺I期瓦にあたる女瓦A類の図94- 1 - 3 に示した例は、 

普通の女瓦を使用時に分割線の刻みを入れ、打ち欠きにより半裁したと推測されるものであるo 慰斗瓦

の多くは他の女瓦破片と識別できないので、少量の資料抽出にとどまったと判断されるo また男瓦を焼

成前にヘラで削り成形した面戸瓦も抽出されていないので、同様な「打ち欠き」による方法のものかも

知れない〇 

(3）隅切瓦 

図72- 1・ 3の宇瓦（YN I 0 1 f) は、 焼成前に女瓦部をヘラで斜めに切断して隅切宇瓦としたも

のである〇ただし、焼成前に同様の成形を施した例は、他の瓦類を含めて本例以外に 1点も抽出できな

かったので、隅切瓦の多くは使用時に加工を施したもので、他の瓦類破片と識別できないのであろうo 

図66- 2 ・図73- 1宇瓦（永福寺I期瓦）のように残存形状や破面観察から、使用時に打ち欠き加工し

て隅切瓦としたものと思われるo 

(4）鳥会瓦・雁振瓦 

図61-4 (YA 且 04b 】永福寺且期瓦）は、瓦当裏面の下周縁に別粘土を足して凸形状にしており、 

鳥会瓦と思われるものであるo この他に図112- 1・ 2 は、男瓦を潰したような形状から鳥会瓦または雁

振瓦の一部と推測されるものであるが、小破片のためどちらの個体であるのか識別できない〇抽出でき

た資料はこの 2点だけであるo これらは表面黒灰色、芯部灰白色を呈し、焼成は良好、胎土に砂粒を 

第 5節 瓦類からみた永福寺 

前節までに永福寺跡から出土した鐙瓦・宇瓦・男瓦・女瓦・文字瓦・道具瓦などについて不充分なが

らも検討を行ない、その時期区分と概要を簡単に述べてきた〇ここまでに述べてきた瓦類の年代観に基

本的な間違いがないと仮定すれば、昭和56～平成 8年度までの出土瓦について、以下のようなことが考

えられようo 

永福寺I期瓦 

『吾妻鏡』によると、頼朝入府後の街作りに急造都市鎌倉の姿を想像することができ、さらに寺院建立

にも、その辺の事情を読みとることができるo まず源氏総領の象徴で祈祷寺の鶴岡八幡宮、次ぎに父義

朝を弔い滅罪もはかる菩提寺の勝長寿院、奥州合戦で亡くなった義経・藤原氏と多くの将士怨霊を静め

る鎮魂寺の永福寺などが頼朝の御願寺として創建されたo しかし、当時鎌倉の在地技術だけでは、中央

に並ぶ寺院の設計・施行は難しく、まして壮大な伽藍建設などは不可能に近い状態であったと想像され

るo このことは寺院建立に伴う瓦の供給体制も含めて主に、京都や奈良などの先進地域からの技術力の

導入及び人的な協力が行なわれたことは確かであろうo 

上記寺院の創建期に伴う所用瓦は、古代から続く在地の製品とは異なった瓦当文様や製作技法をもっ 
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たもので、平安時代末期の京都や南都を中心とした寺院で盛んに軒先を飾っていた瓦に共通した特徴を

もっているo 瓦当文様は、鐙瓦が巴文・蓮花文、宇瓦が剣頭文・半裁花文などの新意匠を採用し、宇瓦

に古代以来の顎貼り付け技法と共に、新しい製作法の折り曲げ技法が採用されているo 鎌倉時代前期の

寺院から出土する主要瓦は、鶴岡八幡宮が巴文鐙瓦と剣頭文宇瓦の大型品と小型品の組み合わせがあり 

（松尾・原他1985)、永福寺では蓮華文・巴文鐙瓦と唐草文宇瓦の大型品の組み合わせが主体をなし、巴

文鐙瓦と剣頭文・唐草文宇瓦の小型品がわずかに認められたに過ぎず、主要瓦は異なる系譜の瓦当文様

が採用されている。宇瓦の瓦当部製作技法をみると、鶴岡八幡宮では大型品が顎貼り付け技法、小型品

が折り曲げ技法で両技法が存在するのに対し、永福寺瓦はごく少量の折り曲げ技法の小型品を除き、そ

の殆 どが顎貼り付け技法によって製作されているo ところで鶴岡八幡宮出土瓦には、静岡県菊川町皿山

窯跡群で生産された宝相華唐草文（折り曲げ技法） ・半裁花文（顎貼り付け技法）宇瓦が供給されてい

たことが最近判明している（拙稿1999のo また鎌倉極楽寺の調査では（斎木他1998、田代・宗憂他1999). 

忍性入寺により律院化する以前に念仏寺か小堂に葺かれたと推測される鎌倉時代前期の瓦類があり、京

都壬生寺所用瓦と同落で京都産瓦が鎌倉に供給されたものと理解されている（拙稿1999b、 山崎2000)〇

このように各遺跡によって生産地や系譜の異なる瓦当文様や製作技法が採用されており、生産地（造瓦

所）が複数存在していることは、当期の鎌倉における造寺活動と瓦の供給事情の一端をよく物語ってい

る 

源頼朝が鎌倉市二階堂に建立した永福寺の創建期に同寺の軒を飾っていた八葉複弁蓮花文鐙瓦（YA 

I類）と宝相華唐草文宇瓦（YNI類）の組み合わせが主たる型式であるo この組合わせは、愛知県名

古屋市天白区に所在する八事裏山窯跡群で生産された瓦と同一の文様系譜にあたるものである〇さらに

同県知多半島に位置した阿久比町板山窯跡でも類似した八葉複弁蓮花文鐙瓦の製品が出土している（柴

垣1988、半田市博1993)o 永福寺の創建期瓦の中には、尾張産瓦の鐙・宇瓦や男・女瓦が少量ながら存在

しており、市内の鶴岡二十五坊（大三輪1969） ・千葉地東遺跡（服部他1986）が鐙瓦、また大倉幕府跡

周辺の遺跡や若宮大路の東側幕府域と西側屋敷地の発掘調査に伴ってわずかながら男瓦・女瓦小片の出

土が知られているo 県内では三浦党佐原氏の菩提寺で佐原義連の創建という横須賀市岩戸の満願寺（服

部・小出1992）で宇瓦・男瓦が、伊勢原市コクゾウ塚遺跡（小林1989）で宇瓦がそれぞれ出土している

が、現在のところ永福寺を中心にして鎌倉からの出土量が最も多く、主な供給先であったことが分かる。 

八事裏山窯跡群における生産形態は、基本的に山茶碗・山皿を中心に焼成しているが、 2 期（12世紀第 

2 四半期頃）と 4 期（12世紀第 4 四半期頃）に瓦生産も行なわれており、京都方面（鳥羽東殿等）から

鎌倉方面へと供給先が変化したことが指摘されている（尾野1992)〇ところが永福寺主要軒瓦の組み合わ

せは、瓦当文様と宇瓦の瓦当部製作法（顎貼り付け技法）共通しているものの、尾張産瓦に特徴的な陶

質の製品とは異なる瓦質が主体を占めており、創建期に同文の瓦生産を行ない当寺に供給していた別の

造瓦所が存在していたことになる。 

ところで永福寺の創建期軒瓦の瓦当文様については、埼玉県下を中心として東日本に広く分布してお

り、小林康幸氏によって「永福寺式軒瓦」と提唱されたものである（小林2001)o 同氏による最近の研究

成果によると、埼玉県では八葉複弁蓮花文鐙瓦（YAI0l型式） が児玉郡神川町の伝元大師跡と南埼

玉郡菖蒲町の菖蒲城跡の 2 ケ所、宝相華唐草文宇瓦（YNJ0l型式） は本庄市栗崎の大久保山遺跡・

熊谷市上中条の（推定）常光院・児玉郡児玉町の真鏡寺遺跡及び同郡上里町の堂裏遺跡・北埼玉郡騎西

町の保寧寺中世墓跡からの出土が知られている（小林2001)o さらに当寺出土の均正唐草文（YNI 0 

3 】折り曲げ技法）で鶴岡八幡宮や伊豆韮山願成就院出土瓦（森・荒木他1971、中世瓦研究会資料1999) 
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委員会 

服部実喜・余語琢磨

深津靖幸他 2000 

本津慣輔 2000 

前津輝政 1971 

馬淵和雄 1998 

三上次男他 1976 

三上次男他 1977 

1997 『図録中世の霞ケ浦と律宗一よみがえる仏経文化の聖地一』土浦市博物館 1997 

1998 「茨城県内出土の中世瓦編年試案」『第 5回中世瓦研究会（茨城資料編）』 1998 

1990 「称名寺旧境内出土の中世瓦」『物質文化』53 

r5．大国魂神社周辺」『東京の中世瓦』（第 7回中世瓦研究会） 

「平泉出土の瓦」『瓦からみた平泉文化ー平泉文化フオーラム2000-』平泉町・平泉町教育委員会 

『足利智光寺堆の研究』綜芸社 

『鎌倉大仏の中世史』新人物往来社 

『多宝律寺遺跡発掘調査報告書』鎌倉市教育委員会 

『多宝律寺遺跡第 7次発掘調査報告書』鎌倉市教育委員会 

1992 『岩戸満願寺一満願寺境内遺構確認調査報告書一』（横須賀市文化財調査報告書第25集）横須賀市教育 

桃崎祐輔 1998 

桃崎祐輔 1998 

森薙・荒木伸介 

山崎信二 2000 

山中雄志 1991 

山中雄志 1991 

山中雄志 1991 

橋場君男・桃崎祐輔 1990 「常陸南部における中世瓦の検討ー新資料の紹介を中心に一」『婆良岐考古』第17号婆良岐考古同人会 

松田政基・山崎信二 1993 『三村山極楽寺跡遺跡群ー確認調査報告書ー』つくば市教育委員会 

「常陸の中世瓦をめぐる諸問題」『第 5回中世瓦研究会（茨城資料編）』 

「考古学フィールドノート～つくば市日向廃寺の瓦葺阿弥陀堂跡～」『筑波大学総合科学博物館ニュース誌』第 3号 

1971 『伊豆韮山願成就院発掘調査概報一鎌倉時代初期寺院堆一』韮山町教育委員会 

『中世瓦の研究』（奈良国立文化財研究所学報第59冊）奈良国立文化財研究所 

『下万正寺遺跡試掘調査報告書』（桑折町埋蔵文化財調査報告書 8）桑折町教育委員会 

「東北地方における中世鎌倉期瓦の一例」『東国史論』 

『下万正寺遺跡試掘調査報告書ー第二次試掘一』（桑折町埋蔵文化財調査報告書 9）桑折町教育委員会 

山本障久・服部実喜 1988 『金沢文庫遺跡ー県立金沢文庫新築予定地内遺跡（国指定史跡称名寺境内）の調査一』（神奈川県立埋 

蔵文化財センター調査報告書） 

山本禎・西井幸雄 1997 『山王裏／上川／西浦／野本氏館跡』（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 

綿貫鋭次郎 1991 『白石大御堂遺跡一園池を伴う中世寺院跡の調査一』（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 

綿貫鋭次郎 1997 「浜川北遺跡出土の中世瓦資料整理報告」『高崎市内遺跡出土資料整理報告書』 

拙稿 1981 「勝長寿院跡出土の古瓦について」『鎌倉考古』No.6鎌倉考古学研究所 

1982 「鶴岡二十五坊跡出土の鐙瓦」『鎌倉考古』No.11 鎌倉考古学研究所 

1983 「第 3章w．瓦」『研修道場用地発掘調査報告書（鶴岡八幡宮境内の中世遺跡発掘調査報告書）』同調査団・鶴岡八幡宮 

1984 「鎌倉の古瓦」『神奈川県立博物館だより』通巻85号神奈川県立博物館 

1985 「第 3章皿．瓦類」『鶴岡八幡宮境内発掘調査報告書』鎌倉市教育委員会 

1986 「鎌倉における瓦の様式一鎌倉時代の瓦当文様を中心に一」『仏経芸術』第164号（特集】鎌倉の発掘）毎日新聞社 

1986 「第 4章鐙瓦・宇瓦の型式分類」『史跡永福寺跡一昭和60年度概要報告書一』鎌倉市教育委員会 

1987 「第 4 章文字瓦の型式分類」『史跡永福寺跡ー昭和61年度概要報告書ー』鎌倉市教育委員会 

1997 「東国出土の中世瓦」『永福寺創建800年記念シンポジウム・浄土庭園と寺院記録集』鎌倉市教育委員会 

1998 「附編出土瓦について」『極楽寺旧境内遺跡ー江ノ島電鉄株式会社極楽寺地区改良計画に伴う発掘調査報告書―』 

極楽寺中心伽藍跡群発掘調査団 

1999 「瓦からみた菊川町の中世」『横地城跡総合調査報告書』静岡県菊川町教育委員会 

1999 「鎌倉出土瓦と同蓮・同文瓦について」『鎌倉考古』No.42 鎌倉考古学研究所 

1999 「第 5章出土遺物（瓦）について」『極楽寺旧境内中心伽藍跡群（極楽寺三丁目298番1外地点）発掘調査報告書』 

極楽寺中心伽藍跡群発掘調査団・東国歴史考古学研究所 
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表 5 鐙瓦・宇瓦法量表 

蓮華文鐙瓦 複弁 R：蓮子 S：珠文 K：圏線 推定値 単位cm 

登
 
録
 
番
 
号
 

型
 
式
 
分
 
類
 

瓦
 
当
 
径
 

内区 外区 男瓦部 

焼成 瓦当

色調 

胎士 

段部

から

釘穴 

士・7s 
‘二，、 、、一 

文
 

様
 

内
 
区
 
径
 

中
 
房
 
径
 

蓮
 
子
 
数
 

圏
 
線
 

幅
  

内縁 外縁 径
  

厚
 
さ
 

幅 文様 幅 高さ 

E156-1 YA I Ola 

(15.6) (F8) (10.0) 4. 9 1+8 3.0 1.3 

数
 
ロ

残
 
S
i
 

 
1
 

.
 
1
  

1.2 硬
  

灰
  

精良 

図56-2 YA I Ola 

16.0 (F8) 9. 6 5. 0 (1+8) 3.0 L6 S(21) 0. 9 L2 硬
  

黒灰 精良 

YA I Ola 

16. 0 (F8) 9. 8 4. 8 (1+8) 3. 3 2.0 

一
 
ノ
 

（
、
〕
 
 

錨
 
2
0
 

 
L6 1

 
.
 
1
  

硬
  

灰
  

精良 

図56-4 YA I 0lc 

16.4 (F8) 9. 4 4. 5 1+8 3.4 L5 

残
 
幻
 
数
 

5
  

L7 L7 硬
  

灰
  

精良 

YA I 0lc 

(16.8) (F8) 9.8 4. 8 (1+8) 3. 7 L6 

残
 
幻
 
数
 
8
  

1.6 L2 硬
  

黒灰 精良 

図58-1 YA I Old 

(YM I 04e) 17. 5 F8 9. 0 4. 4 1+8 4. 3 2.2 S18 2. 0 1.6 17. 4 2. 7 灰
  

精良 3. 5 

図58-2 YA I Old 

(YM I 03) く
 
1
 
7
 

.
 
6
 
)
  

(F8) 9. 0 4. 5 1+8 4.4 2. 1 

数
 
ロ

残
 
S
i
 

 
2.0 1.7 硬

  
灰
  
精
 
良
 

 :m 

YAT Old 

(YM I 04e) 17. 8 F8 9. 2 4. 5 (1+8) 4. 2 2.0 S18 2. 0 L8 灰
  

精良 

YA I Old 

(19.6) (F8) 9. 6 4. 6 4. 1 2. 2 

残
 
S
 

数
 
4
  

2. 0 1.6 黒灰 精良 

YA I Ole 

17. 0 F8 9.4 4. 6 1+8 3.8 L8 S24 2. 0 1
 

.
 
1
  

灰
  

精良 

YA I Ole 

17. 0 (F8) 9. 8 4. 5 (1+8) 3.9 2. 0 S (24) L9 1.0 硬
  

黒灰 精良 

図57-1 YA I Ole 

16.6 F8 9.6 4. 5 1+8 3.6 1.8 S24 1.8 L0 15. 6 2. 5 灰
  

精良 4.5 

図57-2 YA I Ole 

YM 1 06 (17.6) (F8) 9.4 4. 6 (1+8) 3. 7 L8 

残
 
幻
 
数
 
2
  

L9 1.0 硬
  

灰
  

精良 

図57-3 YA I Ole 

(YM I 06) (16.8) (F8) (9.6) 4. 6 (1+8) 3. 7 1.9 

残
 
幻
 
数
 
1
  

1.3 L0 硬
  

灰
  

精良 

図56-5 YA I Olf 

(16. 8 F8 9. 6 4. 5 1+8 3.6 2.0 

残
 
幻
 
数
 

3
  

L6 L3 硬
  

灰白 精良 

YA I Olf 

(16.0) (F8) 9.8 4. 6 (1+8) 3. 1 L5 

残
 
S
 

数
 
6
  

L7 硬
  

灰白 精良 

YA I Olg 

(14. 0) (F8) 8.0 3. 7 3. 0 L2 

残
 
S
 

数
 
9
  

L5 1
 

.
 
1
  

硬
  

灰
  

精良 
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‘
、
 S：珠文 

、
、
ノ
 

巴文鐙瓦 推定値 単位cm 左 圏線：内 外 巴方向：右 

, 

図56-8 YA I 0lg 

14. 3 (F8) 8.2 3. 8 1+8 3.2 L4 

残
 
S
 

数
 
1
1
 

 
L5 L0 硬

  
黒灰 精良 

YA I olg 

(14.0) (F8) 7. 8 3. 8 1+8 3. 0 L5 

残
 
S
 

数
 
7
  

1
 

.
 
1
  

1
 

.
 
1
  

硬
  

灰白

赤み 精良 

図56-6 YA 1 02 

(16.6) (F8) 10. 0 4. 6 (1+8) り
ノ一
  

3. 0 L3 

残
 
幻
 
数
 

6
  

2.0 L4 硬
  

灰
  

精良 

図58-3 YA 1 03 

っ
ム
 
 

3.0 1.5 

残
 
S
 

数
 
2
  

L9 1.0 硬
  

明灰 精良 

登
 
録
 
番
 
号
 

型
 
式
 
分
 類
 

瓦
 
当
 
径
 

内区 外区 男瓦部 

瓦当

色調 

焼成 胎土 文様 

（巴・寺銘） 幅
  

圏線 内縁 外縁 径
  

厚さ 

内区径 幅 文様 幅 高さ 

図59-1 YA 1101 

13. 0 

巴・右 

2. 1 L0 1.3 L0 12. 5 L4 黒灰 硬
  

精良 8. 7 

YAII01 

(13.4) 

巴・右 

2. 2 L0 1
 

.
 
1
  

0. 9 灰
  

硬
  

精良 8. 7 

図59-3 YA1102a 

(YM 1 02) 17. 5 

巴・左 

4. 3 2.0 S18 2. 2 L7 16. 5 2. 1 灰
  

精良 9. 0 

YA1102a 

(YM 1 02) (17.6) 

巴・左 

4. 2 2. 2 

残
 
S
 

数
 
8
  

2.0 1.4 灰
  

硬
  

精良 (9. 0) 

YA1102a 

(YM I 02) (17.8) 

巴・左 

4.4 2. 3 

残
 
幻
 
数
 

4
  

2. 1 1.6 黒灰 硬
  

精良 (9. 0) 

YA1102a 

17. 5 

巴・左 

4. 2 2. 1 S18 2. 0 1.4 黒灰 精良 9. 0 

YA1102a 

(YM I 02) 17. 8 

巴・左 

4. 2 2. 0 S18 2. 1 LS 灰
  

硬
  

精良 9.4 

図60-3 YA1102b 

15. 5 

巴・左 

3.4 2. 0 S22 0. 9 L2 灰
  

硬
  

精良 8. 6 

図60-3 YA1102b 

(14.0) 

巴・左 

2. 1 1.3 

残
 
幻
 
数
 

9
  

0. 7 0. 6 黒灰 硬
  

精良 9. 5 

YA丑 02b 

16. 2 

巴・左 

3. 8 2.2 S22 L4 0. 8 黒灰 硬
  

精良 8. 6 

YA 1102b 

15. 8 

巴・左 

3. 7 2. 3 S22 L4 L0 灰
  

軟
  

精良 8. 5 

図60-1 YAII 03 

ノ、
 
り

ム
 
、ノ

  
1
 
7
 

.
 
 

巴・左 

3. 8 1
  

1.9 

残
 
S
 

数
 
9
  

2.0 L5 灰
  

軟
  

普
 
粗
  

(9. 0) 
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YA 1103 巴・左 

1
  

2.0 

残
 
釘
 
数
 
3
  

灰白 軟
  

精良 (9. 4) 

YA 1103 

(19.6) 

巴・左 

4. 2 1
  

2. 0 

残
 
S
 

数
 
5
  

1.9 1.6 灰
  

硬
  

精良 9. 6 

図60-8 YAllhla 

13. 8 

巴・左 

2. 0 L0 

残
 
亀
 
数
 
8
  

0. 8 0. 6 駆
  

硬
  

精良 9. 5 

YAllhla 

(13.6) 

巴・左 

2. 0 

●

1
 

1
  

.
 
 

残
 
幻
 
数
 
3
  

0.8 0.4 黒灰 硬
  

精良 (9. 5) 

YAllhla 

(12.6) 

巴・左 

2. 2 L2 

残
 
幻
 
数
 
0
  

1.2 0.6 灰白 軟
  

精良 (8. 2) 

図60-4 YAII lib 

(14.0) 

巴・左 

3.2 L8 S23 1.5 0.9 黒灰 硬
  

精良 7. 5 

図60-5 YA 1111b 

13. 4 

巴・左 

3.0 1.4 S23 1. 5 1.4 灰
  

硬
  

精良 7.4 

YA11h1b 

(14.0) 

巴・左 

3. 1 1.5 

残
 
S
 

数
 
8
  

1.6 1.0 駆
  

硬
  

精良 8.0 

YA11h1b 

(13.2) 

巴・左 

2.8 L5 

残
 
幻
 
数
 
8
  

1.3 1
 

.
 
1
  

灰
  

硬
  

精良 7. 5 

図60-6 YAII lie 

13. 0 

巴・左 

2.4 1.2 S22 1.2 0. 5 

灰
 
黒
 
、
 
灰
 

硬
  

精良 8.0 

図60-7 YAII lie 

13. 0 

巴・左 

2.4 1. 3 S22 1.0 0. 5 灰
  

硬
  

精良 8. 2 

図60-9 YA11i2a 

(13.0) 

巴・左 

3. 0 1
  

1.2 S
  

L9 0. 9 灰
  

硬
  

精良 (7. 0) 

図60-16 YA11i2b 

(14.6) 

巴・左 

3.4 1
  

1.2 

残
 
釘
 
数
 

8
  

2. 3 1.3 黒灰 硬
  

精良 7. 7 

図61-4 YA1104b 

17. 3 

巴・右 

4. 2 1
  

L5 S20 3.0 1.3 2.8 灰白 精良 8. 7 

Y
 
A
 

豆
 
0
 

4
4
 

b
  

「 

(18.4) 

巴・右 

3.9 イ
‘1
  

1.5 S
  

2.5 1
 

.
 
1
  

黒灰 硬
  

粗
  

(10.6) 

図61-i YA 1105 

17. 4 

巴・左 

3. 5 1
  

1. 5 S21 2. 2 1.2 2.4 駆
  

粗
  

9.6 

hー― . 

YA 1105 

17. 8 

巴・左 

4. 2 1
  

1.6 S21 1. 5 L2 灰
  

硬
  

粗
  

9.6 
, 

“~ 

YA 1105 

(18.0) 

巴・左 

4.0 1
  

1.6 

残
 
釘
 
数
 
6
  

2. 3 1
 
→
 

1
1
 
 

.
 
 駆

  
硬
  

粗
  

9.6 

図62-7 YA 1106 

(14.4) 

巴・右 

3. 5 1.5 剣頭 1.4 0.6 駆
  

硬
  

精良 (7. 6) 
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YA旺 06 

(15.0) 

巴・右 

3. 2 L6 剣頭 L6 0. 5 黒灰 硬
  

粗
  

(8. 6) 

YA頭 06 

(15.6) 

巴・右 

3. 5 1.7 剣頭 L7 0. 6 黒灰 軟
  

粗
  

(8. 6) 

YA 1106 

(15.2) 

巴・右 

3.4 1.0 剣頭 1.5 0. 8 黒灰 硬
  

粗
  

(8. 6) 

図62-3 YA 1107 

(13.0) 

巴・左 

2. 5 1
  

L0 S
  

L5 L0 灰
  

粗
  

(8.0) 
, 

YA頭 07 

(12.4) 

巴・左 

2. 8 1
  

1
 

.
 
1
  

残
 
S
 

数
 
7
  

1.5 1
 

.
 1
  

黒灰 軟
  

粗
  

(6. 8) 

図62-5 YAII 08 

り
乙
 

、
ー

I
  

く
 I
 

.
 
8
  

巴・左 

2.0 1
  

0.9 

残
 
S
 

数
 
ほ
  

1.2 1
 

.
 
1
  

灰
  

硬
  

粗
  

(8.4) 

図62-1 YA 1109 

13. 8 

巴・左 

2. 3 1
  

0.8 

残
 
S
 

数
 
叫
  

L2 0. 9 12. 1 L8 黒灰 粗
  

8. 8 

図62-2 YAII 09 

(12.4) 

巴・左 

2. 1 I
  

0.6 

残
 
S
 

数
 
ほ
  

1.4 L3 黒灰 硬
  

や
 
米

脅
 
粗
  

(8. 0) 

図62-6 YAII 13 

(15.4) 

巴・右 

3. 1 1
  

0.9 

）
院
ノ
 

S
  

？
レe
 
n

乙
 
騒
 
ハ
くJ
 
 

2.0 L0 黒灰 硬
  

粗
  

9.4 

図63-1 YA1114b 

16. 0 

巴・左 

2.6 1.0 

数
 
ほ

残
 
S
i
 

 
1.6 1.0 灰白 軟

  
粗
  

(10.7) 

図63-2 YA1114b 

(14.2) 

巴・左 

2. 5 1.0 

残
 
S
i
 

 

数
 
L
9
 

 
1. 5 1

 
.
 1
  

黒灰 軟
  

粗
  

(9. 2) 

図63-3 YA1114b 

(16.0) 

巴・左 

2. 5 1
 

.
 1
  

残
 
＆
 
数
 

且
  

L3 1.0 灰
  

粗
  

(11.0) 

図63-6 YAII 15 

(13.6) 

巴・右 

2.4 1
  

L0 

残
 
S
 

数
 
7
  

L3 0. 9 駆
  

軟
  

粗
  

(8. 8) 

寺銘鐙瓦 寺銘瓦の内区径は珠文帯の内側を計測 推定値（ ） 単位cm 

登
 
録
 
番
 
号
 

型
 
式
 
分
 
類
 

瓦
 
当
 
径
 

内区 外区 男瓦部 

瓦
 
色
 
当
 
調
 

焼成 胎土 文様 

（巴・寺銘） 幅
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永福寺跡正面の山から発見された経塚に関連して 

吉田章一郎 

~ 経塚小考 

平成 8年度の調査で、伽藍正面の山から経塚が発見されたが、鎌倉では、これ迄確実に経塚と認めら 

れる遺構は発見されていなかった。故赤星直忠先生が、逗子市小坪の山上で、和鏡と硯を発見された事 

があるが、その時先生が、これを経塚であろうと言われているが、これなどが、鎌倉市及びその周辺地 

域を含めての唯一の発見例であったのではないかと思われるo 先生は、その時、鎌倉には「やぐら」に 

篤経石を埋納している例がよく見られるが、それなどは特殊な形をした経塚であったのではないかとも 

言われているo（注 1) 

鎌倉に於ける経塚についての文献資料としては、「吾妻鏡」の寛元三年十月大の項に、 

十二日 発酉 天晴る。 久遠毒量院において、如法華経十種供養ありo 導師は本覚院僧正。すな 

わち今日永福寺奥山に奉納せらるo これ大納言家の御願としてさ 日来勤行書篤せらるるところなり〇 

とある。（注2）尚、寛元三年は西暦1245年である。 

この吾妻鏡の史料は、将軍頼経（1218-1236）の時に、鴬経が納められた事を示しているとされてい 

るが、赤星先生は、これについて、その遺構を探したが発見出来なかったと、前記の報文に記されてし、 

る 

この外、経塚関係の文献資料としては、「鎌倉市史、史料編、第四」に、「績燈庵文書」（山ノ内園覚寺 

塔頭）として、 

経筒銘 

（崇演 北篠貞時） 

営 寂勝園寺稗門十三年、」如法書寓 

妙典一部 

元亨三年十月十九日 

左衛門尉藤原光時敬 
日 

という史料があげられている。元亨三年は、西暦1323年である〇そして、その注に、 

コノ経筒及ビ次ノ骨壷ハ大正十二年ノ関東大震災ノ際破損セリ、イマ東京都世田谷匠荻野三七彦氏

所蔵ノ拓本ニョリテ、コ、ニ牧ム 

とある。 

今回の環境整備事業に関連して、伽藍の周辺地域の発掘調査が何回か行われたが、平成 8年度の調査

報告書では、伽藍背後（西側）の山に設けた「トレンチ23」で、表土の下の茶灰色土層から瀬戸折縁鉢、 

魚住握鉢、砥石、かわらけ、永福寺I期瓦片等が出土している。13世紀代の遺物は確認されなかったが、 

長い期間、この場所は何らかの儀式等に使用されていたのでないかと窺われると述べているo 

また「トレンチ23」で表土を剥ぐと、直径55cmの土壇が検出され、直立した状態で埋納されていた 

「常滑壷」と、蓋の代わりに壷の口縁部に載せられた鏡、更に伏せた状態で、山茶碗系の握鉢が出土した

と誌されているo 常滑壷の中には土は殆ど入っておらず、中国産の銅銭3枚と、直径lcmほどの水晶製

の数珠玉1個が出土したといい、埋納時期については、14世紀中頃と考えられるとしている〇 

その外、前述の土壇の西側に、もうーつの土墳が検出され、中から常滑焼の握鉢が出土したが、撹乱 
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が著しく、委細は不明であるが、前述の土壇よりは若干古いのではないかと報告書では述べている〇 

伽藍正面の山で経塚が発見された時、或いは、これが「吾妻鏡」にいう寛元三年の時のものではなし、 

かと考えた事もあったが、その位置が奥山とは違っているので、この考えは成り立たないと思った〇そ

の時、西側の山の「トレンチ23」のものについては、伽藍正面に立ってみれば、丁度奥山の位置にあた

り、筆者は、或いはこれが寛元三年の時のものかも知れないと考えた事もあったが、前記の報告書では、 

これが経塚というものの条件を具備しているとは考えにくく、また遺物も14世紀中頃のものと思われる

ので、これを「塚」として扱ったのではないかと思われる〇 

結局、寛元三年に作られたと思われる経塚については、現在の所、その位置は掴められていないが、 

奥山という事に関連して考えてみると、西ケ谷、杉ケ谷方面にも永福寺に関連した附属建物と思われる

遺構も見られるといい、寺域も、この方面に広がっていた様で、寺の奥山と言ってもよい位置にあたり、 

或いは、このあたりの山に経塚があったかも知れないという考え方も捨てきれないo 

注1 赤星直忠「鎌倉の経塚」（考古学雑誌42- 4、昭和32年） 

注 2 「永福寺跡ー平成 8年度」（第 2分冊）（鎌倉市教育委員会、平成 9年）にあげられた史料から引用。 

付記 

神奈川県における経塚から出土した渥美焼としては、山北町の山北中学校の校庭より出土したものがある。（「山北町史、史料編」平 

成12年 3 月）。この遺物は山北町教育委員会に保管されている。 

II 渥美焼（鎌倉出土）小考 

今回発見された経筒外容器が、渥美焼であった事に関連して、鎌倉市内に於ける渥美焼の出土状況を 

知りたいと思い、市関係の発掘調査報告書を中心に調べて見たのであるが、以前から言われていた事で 

はあるが、常滑焼と伴出する遺跡が多い事を実感した。 

所謂、都市遺跡の場合、出土した遺物の相互関係、とくに年代関係などを掴む事はなかなか難しい場 

合が多い。鎌倉に於ける渥美焼と常滑焼の関係についても同様であるといえるo 

そして、最近の都市遺跡の発掘調査報告書には、出土遺物の数量的記載のあるものが多く見られる様 

になってきている〇その点、鎌倉に於いても同様である。そこで今回は、この方面から渥美焼と常滑焼 

の関係をみたら、どうなるであろうかと考えたのである。 

資料としては、現在、筆者の手許にある鎌倉市関係の発掘調査報告書などの中で、遺物について数量 

的記載のあるものを中心とし、数量的記載はないが、遺物観察表などから計算出来るものについては、 

筆者が計算したものも含まれているo 勿論、これで全資料を網羅したものではないが、大体の傾向はつ 

かめるのではないかと思われるo 

1．鎌倉に於ける常滑焼と渥美焼の出土傾向 

(1）鶴岡八幡宮境内（注1) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

直会殿用地 195 5 96: 4 

研修道場用地 1000片以上 110 91: 9 

(2） 東勝寺（注2) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

532 6 99 : 1 
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(3） 円覚寺旧境内遺跡（注3) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

555 9 98: 2 

(4） 大倉幕府周辺遺跡群 

① 雪ノ下 3 -607外（注 4) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

346 19 95 : 5 

（の 雪ノ下4 -580-10外（注5) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

40 3 93 : 7 

③ 二階堂字荏柄38- 1（注 6) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

39 7 85 :15 

④ 大倉耕地562-16 （注 7) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

24 3 89 :11 

(5） 政所跡（注8) 

雪ノ下 3 -970- 2外 

常滑焼 渥美焼 比 率 

693 6 99 : 1 

(6）北条時房・顕時邸跡 

① 雪ノ下 1 -271- 4（注 9) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

165 20 89 :11 

② 雪ノ下 1 -273イ（注10) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

171 4 98 : 2 

③ 雪ノ下 1 -272（注ii) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

436 78 85 :15 
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北条高時邸跡 

小町 3 一426一 3（注 12) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

255 92 73 : 27 

北条小町邸跡（泰時・時頼邸）（注13) 

雪ノ下1 -377- 7 

常滑焼 渥美焼 比 率 

526 74 88 :12 

上杉氏憲邸跡 

浄明寺1一699外（注14) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

153 2 99 : 1 

横小路周辺遺跡 

二階堂字荏柄10一64（注 15) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

279 4 99 : 1 

ql）若宮大路周辺遺跡群 

① 雪ノ下1 -198-6（注 16) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

1,273 39 97 : 3 

② 御成町819一 1（注 17) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

304 32 90:10 

③ 御成町123一 5（注 18) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

2,595 82 97 : 3 

d
uノ

 

ん
H
い
 

蔵屋敷遺跡（注19) 

小町1一103- 7 

常滑焼 渥美焼 比 率 

3,674 200 95 : 5 
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回 千葉地東遺跡（注20) 

御成町12一18 

常滑焼 渥美焼 比 率 

228 42 84: 16 

(14） 米町遺跡 

① 大町 2 -2308- 1（注 21) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

215 2 99: 1 

② 大町2 一2315（注 22) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

1,917 116 94: 6 

個 名越ケ谷遺跡（注23) 

大町 4 一1888 

常滑焼 渥美焼 比 率 

1,557 46 97 : 3 

⑩ 材木座町屋遺跡 

① 材木座1 -890- 7（注 24) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

520 11 98: 2 

② 材木座1一364一 1外（注25) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

1,344 2 99.9 : 0.1 

③ 材木座2 -217- 6 外（注26) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

796 26 97: 3 

（渥美焼には湖西を含む） 

囲 由比ガ浜地区 

① 由比ガ浜 4 一1136（注 27) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

10,584 6 99.9 : 0.1 
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② 由比ガ浜3 -1175- 2外（注28) 

常滑焼 渥美焼 比 率 

1,050 29 98 : 2 

回 三浦半島方面 

① 琴原東遺跡（注29) 

横須賀市久里浜 

常滑焼 渥美焼 比 率 

200 25 89:11 

② 八幡神社（注29) 

横須賀市久里浜 

常滑焼 渥美焼 比 率 

70 14 83 :17 

③ 熊野社下（注29) 

横須賀市久里浜 

常滑焼 渥美焼 比 率 

5 0 

④ 池子遺跡群（注29) 

逗子市池子 

常滑焼 渥美焼 比 率 

476 21 96 : 4 

この様に見てくると、今回とりあげた遺跡では、その殆どで、常滑焼が90％を越え、低くても70％は

あり、圧倒的に常滑焼の方が多く出土している〇 

これに対して、常滑焼と渥美焼が多数出土している岩手県平泉の場合をみると、その「柳之御所」の

何回かの発掘調査の結果（注30）によると、両者は略同数出土の場合もあるが、渥美焼が常滑焼よりも多い

場合もあり、鎌倉の場合とは違った状況を呈している様に思われる〇 

何故、この様な状態になったのであろうか、その事を考える前に、一応、渥美焼と常滑焼について見

ておきたい。 

注1 直会殿用地発掘調査報告書（鎌倉市八幡宮直会殿用地発掘調査団）（昭和58年） 

研修道場用地発掘調査報告書（鎌倉市八幡宮研修道場用地発掘調査団）（昭和58年） 

注 2  東勝寺跡ー第 3・ 4次遺構確認調査報告書ー（鎌倉市教委）（平成10年 3月） 

注 3  円覚寺旧境内遺跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書  14)（平成10年） 

注 4 大倉幕府周辺遺跡群（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書  10)（平成 6年） 

注 5 大倉幕府周辺遺跡群（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 17)（平成13年） 
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注6 大倉幕府周辺遺跡群（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 9)（平成 5年） 

注7 大倉幕府周辺遺跡群（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 17)（平成13年） 

注 8 政所跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 15)（平成11年） 

注 9 北条時房・顕時邸跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 16)（平成12年） 

注10 北条時房・顕時邸跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 15)（平成11年） 

注11 宗憂秀明「鎌倉市・若宮大路周辺の事例」（貿易陶磁研究集会、鎌倉大会資料集）（平成11年） 

注12 北条高時邸跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 12)（平成 8年） 

注13 北条小町邸跡（泰時・時頼邸）（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 12)（平成 8年） 

注14 上杉氏憲邸跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 11)（平成 7年） 

注15 福田誠「鎌倉市・大倉地域周辺の様相」（貿易陶磁研究集会、鎌倉大会資料集）（平成11年） 

注16 若宮大路周辺遺跡群（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 16)（平成12年） 

注17 若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書（御成町819番地1地点）（若宮大路周辺遺跡群発掘調査団）(1999年） 

注18 若宮大路周辺遺跡群（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 15)（平成11年） 

注19 蔵屋敷遺跡（鎌倉駅舎改築にかかる遺跡調査会）（昭和59年） 

注20 千葉地東遺跡（神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告書 10)（昭和61年） 

注21 米町遺跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 17)（平成13年） 

注22 米町遺跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 11)（平成 7年） 

注23 名越ケ谷遺跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 16)（平成12年） 

注24 材木座町屋遺跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 16)（平成12年） 

注25 材木座町屋遺跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 13)（平成 9年） 

注26 材木座町屋遺跡（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 ii)（平成 6年） 

注27 由比ケ浜中世集団墓地遺跡発掘報告書（由比ガ浜4 -1136地点）（由比ケ浜中世集団墓地遺跡発掘調査団）（平成 9年） 

注28 長谷小路周辺遺跡（由比ガ浜3一1175- 2外地点）（鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 10)（平成 5年） 

注29 中三川昇「三浦半島に於ける中世前期の貿易陶磁について」（貿易陶磁研究集会、  鎌倉大会資料集）（平成11年） 

注30・柳之御所発掘調査報告書、第24次、第25次（平泉町文化財調査報告書 19)（平成 2年） 

・柳之御所発掘調査報告書、第27次、第29次（平泉町文化財調査報告書 24)（平成 3年） 

2 ．渥美焼と常滑焼 

渥美焼、常滑焼は所謂「灰粕陶器」の流れを汲んで作られ始められたといわれているo 一

渥美焼は、平安時代の後期には作られ始められたと思われるo その窯は渥美半島の略々全域に分布し

ており、その数は100群、500基以上にのぼるといわれている〇（注1) 

渥美焼には、その年代を考える資料が多く見られる〇古く熊野本宮から出土した渥美焼の経筒外容器

に、「保安二年」(1121）の銘がある事（注2）や、田原町の大アラコ古窯堆から藤原顕長という名前を刻し

た大琵が発見されているo（注 3）彼は、保延 2年（1136）に三河守となり、途中、遠江守になっているが、 

またもどって久毒 2年（1155）まで、その任にあったといわれているo（公卿補任）。 

また渥美町には、東大寺復興時（建久 6年、1195）に、その瓦を焼いた窯があるが、そこから、壷、 

嚢なども出土しており、窯堆出土の遺物の年代決定の時のーつの規律とされている〇 

その外、伊勢国の各地で発見された瓦経、経筒などに、「瓦工、三河国平四郎」とか、承安4年（1174) 

と刻されたものがあり、これらが渥美焼の年代を考える時の基準となっているo 

渥美焼の編年については、小野田勝一氏は、これらの資料を基準として、12世紀初めには生産が始め 
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られているが、鎌倉時代末を待たずに廃絶されたのではないかといわれている。（注4) 

常滑窯については、平安時代から中世にかけての古窯堆群は「知多半島古窯堆群」と呼び、中世後期

から近世にかけてのものを「常滑窯」と呼ぶという意見もあるが、ここでは、半島に分布する占窯を 

「常滑窯」と呼ぶことにしたい〇 

常滑焼については、現在500基にのぼる窯堆があるといわれており、その編年に関しては、中野晴久氏

によると（注5)12型式に分けられ、la型式を12世紀第1四半期を中心とし、以後lb型式、第 2型式～ 

第 5型式と分け、第 5型式を13世紀の第 4 四半期に当て、この時期まで渥美焼の生産が行われた可能性

は乏しいとされている。そして、それ以後を 6型式～12型式に分け、12型式を16世紀後半とされているo 

鎌倉における渥美焼、常滑焼の編年については、河野員知郎氏（注6）は、全体を 8期に分け、「第且期」 

(13世紀前半）には、渥美焼、常滑焼は相措抗しているが、第皿期（13世紀中葉から後葉）になると渥美

焼は減少傾向になり、常滑焼、瀬戸焼が量を増し、第W期（第13世紀末～14世紀前葉）に於いては、常

滑焼、瀬戸焼が極めて多く見られるとされている〇 

服部実喜氏（注7）は、鎌倉時代を 6期に分け、（第I期～第M期）、その第且期（13世紀第1四半期）に

猿投窯、渥美窯、常滑窯の製品が搬入されているが、量的には猿投窯の製品が多く、第皿期（13世紀第 

2 四半期）には渥美窯の製品が主体を占め、出土量も多く、また常滑窯の製品もあるとされ、第W期 

(13世紀第 3四半期）も渥美窯の製品が主体を占めているが、第V期（13世紀第 4 四半期～14世紀第 2四

半期）になると、渥美窯の製品は殆ど姿を消し、常滑窯や瀬戸窯の製品が増加し、第VI期には瀬戸窯、 

常滑窯の製品が主体を占める様になったといわれている。 

注1 「田原町史・考古編」昭和46年 

注 2 小野田勝一「常滑・渥美」（日本陶磁全集 8）昭和52年 

注 3 注1に同じ 

注 4 注 2に同じ 

注 5 中野晴久「常滑・渥美」（概説、中世の土器・陶磁器）（中世土器研究会編、平成 7年） 

注 6 河野員知郎「鎌倉における中世土器様相」（「古代末期～中世に於ける在地系土器の諸問題」神奈川考古、21）昭和61年 

注7 服部実喜「中世鎌倉における陶磁器構成の時代的変遷」（貿易陶磁研究、』 5 、昭和60年） 

3‘渥美焼の衰亡 

以上の様な諸氏の意見によれば、時期的には若干の違いはある様であるが、渥美焼は鎌倉時代の半ば

頃には、鎌倉には入って来なくなった様である。 

筆者は、嘗つて渥美半島の田原町で窯堆の発掘をした事があったが、（注1) その時、前述（257頁）の大

アラコ窯の事が話題になり、藤原顕長銘のある嚢の出土があった事や、附近の阿志神社が式内社である

事などから、この附近は国司の直接の管轄下にあったのではないかという意見が出た事を思い出した〇

また、奥州藤原氏の首都ともいえる平泉の柳之御所から渥美焼が多数出土している事も、この様な事が

背後にあったのではないかと思われるのであるo 

渥美半島には、伊勢神宮の神戸、御厨、御薗が多くあったo 律令制の崩壊によって、経済的に危なく

なった伊勢神宮は、御厨や御薗を開拓する事によって、それを乗り切ったとよく言われている〇御厨や

御薗は、その特産物を神宮に差し出し、調や庸を免除されたといわれている。渥美半島の御厨、御薗の

多くは、渥美焼を神宮に差し出していたのではないかと思われる〇 

峰岸純夫氏は、渥美焼は、東国各地の荘園年貢や、御厨年貢、伊勢大神宮役夫工米などの輸送の迎え

船に積まれて、東国各地にもたらされたのではないかといっておられるo（注 2) 
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ところが、武士階級が興隆してくると、地方行政を行う為に守護、地頭が置かれる様になり、これら

と御厨、御薗の間で紛争が生ずる事が間々あった様で、三河国でもこの様な事があった事が吾妻鏡に記

載されている〇これらの事が渥美焼の生産をやめる方向へと向かわせたのではないかと思われる〇 

それに加えて、小野田勝一氏が言う様に、（注 4）焼成技術の衰退という様な事も加わって、渥美焼は衰

亡していったのではないかと思われる o そして、その時期は、鎌倉時代中期の事ではないかと思われる〇 

注 1 渥美半島の窯業遺跡（田原町教育委員会）昭和46年 

注 2 峰岸純夫、「常滑焼・渥美焼の東国伝来の背景」（常滑焼と中世社会）平成 7年 

注 3  吾妻鏡、正治元年（1199年）三月二十三日の篠 

正治元年（1199年）六月十六日の篠 

注 4 小野田勝一「渥美窯の成立と終末」（「常滑・渥美」日本陶磁全集 8 ）昭和52年 
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史跡永福寺跡における宗教的遺構と遺物 

大三輪龍彦 

永福寺は文治五年（1189）奥州征伐から帰った源頼朝の発願によって十二月九日に事始めが行われた〇 

『吾妻鏡』によれば、「奥州において、泰衝管領の精舎を覧ぜしめ、富寺花構の懇府を企てらる o 且つは

数菖の怨霊を宥め、且つは三有の苦果を救はんがためなりo」と平泉の寺を見て、数菖の怨霊を宥め、三

有の苦果を救うために永福寺の建立を発願したという〇この記事のとおりとすれば永福寺は鎮魂・慰霊

の寺ということになる o 

ところが、この寺の工事は順調には進まなかった。飢健や鎌倉の火事、さらに頼朝の上洛によるとい

う。ようやく御堂供養を迎えたのは建久三年（1192）十一月二十五日のことであった。供養導師は法務

大僧正公穎が勤めている o 公穎は三井寺の天台宗寺門派の僧侶であった o したがって、創建当時の永福

寺は天台色の強い寺であったと言える〇 

永福寺の本堂は、二階堂と称され、平泉の二階大堂と呼ばれた中尊寺の大長寿院を模したものであっ

たという。永福寺西側の山裾にこの本堂を中心に北側に薬師堂、南に阿弥陀堂の三堂を複廊でつなぎ、 

前面に堂前池を配していた〇さらに、薬師堂と阿弥陀堂からは池に向かって翼廊が伸び、その先端には

釣殿がつけられていたことが発掘調査によっても確認されている。このような伽藍配置には二つの要素

が含まれているような気がする。つまり、三堂部分は宗教的空間、翼廊部分は寝殿造り的な鎌倉幕府の

離宮的空間であったのではないだろうか。そのことはひとまずおくとして、ここでは宗教的空間である

三堂部分について考えてみることにしたいo 

発掘調査の結果から、三堂の規模は二階堂で桁行五間六四尺、梁行五間五八尺、阿弥陀堂では桁行五

間五四 七五尺、梁行四間四一 七尺、薬師堂は桁行五間五五尺、梁行四間四二尺であったo これをみ

ると三堂のうちで二階堂の規模が大きく、阿弥陀堂、薬師堂は二階堂よりも規模が小さく同規模であっ

たことがわかる〇建久五年（1194）十二月二日、鎌倉の御願の寺社の奉行人について沙汰があった。『吾

妻鏡』によれば、「鶴岳八幡宮」大庭平太景義藤九郎盛長右京進季時図書允清定」勝長毒院」因幡前司慶

元梶原平三景時前右京進仲業豊前介実景」永福寺」三浦介義澄畠山次郎重忠義勝房成尋」同阿弥陀堂」 

前掃部頭親能民部丞行政武蔵大蔵丞頼平」同薬師堂」豊後守季光」隼人佑康清平民部丞盛時」とあって、 

永福寺と永福寺阿弥陀堂と同薬師堂を分別して記載してあり、永福寺はあくまでも二階堂を指していて、 

三堂が対等一体のものではなかったことを小している〇これは『吾妻鏡』建仁三年（1203）十一月ト五

日条の寺社奉行を改める際にも同じ表記を使っており、寛元二年（1244）七月五日条では、「永福寺なら

びに両方の脇堂修理の儀あり。今日事始めなり〇」とあって、二階堂に対して阿弥陀堂や薬師堂は脇堂で

あった。さて、この本堂であった二階堂であるが、その本尊については明らかではない。『吾妻鏡』にも

それに関する記述は見当たらない o 『玉林苑』一永福寺勝景一に「（前略）さても霊場を拝し奉れば〇安

養の聖容は無辺の光を垂o 浄瑠璃医王善逝o 一代牟尼の尊像。（後略）」と三種の仏の尊名が出てくる〇 

「安養の聖容」は安養極楽浄土の阿弥陀如来、「浄瑠璃医王善逝」は東方瑠璃光浄土の当主で医王如来と

もよばれる薬師如来、「一代牟尼の尊像」は釈迦牟尼如来のことであり、このうち、阿弥陀如来と薬師如

来は三堂のうちに堂があり、消去法によれば、三堂の中に尊名の無いのは釈迦如来だけとなる o 従って、 

尊名の付けられていない堂は二階堂だけとなるので、二階堂の本尊は釈迦如来であった可能性が高い。 

さらに、大分県の臼杵市にある「臼杵石仏群」の中には多くの半肉彫の三尊磨崖仏があるが、これらは、 

天台教義に則って造られたといわれている o その配置をみると、中央に釈迦如来、向かって右に薬師如 
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来、向かって左に阿弥陀如来である〇 

天台宗の根本教義は法華一乗であり、それからいっても、創建期において、天台宗寺門派の強い影響

下にあった永福寺の本堂である二階堂の主尊は釈迦如来であった可能性は極めて強い o 堂前池の存在に

よって、これを浄土庭園と見倣し、従来、二階堂の本尊が阿弥陀如来とする見解が強いが、現世仏であ

る釈迦を中心とした法華憂茶羅の世界を具現化したのが三堂と堂前池からなる永福寺伽藍であったので

ある o 建久三年（1192）十一月二十五日の御堂供養の時には憂茶羅供が修されているo 

創建当初は、天台色の強かった永福寺も時が経つにつれ、東密の影響を受けることとなる。特に、鎌

倉時代後期には極楽寺忍性が別当となり、弘安三年（1280）の鎌倉大火によって焼失した二階堂の復興

を実現させている〇 

ところで、永福寺の宗教的性格であるが、史料でみる限り、永福寺で行われた仏教行事は、受茶羅供、 

御膿悌、一切経供養、舎利会であり、中でも一切経供養はかなり積極的に行われていたようである。永

福寺の境域では 2 ケ所から経塚と思われる遺構と遺物が検出されているが、その詳細は吉田章一郎氏の

考察に譲りたいと思うが、永福寺の宗教的遺構の中心は経塚にあったのかもしれない o 『吾妻鏡』寛元三

年（1245）十月十二日条には「十二日発酉天晴る。久遠毒量院において、如法華経十種供養ありo 導師

は本覚院僧正o すなはち今日永福寺奥山に奉納せらる。これ大納言家の御願として、日来勤行書篤せら

るるところなり。」と、他寺院で書篤供養された写経も永福寺に納められたことがわかる。おそらく永福

寺が鎌倉での納経所としての機能を担っていたものと思われる o 

出土遺物の中で注目されるのは堂前池の北東部で検出採集された木製卒塔婆である〇「南無阿弥陀仏」 

の六字名号を墨書したものは市内の各所から検出されているが、ここでは「大日如来」の墨書のあるも

のが検出されている〇これまで述べてきたように永福寺内では大日堂の存在を示す史料はない。史料に

ないからといって、寺内に大日如来が肥られていなかったとはいえないが、この卒塔婆の存在は特異で

ある o 卒塔婆そのものは、検出地点の奥の亀力淵には中世墳墓群や茶毘所跡が見つかっているので、そ

の供養のためのものとも考えられる〇しかし、ここで注意しなければならないのは栃木県足利市の樺崎

寺跡の存在である〇 

樺崎寺跡には現在樺崎八幡宮があり、この八幡宮は足利義兼の墓所に建てられた赤御堂の跡といわれ

ている〇八幡宮の建つ谷の西側の八幡山山麓には他に同レベルで 3 ケ所の建物跡があり、その位置には

足利氏代々の墓所がかつて存在していたという〇建物はいずれも東面しており、東前面には園池が拡が

っている〇園池は中島と北から張り出す岬を持つo 規模の違いはあるが、永福寺と極めて類似した構造

を持っている〇この園池の北東にあたる地点の平地には間口三間、奥行三間の東に向拝を持ち、構のあ

る建物跡が存在していて、そこにはかつて大日如来が安置されていたというo 永福寺の大日如来の墨書

卒塔婆の検出された位置とほぼ同じである〇或いは、寺地の北東部に大日如来を配することになにか意

味があるのかも知れないが分からないo 類似性のみを指摘しておく。 

いずれにしても、永福寺の場合壮大な伽藍は存在するが宗教的徴証が希薄なことが特徴ともいえよう〇 
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永福寺跡建築遺構の考察 

鈴木 

1 時期区分 

永福寺中心伽藍の建築は、造営時期をもとに四期に分けられる o 

第I期は、源頼朝による創建期で、建久 3 年（1192）から同 5 年の三カ年にわたる造営で二階堂、阿弥 

陀堂、薬師堂よりなる永福寺の中心伽藍が整ったo 

第且期は、寛元・宝治の修理である〇中門、翼廊が再建され、三堂は解体を伴う再建に近い修理がな 

されたo 建長元年（1249)11月23日、再建供養が行われた〇 

第m期は、弘安 3 年（1280) 10月28日火災後の再建である〇三堂と門廊の規模は第I期・且期と同じで 

あるが、屋根はすべて槍皮葺もしくは柿葺に改められたと推定される〇同10年 8 月24日、二階堂修理供 

養が行われた〇 

第W期は、延慶 3 年（1310)11月 6 日焼失後の再建である〇三堂は再建されたが、規模など不詳である o 

翼廊は再建されず、北翼廊東端に二間にー間の建物が建てられた〇 

このように、第I期から皿期まで、三堂と門廊はほぼ同規模であったと推定される o 以下、主として 

創建期の建築について考察する。 

2 中心伽藍の構成と計画寸法 

中心伽藍は東面して並立する二階堂と左右の薬師・阿弥陀両堂よりなる〇中央の二階堂は方五間裳階

付仏堂と考えられ、両脇堂は三間四面堂である〇二階堂と両脇堂の間を桁行五間の複廊で繋ぎ、両脇堂

と複廊は二階堂と背面を揃えて後退して建てられたo また阿弥陀堂南面と薬師堂北面の各西二間目の位

置に南・北両翼廊を構成する南北廊が取り付き、それぞれ五間目で東に折れて東面の池に臨む東西廊と

なり、その中間に中門が開かれた〇このように永福寺伽藍の特徴は東池に臨んで三堂を並立する構成に

あり、特に二階堂を前面に突出し、両脇堂と複廊を後退させている点が注目される。 

二階堂の主屋は桁行五間（64尺）、梁間五間（58尺）の規模である。側柱心より外側 8 尺離れた位置に

径 2 尺程の礎石が 1間毎に据わり、また、側柱から雨落溝までは14尺程である o 主屋外側をめぐる礎石

は裳階柱または縁東の礎石と考え得るが、これを縁東とすると、主屋は重層で下層三手先、上層四手先

斗棋の重厚な建築になる。それよりも京都風の裳階付二階堂の例よりみて、主屋は方五間三手先の建物

で、その周囲に裳階が付くとみるのが穏当であろう o すなわち、二階堂は方七間、総桁行80尺、梁間74 

尺の規模になる。 

二階堂左右の複廊は、二階堂と同じ建久 3 年に建立されたと考えられる〇その理由は、複廊の梁間各 

11尺は二階堂の梁行柱間に合わせたもので、両脇堂のそれに合わないことである。両複廊の桁行柱間は

南複廊が 8.3尺等間、北複廊が 8 尺等間で各々異なるが、二階堂の中心から両複廊の南・北両端柱までの

距離は等しく87尺であり、複廊の計画寸法は、北複廊の桁行柱間 8 尺等間、主屋裳階柱との間隔 7 尺と

考えられる o 

両脇堂は桁行五間（55尺）、梁間四間（42尺）の規模である。二階堂と両脇堂の中心間距離は、阿弥陀

堂125.5 尺、薬師堂126.5 尺で、 1尺の差がある〇これは両脇堂と複廊の間隔を阿弥陀堂11尺、薬師堂12 

尺としたためである〇また、二階堂の中心から南・北翼廊の東西廊内側柱までの距離は南翼廊 195.5尺、 

北翼廊 197尺で、1.5 尺の差があるo このうち何れが計画寸法であろうか〇 197 =87+55X2 であり、北複

廊北端柱から北翼廊東西廊の内側柱までの距離 110尺は薬師堂の桁行55尺の 2 倍である〇これは薬師堂北 
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側柱から東西廊外側柱までの距離が薬師堂の桁行寸法と同じことでもあり、北翼廊の 197尺が計画寸法で

あったと推定される〇 

北翼廊の東西廊は中間に桁行15尺の中門を開き、中門両脇間を含めて西廊が桁行六間各柱間8尺等間、 

東廊が桁行五間各8尺等間で、その先に梁間9尺の妻庇が付き、総桁行は112 尺である〇すなわち、 8 尺

間で14間が計画寸法であり、そのうち東妻庇の梁間を9尺とし、その分中門の柱間を 1尺縮めたものと推

察される〇一方、南翼廊の東西廊は中門西廊が六間で、東廊は三間分を検出したが、その先が破壊され

ていた〇検出した総桁行は88尺、計画寸法は桁行 8 尺等間で11間分、中門の柱間はその内の 2間分16尺

である〇これは東西廊の先端が北翼廊のように妻庇の形にならないことを示唆する。『吾妻鏡』に、永福

寺の釣殿がみえるので、南翼廊の先端には方三間程の釣殿の存在が推定されるo 南釣殿は、西南の中島

越しに深く入り込む谷戸が見通せる位置にある。『玉林苑』永福寺勝景に「先目にか、る釣殿」とあり、 

釣殿は、二階堂および橋とともに目立つ建物であった〇 

二階堂の正面には池の東岸と西岸を結ぶ梁間二間各 8 尺等間の橋が架けられたo 創建当初の橋が最も

長く桁行114 尺程で、時期が下る程池の東岸を埋め立て橋が短くなる。橋の西岸の橋脚位置は＝時期にわ

たり変化がなかった〇二階堂東面裳階柱から西岸橋脚までの距離は約80尺、二階堂総桁行に等しく、二

階堂の正面に80尺四方の前庭が想定されたことがわかる〇 

3 三堂および門廊の考察 

1）二階堂 

二階 堂は方五間裳階付仏堂であるo 平安末期から鎌倉時代の記録には、二階建の仏堂とともに裳階付

仏堂を二階あるいは二階堂と記すo 主屋の規模は桁行64尺、梁間58尺、柱間割は桁行中央間15尺、脇間 

13.5)!.、端間11尺、梁行東第二間と三間が12.5尺、他の柱間11尺等間であるo 柱は径2尺程の丸柱と推定

されているo 軒出は12尺 8寸程（茅負外下角まで、以下同じ）、組物は尾垂木付三手先斗棋と考えられるo 

裳階は梁間 8尺、径 2 尺の礎石よりみて1尺角程の大面取角柱を用い、軒出 5 尺程、平三斗であろうo 

裳階の軒先が主屋軒先と同じか、それより内に入る形は平等院鳳鳳堂と同じ形式であり、この点は裳階

軒先が主屋軒先より外に出る京都・法勝寺金堂や平泉・毛越寺金堂の形式と異なるo 

二階堂の荘厳について、『吾妻鏡』建久 3年10月29日条に「永福寺扉ならびに仏後壁の画図功を終える。 

修理少進季長これを画く。これは円隆寺に模せらる。画図に至りては一事以上彼の如く云々」とあり、 

堂の扉と来迎壁には円隆寺を模して絵画が描かれた。扉は主屋側柱通りに建てられ、裳階は吹放しであ

ったと推察される。また『海道記』（貞応2年）に「次に東山のすそに望みて二階堂を礼すo これは余堂

よりはるかにすぐれて感嘆および難し〇第一第二、重なる権には玉の瓦、鴛の超を飛ばし、両目両足 

（仏像）の並び給へる台には金の盤、雁灯をかかげたり」とあり、屋根に鴛鷺もしくは鳳鳳の飾りをつけ

ていた〇 1）二階堂の本尊は釈迦如来である〇堂内の荘厳については、鳥羽上皇御願の金剛心院釈迦堂が参

照されるo『本朝文集』に収める供養願文によると、釈迦堂は瓦葺三間四面裳階付の仏堂で「二階」とい

われた。仏後障子の表裏に虚空会井霊鷲山の絵を図し、四面各々の扉の内に八相成道の儀式を図絵して

いた。仏壇には本尊皆金色一丈六尺釈迦如来像を安置し、同じく金色の八尺普賢・文殊二菩薩像各一体、 

五尺五寸四天王像各一体を安置していた〇永福寺二階堂の母屋方三間は前二間通りと後方一間通りに分

かれる。前二間は12.5尺等間で、梁間25尺、後一間は11尺であり、前二間が身舎に相当するo 毛越寺金堂 

（円隆寺）を模したという二階堂は、本尊を身舎に安置したと考えられる〇本尊は丈六の釈迦如来と推定

され、仏壇は身舎背面中央間の来迎壁前に置く平安朝以来の形式であろうo 身舎の上部架構は、平等院

鳳風堂と同じ二手先斗棋にて折上組入天井を上げる形式、後方一間部分は組入天井と考えられる〇主屋 
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側柱の高さは、裳階柱との関係から、裳階床上より22尺程と推定される o 身舎の梁間は25尺であり、身

舎柱と側柱が同じ高さのいわゆる殿堂形式とするのが格式ある二階堂にふさわしく、これによると身舎

の天井高さは29尺程になる〇主屋入側柱は上部を頭貫のみで繋ぎ、後方一間部分の西南および西北隅を

壁とし、来迎壁とともにそこに壁画が描かれたと推定される o 主屋の庇は繋虹梁の上に組入天井を張る

形式であろう o 扉絵の画かれた板扉の位置は正面中三間、両側面前一間と複廊が取りつく西第二間目、 

それに後戸が推定される〇他は壁もしくは連子窓で、連子窓の場合も盲連子として内に壁画を描いたか

もしれない。裳階は床を長押一本下げて柱間を吹放し、正面中央三間の屋根を切上げる形式で、正面中

三間の板扉は内法を高くしていたであろう〇天井は化粧屋根裏、柱以下斗棋、桁、繋虹梁、化粧垂木な

ど大面取りであるo 

屋根は三堂ともに本瓦葺である o 永福寺の構成は中心の二階堂を前面に出して立体的に見せること、 

それに対して両脇堂と左右の複廊を後退させ、高さを抑制して控えめに見せる意匠であったと想像され

る o とすると、二階堂の屋根は立体的な入母屋造が最も相応しいであろう o 両脇堂はそれに合わせて人

母屋造とする案が考えられる〇二階堂の正面中間と左右前端間に設けた階段は擬宝珠柱を立てた登り高

欄が付く o 裳階柱から擬宝珠柱までの心々距離は正面 7 尺程、側面 5 尺程で、 2 尺の差がある o 階段前

面が擬宝珠柱心に一致するとして参考までに裳階床高を算出すると、正面階段を 8 級として踏面約 8.3寸、 

蹴上を 6 寸程とすると裳階床高は 5 尺 4 寸程になる〇また、側面階段を 6 級として踏面約 7.8寸、蹴上を 

7.2寸程とすると裳階床高は 5 尺程になる o 裳階柱の内側、主屋床下に木製基壇が造られた。基壇出は 5 

尺、高さは 2 尺程と推定される。木製基壇は、第丑期に同じ高さの凝灰岩壇正積基壇に改修された。 

2 ）阿弥陀堂と薬師堂 

阿弥陀堂と薬師堂は本瓦葺三間四面堂である〇規模はともに桁行55尺、梁間42尺、柱間割は桁行中央

間15尺、両脇と端間各10尺、梁行中央二間各11尺、端間10尺である〇二階堂と同じ木製基壇上に建つ板

敷の仏堂で、基壇の出 4 尺、高さ1.6 尺、軒出約 9 尺、縁の出 6.7尺である o 柱間割に見られる両脇堂の

特徴は、中央間を広く二階堂と同じ15尺とすることである o これは柱を太く木太い建物とし、また中央

間に対する内法高さを低くして左右の廊への連続感をもたせることを意図したものであろうo 

『吾妻鏡』建久 5 年11月 7 日条に、薬師堂の扉を建てたことがみえる o 平成 4 年度の阿弥陀堂前方池の

調査で、第I期の池底から表面に螺鋼仕上げを施した断面八角形の木製部材の断片や金銅製飾金具が出

土し、堂内荘厳の様子が窺えた〇二階堂と同様、両脇堂にも扉絵および壁画が図されたと推察されるが、 

それを伝える資料を欠く0 同規模の例に、仁和寺の高野御室が大聖院内に建立し、保延 5 年11月に供養

された檎皮葺三間四面の阿弥陀堂（無量寿院）がある o 阿弥陀堂は四柱に極楽浄土、後壁に阿弥陀と観

音・勢至各一体を図し、金色一丈六尺の阿弥陀如来を安置していたo2）また、薬師堂については毛越寺の

金堂と嘉勝寺が参照される〇両堂とも三間四面の主屋周囲に吹放しの裳階を付けた建物で、金堂は本尊

丈六薬師と十二神将を安置し、嘉勝寺は四壁並びに三面の扉に法華経廿八品の大意を彩画し、本尊丈六

薬師を安置していた。永福寺両脇堂も本尊は丈六仏と推定され、母屋背面中間の来迎壁前に仏壇を造り、 

壁画、扉絵、柱絵が描かれたと想像される o 両脇堂は母屋柱を側柱より高くした形式と考えられ、母屋

は高さ17尺程の組入天井、庇は化粧屋根裏天井と推定される〇側柱の径は 1.5尺程、縁床上よりの柱高さ

は二階堂の裳階柱より高い12-12.5尺程で、組物は出組もしくは二手先斗棋であろう。阿弥陀堂と薬師堂

の正面に設けた擬宝珠登高欄付の階段は縁東心よりの出が各々 4.3尺と 5.3尺で、 1尺の差がある。参考

までに両脇堂の縁床高を出してみると、阿弥陀堂の階段を 5 級とすると踏面約 7.4寸、蹴上を 6 寸程とし

て阿弥陀堂の縁高は 3 尺 6 寸程、また、薬師堂の階段を 6 級とすると踏面約 7.8寸、蹴上を 6 寸程として 
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薬師堂の縁高は 4 尺 2寸程と算定される〇これは阿弥陀堂の地表面が薬師堂より約6寸高かったことを

示す〇 

3）南複廊と北複廊 

複廊の計画値は桁行五間各 8尺等間、梁間二間各11尺等間である〇正面と背面に幅 6 尺の縁が付き、 

柱は径1尺程の丸柱、柱高さは縁もしくは床上より 8 尺程と推定されるo3）屋根は切妻造本瓦葺、軒出は 

7尺程であり、三斗組もしくは出三斗組、二軒であろう。当時一般的な三棟廊と推定され、上部は虹梁

板墓股に化粧屋根裏天井と考えられる。 

建久3年11月、二階堂供養の時、両複廊は聴聞所に当てられたと思われるo 『吾妻鏡』同4年11月27日

条に、薬師堂（阿弥陀堂カ）供養の間、安田義資が艶書を投げ入れたという女房聴聞所は南複廊ではな

いだろうかo 複廊は東側一間通りを廊とし、西側を部屋として囲い、東面に蔀戸、南北両端に妻戸、西

面に連子窓をたてていたと推定されるo 

4 ）南中門と北中門 

南中門は桁行一間（16尺）、梁間二間（12尺）各 6 尺等間の規模で、建て替えが認められた〇主柱、袖

柱とも丸柱とし、創建期の主柱は径1.7 尺の掘立柱、袖柱は径1尺程の礎石立であるo 北中門は三期の遺

構が確認されたo 規模は各期とも同じ桁行一間（15尺）、梁間二間（12尺）各 6尺等間であるo 主柱、袖

柱とも丸柱で、創建期には主柱径1.5 尺、袖柱径1尺、ともに掘立柱であった〇軒出は 5尺程であるo こ

れにより、両中門は切妻造の四脚門と推定される〇創建期の屋根材料は瓦葺もしくは槍皮葺と推定され

る 

中門の形式は同時代の四脚門を参照して、主柱を冠木長押で繋ぐ和様の四脚門と推定したo 組物は大

斗肘木もしくは平三斗、妻飾は虹梁板墓股、軒は二軒繁垂木である。内法高は唐敷居から冠木まで柱間

の 8 割程、扉は鎌倉時代の絵巻に描く中門廊を参考にして外開き板扉とし、権付内側竪板張り、外側横

桟打の形式と推定したo 

5）南翼廊と北翼廊 

南翼廊は、東西廊南側が後世の溝により破壊されて遺構の残存状態が悪く、中門主柱位置に残る柱根

と礎石掘方を基に平面規模を復元したo 南北廊の梁間は11尺、桁行は隅間を除いて、四間各 8尺等間、 

東西廊の梁間は12尺、桁行は柱間各 8尺等間で、中門脇間を含めて西廊は六間であり、東廊は三間分を

検出したが、その先が破壊されていたo 内庭側に幅 4.3尺程の縁が付くo 南面と西面の縁は撹乱のため不

明であるo 

北翼廊は三時期に及ぶ同規模の遺構を検出し、さらに第W期に翼廊東端位置に桁行二間、梁間一間の

建 物が建てられたことを確認した。南北廊の梁間は11尺、桁行四間の柱間は北一間が 9尺、他 8 尺等間

であるo 東西廊の梁間は12尺、桁行は中門西廊が六間、東廊が五間で各 8尺等間、その先に池に臨んで 

9 尺の妻庇が付く0 南北廊は三時期とも礎石立、それに対して東西廊は礎石と掘立柱を併用していたo 

すなわち、第I期は西廊が礎石、中門と東廊が掘立柱、第且期は中門を含めて東西廊すべて掘立柱、第 

m期はすべて礎石立であった〇柱は径9寸ないし 1尺の丸柱である。妻庇東端の柱は 7寸6分角程の大

面取角柱で、面の大きさは 1寸 3分 2厘、5.75分の 1面である。4）これは第且期の柱であるが、第I期も

同じ角柱であったと推定されている。 

北翼廊南北廊の床組は、隅間を含めて梁行方向に大引を半間毎に渡して根太を受ける構造であり、特

に柱位置では丸柱の側面から大引を抱かせているo この工法は平泉の嘉勝寺にみられるので、東石は第

皿期に使用されたものであるが、創建期に遡る可能性がある。南北廊の東西両面に側柱からの出を異に 
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する縁東石と雨落溝石列が検出されたo 西面は縁幅4.3 尺、雨落溝出 6尺、東面は縁幅 5尺、雨落溝出 

6.6尺である o 東西で寸法が違うのは時期が異なることを意味する o 東面の溝は石列の乱れや石材などか

ら弘安頃の遺構と考えられているので、西面の遺構は第I期もしくは且期に遡ると推定される 0 

中門西廊は床組の工法を示す資料を欠くが、南面の縁束石と雨落溝石列は南北廊東面のそれと同じ位

置にあるので第m期の遺構と考えられる〇北面の雨落溝は側柱からの出が 6尺であり、第I期もしくは

第且期の遺構であろう o 北面には縁がなく、西第一間と二間の位置に踏板を受ける東石が残存し、南北

廊北端に妻戸を建てたらしい o また北面西第一間から三間の礎石間に残る地覆石（玉石列）は北面床下

に壁が付くことを示すo これらは第皿期の遺構である〇中門東廊では東妻庇を含む東四間までの柱間に

おいて、掘立柱の足元を地中で繋ぐ梁行方向の横架材を検出した〇これは第且期の遺構と推定されてい

る〇且期の柱はI期の掘立柱を地中で切断してその上に立てたものがあるので掘方が浅く、そのための

補強と考えられるが、同じ条件にある東五間目の柱にそれがないので、且期の東廊は東四間部分が板敷、 

東第五間から中門までが土間であった可能性がある。一方、東廊の南面に検出した縁束石と雨落石列は

第皿期の遺構である〇縁東石の残存状態から、第皿期の東廊は中門東柱の位置まで板敷であったことが

知られる o 以上のように、北翼廊の床は第且期と皿期でやや異なることが推測できる。創建期の床は不

詳であるが、第且期と同じに考え、縁幅を 4.3尺、軒出を 5尺程と推定した。両翼廊の屋根は切妻造で、 

隅部が振隅になる。屋根材料は基本設計では槍皮葺を提案したが、昭和60年度の発掘調査で南翼廊東端

位置から第I期の鐙瓦が出土し、その大きさは同形式の第I期鐙瓦に比べて小型であることが指摘され

ている o したがって、屋根葺材料は今後の課題としておきたい。 

翼廊の復元にあたり、板敷回廊の古式を伝える厳島神社回廊と春日大社御廊および土間床であるが南

北朝期の春日大社本社回廊を参照した。翼廊の高さは三堂および中門と密接な関係をもつので単独では

決められないが、上記の回廊を参照し、一応の目安として縁もしくは床上よりの柱高さが桁行柱間 8尺

を越えないようにした。5）上部架構は平三斗に虹梁永扱首もしくは板墓股、軒出は 5尺程、二軒半繁垂木

と推定したo 北翼廊東端の妻庇は大面取角柱を用いており、舟肘木、桁、繋虹梁、二重垂木など大面取

を施すo 翼廊屋根が瓦葺であっても、妻庇の屋根は槍皮葺であろう〇柱間装置は内庭に面する柱間をす

べて吹放し、外側を連子窓として北翼廊の南北廊北端に妻戸を立てる o 妻庇は釣殿形式であるので、柱

間を開放して三面に高欄付切目縁をめぐらしたo 

（注） 

1)『東関紀行』（仁治 3年）に「二階堂はことにすぐれたる寺なり。鳳の萱、日にかがやき、（後略）」とある。 

2）『仁和寺諸院家記』所収の「古徳記」。 

3）南北朝期の春日大社本社回廊を参照した。 

4 ）平等院鳳鳳堂の裳階柱は 8寸 5分角の大面取角柱で、面の大きさは1寸 5分、5.67分の 1である。 

5）これについては、『営造法式』巻五・柱の項に廊の柱長さについて「もし廃堂などの屋内の柱は皆挙勢に随ってその短長を定め、 

下櫓柱を以て則とする。〔もし副階、廊舎の下槍柱であるならば、長くても、柱間の広さ以上にはしない。〕」と注記するのが参考にな 

る。 
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永福寺跡の庭園遺構について 

龍居竹之介 

長年にわたる発掘調査は、まずそれ自体が大事業である o それだけにそこから得られた数々の成果は、 

貴重な知的財産でもあること言をまたない。 

国指定史跡永福寺跡の調査は、特に鎌倉時代の文化相を再発見する上で、意義深い作業である o 昭和 

6年に赤星直忠氏や森慈氏などによって着手された発掘調査が、紅余を経つつ断続する形で現在の環境

整備事業にかかわるという目的のもと、大きな展開を見せたことは、社会的に遺跡の価値が認知された

ためにほかならない。これも関係者の努力の賜物である。 

そのような中で、実はもっとも発掘調査の困難なものが、庭園であろうかと考えられ、常に担当者諸

氏の苦労腐心のほどに、頭が下がるばかりである〇そのような点に感謝し敬意を表しつつ、以下に永福

寺跡の庭園遺構をめぐる二、三の所見を綴ってみたい〇 

建造物とのかかわり 

十分認識されているはずだが、つい忘れられがちなのは、建造物と庭園を一体として見ようという姿

勢である。別個にとらえて考察を進めた結果、両者が整合せず判断に苦しむ例があるのはこのためだ。 

永福寺の場合、二階堂を中心に北に薬師堂、南に阿弥陀堂が並び、そろって東面する形をとっている o 

これに付随する庭園は三堂全体を荘厳するものであると同時に、三堂それぞれの内外から眺めて別世界

を感得させるようなものでなければならない。 

平坦地の西側一杯に三堂を寄せて、東側に可能な限りの庭園部分をとったことは、これを計算に入れ

ての方策に違いないo 『東関紀行』 に「楼憂の荘厳よりはじめて、林池のありとにいたるまで、殊に心と

まりて見ゆ」といい、『海道記』に「見レハ又、山ニ曲水（木）アリ庭ニ怪石アリ。地形ノ勝タル、仙室

トムツヘシ」とあるのは、三堂と庭園とがよく融け合って一仙境を生んでいたのを示しているものとい

える o 

周囲を山で囲まれた地形は、どことなく平泉の金色堂東南下の大池跡あたりと似通った感じもするが、 

隔絶された世界を構築するときは、このような場が好適であろうこと想像に難くない o 

三堂から池泉までの間に広がる平坦地は、行事のために必要であったろうが、池の東岸から眺めたと

き、建造物の威容を助長させる意味でも大切な空間であった。池泉に建造物の姿を倒影させるための討

算もふくんでいたかも知れない。 

二階堂正面に架せられた橋の存在、これもまた見逃すわけにはいかない。架け替えられるごとに、そ

の規模は変わっていくと考察されているが、それだけ早く三堂に近寄りたいとの意識が生じたためとも

思えるし、池護岸の修景に力がこもってきたためだとも見ることができる。 

北翼廊、南翼廊と池泉の関係も、解明が進められているが、時代によって遺水のもたらす景観の価値

判断に差のある理由、意匠が変わる理由などについては、未知数である〇実はこれも翼廊とのかかわり

を、さらに検証するべきだろう〇 

庭園の構成をめぐって 

平安文化への傾斜から生まれた平泉文化、それは庭園を考える I- でも、大切なキーワードである。寝 

殿造系統の建築にともなった、いわゆる寝殿造庭園の雰囲気をト分に感じさせるものが、奥州にまで伝 
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播したことは、驚嘆すべきことであろう〇 

その平泉文化をさらに関東へ引いたのが、源頼朝であり、その具現化が永福寺であったことは、誰し 

もよく知るところであるo 

平 泉の毛越寺庭園は、寝殿造庭園についてのテキストブック『作庭記』をよく参照して牛み出されて

いる。隣接する観自在王院の庭も、少し離れた場所の無量光院の庭も、それぞれ同じである〇 

三堂の前に広庭をしつらえ、その先に池泉を構え、それをめざして翼廊をのばし、さらには池泉に橋

を渡すといった構成は、平泉からの移入である〇しかしそれは平安京で生まれ、黄金花咲く奥州に写さ

れたという経緯を持った庭園であるから、完全なコピーとはいいがたいo 

特に『吾妻鏡』にいう「数万の怨霊を宥め」といった創建意図から思うに、その行事の中心的存在と

なる二階堂建設への情熱が先行して、庭園の構成には特別な感懐などないままに、進行したとも考えら

れる。池泉の面積が三堂に比して大である割には、平面構成、立面構成ともさして複雑でないこと、あ

るいは景観上、重視すべきいわゆるビューポイントが少ないことなどから、それは感じられてならない〇

数度におよぶ改修の結果、単調なものとなったという見方もあろうが、現在の知見だけからいえば、 

むしろ逆に手を加えてきていると考えられ、その意味では当初の姿は二階堂に比べて、おとなしいもの

であったともいえそうだ。 

寝殿造庭園の橋は一般的に中島を結ぶ形で人を対岸に導く。従って二橋以上を架けることになる〇 

つの中島に両岸から橋を渡す形が普通で、毛越寺はその一例である。これに対して永福寺の橋は つで

あり、現在のところは中島も認めにくい。つまりこの橋は景観の上から重視されているようであって、 

機能的にはさほど力があったものとは思えない。そのような点も、のちに阿弥陀堂前の橋の出現につな

がってくるのではないだろうか。 

これもふくめて人の動線が判然としないのは不思議であるo 北翼廊の遺水のありようの半端なことも

同様で、これらが全体構成の中でどのように位置づけられていたかを考えてみると、まずは壮観を極め

た平泉の形の移人に心をつくすことにスタートした「永福寺の事始」（『吾妻鏡』）であったと、思い当た

る気持もわいてくるのである。 

いずれにしても、永福寺庭園はその構成についてさらに掘り下げる必要があるだろうo 

庭園の細部意匠など 

永福寺の池泉の汀線は洲浜が主となっている〇ゆるい勾配の傾斜面に砂利を敷きつめるといったもの

だが、その間に景石を配してアクセントをつけている〇 

三堂前の西岸では洲浜が創建当時からつくられていたと考えられており、時期が下るごとに汀線の大

方は洲浜と化していったようだが、現実に汀線の意匠で変化しやすいのは、洲浜であるo 護岸の位置変

更を意図して行う場合は当然だが、砂利敷が崩落、陥没することによって、または水位の変化によって

などさまざまな事象により、洲浜の形状は変わりやすいo 

逆にそれだからこそ、汀線全体を簡単に洲浜に変えるのだともいえよう。永福寺もたび重なる改修に

よって、ほぼ全面的に洲浜となってきたのは、当然のルートをたどってきてのことであった〇 

池中立石や岩島など、残された石の景観もいろいろあるo いずれも創建期に成立したと考えられるも

のは、基礎をしっかり固めて、手がたく立てたり組んだりしている〇これに対して時代の経過につれて、 

基礎づくりを省くといった傾向が見え、景石に対するつくり手の安易な態度がのぞかれるようになる〇 

阿閣梨静空の弟子の静玄が頼朝に召し出されて、池に石を立てあるいは数十個の石を積んで岡のよう 

一三
口
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「 

にしたなどという『吾妻鏡』の記事とは大分ようすが違ってくるのである o 

これらからは、創建期が頼朝の直接の指示による工事であり、 丸となっての作庭ぶりであったこと

が裏付けられよう o 同時に仕事に当たる者すべてが怨霊を鎮めるとの意識をもっていたことも、骨のあ

る仕事をさせることにつながったのであろう〇 

北翼廊脇の遺水の変遷がたどれるようになった現在、いかに庭が人為によって相貌を変えられてしま

うかといった点も、よく理解できるはずだ。 

それは給排水の状況の変化に左右されるのかも知れないが、結局はどのような形に納めれば形がよろ

しいかという意識のもとに変容するといえよう〇同様に見所をふやしたいとの思いが強ければ、石組が

多くなってくるのである o いわば追加景観である〇 

庭園の意匠に影響をおよぼす原因は多彩だが、以上のほかに大きな要因となるのは、植栽と周辺の植

生の変化といった事態である〇植栽は当初こそ計画的に進められるが、管理次第で姿が整わなくなり、 

景観は変わる o 自然の植生の変貌は大きくいって、環境の変化にもつながってくる〇 

このような状況下にあると、永福寺の創建期の植物環境をとり戻すのは至難の技であって、むしろ現

在のありように、どれだけかつての姿が加えられるかといった折衷案におちつかざるを得ないのである〇

庭園の要素である石、木、水はいずれも変容するのであって、これが庭園の顔を変えていく原因でも

ある〇細部意匠のありようの検討には、より一層の注意が必要なことは、いうまでもないところだo 

むすび 

永福寺庭園の発掘調査が進み、その全貌が判然としてくるにつれ、改めて鎌倉時代の庭園がこれを契

機として解明される日が近付いているような思いにさせられる o 

反面、庭園は変わっていくという現実に直面させられるのも、発掘調査によってなのである o その意

味で庭園遺構ははっきり見定めて、現代の目で現在の環境の中に、いかに生かすかを、管理する目も備

えて決定したい。 
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永福寺跡出土の金工 

中野 政樹 

永福寺発掘調査によって発見された出土遺物はかなりの量に達しているが、瓦・土器・漆器に比べ、 

金属製品は以外と少なかったo 完存して発見されるものはなく、いずれも断片であり、なかには擢災の

跡を示すものが多く見られたo この点から、出土遺品は寺院焼失後、焼跡の整理が行われ、その際に見

落されたと思われるものが、今回の発掘調査によって発見されたと考えられる〇再利用できる金属品の

少なかったことは焼跡整理が良く行われていた結果ともいえようo 

銅製品のうち、飾鋲・銅釘・飾金具などの中には八双金具や角縁金具とおもわれるものがあり、これ

らは厨子・経机といった仏教関係の工芸品を飾った飾金具の一部とおもわれるo なかでも飾金具（平1図 

37-11) は宝相華文透彫したものであるが、観心寺蔵金銅花瓶の透彫と文様・彫趣ともに近いものがあるo 

出土金工品のうち、明らかに仏具といえるものに幡頭飾金具 3個（平4図15-3.4.5）があるo 幡頭の吊金具

であり、いずれも精級な作技を示す格調の高いものである〇そのーつには山形をした宝相華唐草薄肉彫

板の間に木製薄板を二枚重ね、左右からハの字状に挟み込められているo また他の幡頭金具には木片に

布を縫い付けた跡を残しているo このことからも、これらが裂製幡の幡頭を飾る金銅吊環金具であるこ

とが知れる〇当初の裂幡全体を推測することはできないが、宝相華唐草文薄肉彫板を用いた精巧華麗な

ものである〇出土品のなかに見られる金銅鈴もこのような幡や華蔓に付属していたものであったとおも

われる〇この幡頭飾金具は宝相華唐草文を薄肉彫した金銅板がもちいられており、その彫法や文様は靭

淵八幡宮所蔵の神輿の幡装飾金具に通ずるものがあり、制作期のほぼ近いものとみることができようo 

花唐草文金具（平5図13-28)、は表裏とも同文様の薄肉透彫板であるo 上部に吊座、下部に小穴が穿けら

れ、連結用の銅線が付けられており、天蓋や幡・華憂の垂飾の一部とみられる。同じような金銅透彫飾

金具は神奈川県称名寺蔵の華受に下げられた垂飾にもみられるo 

また珍しいものとしては蓮華蓄形（平6図23-14) が挙げられるo これは木製黒塗の蓮蓄形に金銅の受座を

つけたもので、なににもちいられたのか問題もあるが、その形状は伊勢神宮正殿の高欄居玉と類似して

おり、高欄の装飾のーつではないかと考えられるo 飾金具のうち、蓮華飛雲文透彫断片は表面に蓮華と

飛雲の文様を薄肉彫したもので、羅災し変形しているが、当初の華麗さをおもわすものであり、仏像の

宝冠の一部などが考えられるo 

これら出土した金銅飾金具はわずかであるが、当時の寺院荘厳の豪華さを偲ぶことができるといえよ

うo 

このほかに貨幣が出土しているo 八枚を数えるが、いずれも当時わが国において通用されていた中国

舶載の宋明銭である〇 

鉄製品の多くは建築用の鉄釘であるo 大形のものがあり、なかには翼廊先端の角柱とそれに伴う横木

を留めていた状態で出土したものもある。また、鑓・目鍵や雇釘などといった建築用の特殊な鉄器がみ

られる〇大形の鉄鍵は堂舎などの大きな建築物の構造材を打ちつけて結合していたものであり、雇釘は

部材と部材の間をとめたものであろう0 

鉄製利器としては刀子・剃刀がかなり出土しているのが注目されるo 剃刀のなかには刃部が研ぎ疲れ

磨り減ったものがあるo 日常長く使用されていたものが、土中したといえようo 

飾金具関係 

1 飾鋲（図15-23), 1個 銅製鍍金 八花形 径1.6、中心穴径0.4 3区の瓦積み面下出土 
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2 飾鋲（図15-15), 1個 銅製 菊座平円頭 釘付 径0.8、釘長1.9池中より出土 

3 釘（図15-32). 1本 銅製長2.8. 1 区」面出土 

4 釘（図15-33). 1本 銅製長3.6, 断面方形 6 溝出土 

5 釘（図15-18), 1本 銅製長2.6、 棒状 2 区池汀線出土 

6 飾金具（図15-16). 1個 銅製 縦3.0、横4.3、厚2.5. 断面蒲鉾形 小口金具内部に木質遺存 3区

池中出土 

7 飾金具（図15-14), 1個 銅製 板状 長14.5、幅0.7、両端と中央に小穴あり、そのうちのーつに銅

釘が残る。両端は花先形をしており、器物の縁飾である八双金具とおもわれる。 1 区」期池中出土 

8 飾金具（図15-15). 1個 銅製 板状 長さ（34.8)、細長い板状で、上下二条の細線の間に小珠文連線

を打ち装飾している〇小穴があり、器物の縁飾金具とおもわれるol区池中出 fi 

9 縁飾金具（図15-19). 1個 鍍金 長7.0, 3区池中出土 

10 飾金具（図15-13), 1個 銅製鍍金 宝相華唐草文透彫 長16.0、両端花先形で目釘穴を持つ。透彫

板に裏板を当てており、形状から器物の角を飾る八双金具とおもわれる o 翼廊先端池中出土 

11 飾金具断片（図37-4), 1 個 銅製 蓮華飛雲文透彫 長8.5、厚0.3、銅板の表面に蓮華と飛雲を薄肉

彫した断片である。火災に遭ってかなり変形しているが、当初はやや反りをもっていたものとみら

れる。文様は一部欠損しているが左右相象的であり、下の蓮華の花弁端に3個所、飛雲の端部に1個

所、それぞれ銅製の釘が貫通し裏面から叩きつぶされており、なにかに打ちつけられていたものと

考えられる o 仏像の宝冠などが考えられる。 A面覆土出土 

12 飾金具（図37句,1個 銅製鍍金 宝相華文透彫 長16.0、幅5.0、高0.2、中央は無地で中心に 1 辺0.8 

センチの角形小穴が裏より穿たれている o 当初はここにさらに飾金具で飾られていたものとおもわ

れる〇左右の花心に取付用とおもわれる小穴があり、銅釘が貫通している。形状からみて須蒲壇の

高欄などにとりつけられた飾金具と考えられる〇 A面覆土出土 

13 飾金具（図37-5), 1個 銅板 鍍金 厚約0.3、薄肉彫 宝冠の部分かともおもわれる。A面覆土出土 

14 縁金具（図39-12), 1個 銅製鍍金 現存長14.7、途中で折れ曲がる o 表面に銀色に輝く部分があり、 

銀鍍金し上に金鍍金をほどこした可能性も考えられる。 2 区トレンチ 7. 8内C面覆土出土 

15 幡頭金具（図37-1). 1個 金銅板製 縦9.0、横3.6、魚々子地に宝相華文を線刻した厚0.1センチ金銅

板を表裏二枚合わせとし、先端に吊金具を取付けたもので、左右上下四個所を釘で穿ち内部の木心

をとめている〇被災による熱をうけて変色しているが、鍍金していたものである。 A面覆土出土 

16 幡頭金具（図37-2). 1個 金銅板製 縦8.7、横5.0、魚々子地に宝相華文を線刻した厚さ0.3センチの

金銅板を表裏二枚合わせとし、先端に吊金具を取付けたもので左右上下四個所をとめるが内部の木

心は遺存していない〇被災による熱をうけて変色しているが、鍍金していたものである。 A面覆土

出土 

17 幡頭金具（図37-3), 1個 金銅板製 縦8.4、横4.6、魚々子地に宝相華文を線刻した厚0.2センチ金銅

板を表裏二枚合わせとし、先端に吊金具を取付けたもので、左右上下四個所を釘で穿ち内部の木心

をとめており、布裂を縫い付けた糸の痕跡と小穴がのこる〇 A面覆土出土 

幡頭金具の15.16.17はいずれも同様の形式・技法によるのであるが、寸法・文様・彫技表出など若干の

違いが認められる。15は地金も厚手で最も繊細な彫技を示している o 金銅板にはさまれた木片は薄板を

二枚重ねたもので、左右からハの字状に組まれ挿し込められているo16は木片を欠しており、17には布

を縫い付けた跡を残している。薄肉彫と透彫の表現はことなるが、この金具にみられる文様と類似する 
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ものに鞭淵八幡宮所蔵の国宝神輿に附属する金銅透彫幡がある〇金具の形状や宝相華文線刻の様相から

みて何れも鎌倉時代のものといえる〇 

18 飾金具（図32-1), 1枚 銅製 長5.6、左右対象の花唐草文薄肉透彫金具で表裏とも同様である。上部

に吊座をつくり下部には小穴があけられ銅針金が通っている〇天蓋や幡・華憂の垂飾の一部とみら

れる。 ifi期遺構面覆土出土 

19 蓮華蓄形（図28-19). 1個 花弁部は径5.0、現存長10.2、被災し傷損しているが、花蓄部は木製黒漆

塗で、縦に剥ぎ合せ、鉄鑓で 2 個所を接合している o 焼損し詳らかでないが、蓄の外面は黒塗金箔

貼の可能性もある o 花蓄受は金銅製 径9.8、厚0.3、表面に花弁状の文様が薄肉彫されている。焼損

しているが裏面と蓄と接するところに鍍金が残り当初は全面に鍍金されていたといえる o 蓄と金銅

受の取付には長1.6-1.8、の銅釘が4本用いられている03区A面まで出土 

20 金銅鈴（図15-17), 1個 銅鍛製鍍金 径1.7、なかに珠を入れる o 頭部に吊金具がつく。2区汀線

出土 

21 金銅鈴（図33-12), 1個 銅鍛製鍍金 径1.8、ややつぶれているが依存状態はよい。鍍金の跡が残って

いる o 皿期遺構面出土 

22 数珠（図42-11), 1個 水晶製 算盤形 径0.9、穴0.15 5溝注ぎ口付近出土 

23 金銅製品（図32-3), 1個 3.2X4.2、凸面にわずかに鍍金残る。被災し原形をとどめていないが飾鋲

かとおもわれる〇皿期遺構面覆土出土 

24 金銅製品（図32-2). 1個 鋳造 厚さ約0.6、鍍金の跡あり、仏像の一部かとも考えられる〇 m 期遺

構面覆土出土 

25 金銅製品（図33-11), 1個 円形 径7.0 、厚0.4、側面に波状文様の象巌があり、径0.5センチの穴が

対角線上に開けられている。用途不明o 皿期遺構面覆土出土 

26 金銅製品（図32-4), 1個 用途不明残存長2.7、厚0.3. ifi期遺構面覆土出土 

27-1 大観通宝（平 4 図17-5). 1枚 銅製 中国北宋銭 1107年初跨 池中出土 

27-2 洪武通宝（平 4 図17-5), 1枚 銅製 中国明銭 1368年初跨 池中出土 

28.29.30 嘉祐通宝（平 5図13-24.25.26). 3枚 中国北宋銭 1056年初鋳 皿期遺構面出土池中 

31 天聖元宝（平 5図13-27), 1枚 中国北宋銭 1023年初鋳 皿期遺構面出土池中 

32 照寧元宝（平 7 図42-23), 1枚 Iv期2面直上出土 

33 政和通宝（平 7 図42-24), 1枚 Iv期2面直上出土 

34 濫寧元宝（平 7 図44-35), 1 枚 中国宋銭 初鋳1068年 池中出土 

鉄製品 

1 鉄製品（昭63図38-1) 

2 鉄製品（昭63図38-2) 

皿期遺構面出土 

3 刀子（昭63図38-3), 

2 区池中出土 

4 刀子（平 5図13-17), 

5 刀子（平 6 図23-10). 

6 刀子（平 7 図42-22), 

1 個 箆状形 全長2.3、幅1.3-0.5、厚0.4. 3区池中出土 

1 個 薄板状 残存長5.3、幅2.1、厚1.5、片側に径0.3センチの小穴ありol区 

1本 現存長13.2、関幅1.2、茎は長く目釘穴1個 切先を欠損する研ぎ減りが著しいo 

1 本 長18.3、途中で折曲損片刃 II 期遺構面覆土出土 

1 本 残存長12.1、幅2.0、片切刃目貫穴を穿つo3区A面まで出土 

1本 現存長16.2、幅2.7. IV期2面直上出土 
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7 刃物（昭63図38-4), 1本 全長20.3、片刃の刃部と東部からなり、剃刀とおもわれる。 3区池中出土 

8 剃刀（平 5図13-18). 1本 残存長14.7、中央は身幅が狭くなっている。且期遺構面覆土出土 

9 鉄鉄（図35-1め、 1本 全長10.0, 鉄先長5.8. 11期遺構面覆土出土 

10 鉄釘（図9-25). 1本 約長18.0、礎石No.37出土 

11 鉄釘（図9-21). 1本 欠損 礎石No.38出土 

12 鉄釘（図9-22), 1本 欠損 礎石No.34出土 

13 鉄釘（図9-24). 1本 約長18.0、礎石No.40出土 

14 鉄釘（図9-23), 1本 約長さ15.0、礎石No.36出土 

鉄釘 はいずれも建築用の釘でありとくに13鉄釘は翼廊先端の角柱とそれに伴う横木を留めていた 

状態のまま発見されている〇 

15 鉄釘（図39-13). 1本 長さ8.4, 断面四角形 池中より出土 

16 鉄錐（図35-1の,1本 長9.6. 11期遺構面出土 

17 鉄釘（図35-17). 1本 長6.6. II期遺構面覆土出土 

18 鉄釘（図36-30), 1本 長6.7. II期遺構面覆土出土 

19 鉄釘（図36-31). 1本 長9.0. 11期遺構面覆土出土 

20 鉄釘（図36-29), 1本 長12.5. 11期遺構面出土 

21 鉄釘（図40-5). 1 本 長15.0、柱穴 3(11-2期・ ifi 期の橋の取付き）出土 

22 鉄釘（図40-3). 1 本 長15.1、布掘り4掘方内出土 

23 鉄釘（図40-4). 1 本長15.2、布掘り4掘方内出土 

24 鉄釘（図33-14), 1本 残存長10.2、幅1.9、厚0.45. ifi期遺構面出土 

25 鉄釘（図28-1め、 1本 長13.7、幅0.7、途中で折れ曲がる 3区A面まで出土 

26 鉄釘（図35-15), 1 本 雇 釘長12.0、幅1.6、厚0.5. II期遺構面出土 

27 鉄釘（図39-14), 1本 雇 釘長10.7、幅1.2、厚さ0.5. 且期遺構面出土 

.26.27は部材と部材の間をとめるために用いられる雇釘である。 

28 鉄鎚（図39-8)、鍛鉄製 1 本 長さ27.0、大形製品であるので堂舎などの大きな建築物の構造材を打

ちつけて結合していたものと考えられる〇 2 区C面直上堆積層出土 

29 鉄目鍵（図33-13), 1本 長16.5、幅1.7、厚0.4、角釘長7.8、池中皿期遺構面出土 

30 鉄鎚（図35-13), 1本 長18.0、幅1.6、厚0.4, 11期遺構面出土 

31 鉄製品（図39-15), 1個 板状長さ10.0、端に小穴あり、錠前の部品かもしれない〇池中出土 

32 骨製品（平 5図13-29). 1個 筒形 径2.5、高2.2、用途不明。皿期遺構面出土 

33 算（平 4 図17-6), 1本骨製長16.5、幅1.4, 1区 2 溝出土 
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永福寺跡出土の螺鋼遺品 

中里毒克 

1 はじめに 

三方を低い山に囲まれた、さほど広くもない平地は建久 5年（1191）に麓を連ねて、中央に二階堂、 

左に阿弥陀堂、右に薬師堂が建ち、前方には池を配して永福寺として繁栄した所であるo その栄華は永

く続かず弘安3年（1280）に二階堂が焼失、弘安10年（1287）に新装なったが、応永12年（1405）には

永福寺災上の記録があって、この頃を境に廃絶の道をたどったらしいo 

もともと永福寺は頼朝の奥州遠征と関連が深いことは良く知られており、この遠征によって見知った

中尊寺の二階大塔等に強い刺激を受け、又その戦いによって死んだ義経、泰衡をはじめとする多くの霊

を鎮魂するためであったと吾妻鏡は記しているo 

ここで取上げる 6点の螺鋼器の残欠は平泉と鎌倉を史実と同じ様に関連づける遺品と考えられ、又日

本螺鋼史の上からも極めて興味深いものであるo（図16-1,2,3,6,7、図37-8、図版10、図版25）史実とどの

様に係わり、螺鋼史の上でどの様に評価されるべきかを考察してみたいo 

2螺鋼遺品 

永福寺跡出土螺鋼遺品は 7点ある。その内1点は阿弥陀堂前の池跡より、他の 6点は薬師堂前の池跡

より出土したものであるo いづれもその様式は黒漆地螺鋼であるが、不幸にも螺鋼はまったく遺存せず、 

又総て焼痕を持つ断片である。したがってどの様な什器として使用されたものか見定めることが出来な

いのがほとんどであるo 

7点の内、 6点について現状を記すと次の様になるo 

(1）黒漆地螺鋼装棒状断片（図37-8、図版25) 

長さ約17.5cm 幅約 3.3cm 横幅 2.7cm 面取り幅約1.0cm 

両端に焼痕を持つ棒状断片o 面取りを設る〇螺鋼跡は上下面、横面、面取り面の各面すべてに認めら

れ、文様は宝相華文、各面独立した構成にするo 

いずれの面の螺鋼文も文様の一部を遺存する状態にあり、完全な宝相華文を復元するには難しいが、 

ある程度は確かめられるo 

少し幅の広い上面では幅一杯の開花文痕跡が断片の一方の端に認められるo 両側面では長三角形の半

開花文に蕨手形のつるを配した文様と葉文と小つる文を組合わせた単文が 5cmほどの間隔をおいて点飾

されるo 面取り部は半開花文を中心に左右に葉文とつる文を細長く構成した文様がみられるが、あるい

は上面の開花文と一組の文様として意匠されているかもしれない（開花文は上面の幅から少し両端をは

み出して面取り面にかかっているためである）o 

巌装技法は上面ではおそらく素地貼付法（注1) を用いたと思われ、両側面は大体彫り法（注2）によってい

ると思われる。現状では大体彫り法に施した漆地粉はどの様な素材のものか認めにくいが、発掘報告書 

（注 3）では黒色漆地粉を認めているo 素地上には漆下地を薄くつけ、上に塗漆しているo 

(2）黒漆地螺鋼装剖形断片（図16-7、図版10) 

長さ約14.0cm 幅約 6.5cm 厚さ約 1.5cm 

断片の長手の一方にゆるい剖り形を作り、短側面の一方はこの断片の小口部分が遺されるo 断片全体は

照りむくりになっている〇この断片の状態ではどの様な器形か不明だが、案の膜板の様なものであろうo 

螺鋼跡は表面に遺されるo 表面では開花文を中央に四方に展開する密度の濃い宝相華文が断片上方に置 
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かれる〇その右辺にも宝相華文の一部が見える〇この中間帯に小蝶文が 1個点飾される〇 

裏面には螺鋼跡はあまり残されていないが、唯一残される半開花文は表面のと同形を示し、おそらく 

同じ規模の螺鋼文が巌装されていた可能性がある〇蝶文も 1個認められる〇 

巌装技法はすべて大体彫りによると思われる〇 

(3）黒漆地螺鋼断片（図16-1、図版10) 

最長13.0cm X4.5cm厚さ1.5cm 

かなり強いカーブの剖形を持つ湾曲した断片で、それに直行する一方の側面は直線的で割目の様に見 

えるが漆溜りがあり、小口と考えられる〇 

螺鋼跡は表裏にあり、表面では中央に大きめの開花文を置き、左右につるを多用した宝相華文が延び 

る〇裏面では小蝶文が 2個ある〇開花文の螺鋼は29mm X20mm0 

螺鋼巌装法は、表面の螺鋼跡に剖形に添って切り込みがみられ、大体彫り法によると思われる〇 

(4）黒漆地螺鋼装膜板断片（図16-2、図版10) 

幅約6.5cm高さ7.0cm厚さ1.3cm 

案などの膜板の一部と思われるもので、一方の横側面にはゆるい剖形を削り出し、その対側面には幅 

広の柄を造り出している〇縦側面の片方には麦漆状のものが付着しているのでこの面もおそらく脚に差 

し込まれていたと考えられる〇 

螺鋼跡は表裏にあり、表面では縦側面に接近して開花文が横向に置かれ、そこから上方に向ってつる 

文が延び半開花文に達する宝相華文を構成する〇裏面では布目が見え、布着せが施してあり、小蝶文の 

螺鋼跡がある〇 

螺鋼巌装法は上端広柄に添って切込みが見え、大体彫法によるものと思われる〇 

(5）黒漆地螺鋼装燈台断片（図16-6、図版10) 

径約15cm厚さ5.7cm 

燈台の最上部に取付ける燈明皿を受ける台、燈械とみて間違いなかろう〇ほぼ半分を焼失するもつる 

がのびる宝相華文が一単位となって周囲におそらく 4 個所配され、その中間に半開花文につるを組合せ 

た小螺鋼文が占める意匠である〇 

螺鋼巌装法ははっきりしない〇おそらく大体彫法であろう〇ただ螺鋼巌装部分である側面は曲面を示 

すから、螺鋼は平面ではなく、器体の曲面に合わせた凸形の螺鋼が用いられたであろう〇最大螺鋼文は 

開花文で、24mmX20mmあり、 1 mm以上の湾曲が必要である〇 

(6）黒漆地螺鋼装柱断片（図16-3、図版10) 

長さ約17.5cm 厚さ2.1cm 

板状の端部とも思えるが細い柱状の片面が焼損したものであろう〇現在、柱側面とも見える面（A) 

と、それに直角に続く面（B）に細長の宝相華文跡が認められる〇 (A）面の一部に布着せがある〇又 

(B）面の反対面には螺釧跡はない〇 

螺鋼文は（A）面でみると開花文（18mmX17mm）が柱の上方に向け、上下に 2 個並べてつるで結び、 

上端には横向開花文を据えて細長宝相華文とする〇ほぼ同じ宝相華文を（B）面の同位置に飾っている〇 

この一単位の螺鋼文は全文遺存し135mmある〇 

巌装法ははっきりしないが、布着せ面と螺鋼跡底面に少し差があり、大体彫法と考えてよいだろう〇 

3考察 

調査した永福寺跡出土の 6点の螺鋼遺品は、以上の様にいづれも焼痕を持っているが、前記した堂が 
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焼失した時代に池に投棄されたものであることは明らかである〇ここで問題となるのは焼け出された年

代ではなく、これらの遺品がいつ造られたか、あるいはどこで造られたかにあると思われ、その解答は

遺された遺品に刻まれた螺鋼文様、螺鋼技法からしか得られない〇前記の観察の結果をまとめてみたいo 

これら 6点の遺品から次の様なことがわかる〇 

(1) 6点の螺鋼文様の様式は共通すること 

(2）黒漆地としていること 

(3）螺銅文様は12世紀の様式を持つこと 

(4)歌装技法に素地貼付法、大体彫法をみること 

(5）螺鋼文充填に黒色漆地粉が用いられること 

(6）螺鋼厚さは 1 fllffi以上あること 

等が特徴として共通してあげられる〇 

(1）については先述の様に遺品の 1点は阿弥陀堂前池より、他の 5点は薬師堂前池より出土している o 

両堂は創建年代が前後するが、堂内具も創建と同時に用意されたと考えてもその差は数年であり、様式

的変化があるとは考えにくい〇共通の様式を示すのは当然であろう〇 

(2）については、12世紀の現存する螺鋼遺品の多くは沃懸地螺鋼にしており、黒漆地螺鋼は少数派で

ある。少なくとも黒漆地螺鋼は12世紀螺鋼の特徴を示すとはいえない〇 12世紀に入って黒漆地螺鋼は螺

鋼鞍の装飾として多く採用され、又法隆寺及び東大寺には黒漆地螺鋼卓が遺され、これらを勘案すると

むしろ13世紀的特徴として認めてよいかもしれない（図16-7、図版10)〇永福寺跡出土品をこれらと比較

するとこれらが自ずと明確になってくる〇しかし答えはそれほど単純ではない〇 

(3）について（ 2 ）と考え合わせるとそこに矛盾が浮上ってくる〇螺鋼文様はいづれも13世紀様式と

は思えず、12世紀的特徴を持つことがその矛盾点である〇中尊寺蔵螺鋼堂内具と比較すると、永福寺出

土品の螺鋼がかなり類似することは偶然とは思われない〇全体的な螺鋼文構成については、まったく同

じとは云えず異なる雰囲気を持っているが、その違いはいわば「個性」の範囲であり、印象としては中

尊寺螺鋼遺品との類似を否定出来ないし、頼朝の奥州遠征という史実の裏付けを意識せざるを得ないo 

12世紀末、永福寺創建の頃の螺鋼遺品は遺されておらず、12世紀から13世紀にかけて螺鋼がどの様な

過程を踏んで発展したかはまだ良くわかっていない〇逆説的に云えば永福寺螺鋼遺品がその空隙を埋め

ることになり、したがって螺鋼史上では重要な遺品といえるだろう o 時代的に永福寺遺品に最も近い遺

品のーつは厳島神社の二振の螺鋼飾太刀ということになろう 0 この飾太刀には寿永 2年（1183）銘の朱

塗の外箱が付属し、飾太刀の製作年代の下限を知ることが出来る遺品である〇 

この二振の飾太刀はもちろん黒漆地ではなく沃懸地となっており、螺鋼は一振は双鳳文、他は宝相華

文としている〇これらはその伝来からすれば京都で製作されたと確実にいえる遺品であることは重要で

ある〇つる文をやや長目にして花文と花文を結ぶ様式は、永福寺出土遺品に極めて類似することは明ら

かであり、永福寺出土遺品の製作年代を示唆するのに充分な遺品といえよう〇 

中尊寺螺鋼堂内具類との比較ではどうか〇実の所、これら堂内具11点の内螺鋼が残存している具は 4 

点しかなく、他は痕跡のみになっている〇 4 点の内 2点は数個を遺すのみで、残る 2点は大長寿院蔵の

螺鋼平塵案と螺鋼平塵燈台である〇ここで直接比較出来るのは（ 5 ）の燈械断片である〇中尊寺の燈台

は平安時代唯一のもので、これに付属する燈械は径12cmあるが、永福寺出土品は15cmもあり一廻り大き

い o 中尊寺蔵燈械の螺鋼は簡単な文様で、螺鋼による装飾の中心は基台と竿にある〇基台の螺鋼は変絵

風にして 4 個所に飾るが、文様は開花文を中央におき、それから四方につるを延ばした意匠となってお 
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り文様は単調である〇 

螺鋼平塵案は高さ76cm、幅68cmほどある大形の前机で、 4 本の長い脚と甲板側面、枢の側面に螺鋼を 

飾るが、脚の螺鋼は1本にのみ遺されるにすぎないo この螺鋼文は正面向きの開花文を中央に置いた整 

った文様で、構成や文様のリズムは永福寺出土品の文様にかなり似通っている〇 

中尊寺堂内具類の製作年代は金色堂より遅れて12世紀後半の様式を持っており、丁度永福寺出土品に 

前後することに興味をおぼえるo 

(4) 12世紀の螺鋼歌装法は 3種類あり、文様彫込法、素地貼付法、大体彫法である。現存する12世紀 

螺鋼遺品はこのどれかによって巌装されるが仕上がりは同じになるo 永福寺出土品もこの内の大体彫法 

と素地貼付法によって巌装されている〇 13世紀の螺鋼の特徴は螺鋼の厚さが0.3mmぐらいに薄くなり、し 

たがって巌装法は素地貼付法が主流となる傾向にあり、 3つの歌装法が並行するのは11、 12世紀頃であ 

るといえ、永福寺出土品もこの範時に入るだろう〇金色堂の螺鋼もこの内の 2つの方法が用いられるo 

(5）の黒色漆地粉は12世紀の螺鋼遺品のほとんどに用いられる〇つまり大体彫法で螺鋼を巌装する際、 

螺鋼間の空隙をこの漆地粉で充填するのに用いられる。ここになぜ黒色漆地粉を用いるのか、黒色漆地 

粉の素材は何かについてはわかっていない〇 13世紀の螺鋼遺品に用いられる場合もあるが、例外に近い。 

黒色漆地粉の技法は12世紀の後半まで行われていたと思われ、12世紀の螺鋼技法を特徴づけるものとい 

えよう。永福寺出土品に存在を認めることが出来るのは、12世紀技法の伝統を受継いでいることを示す 

ものであろう〇 

4 まとめ 

永福寺跡出土品螺鋼遺品を12世紀の螺鋼の内で比較して考察して来たが、これによって結論を急ぐこ 

とは難しく、様々な可能性について述べたにすぎない0 それらをまとめると次の様になるだろうo 

(1）頼朝の平泉遠征に際し、戦勝品として平泉から持帰って永福寺に納めた 

(2）鎌倉在住の工人によって製作された 

(3）京都で製作され、鎌倉に持込まれた 

(4）平泉の工人が鎌倉で製作した 

最も興味を持つのは（1）だが、この仮説には不利な条件が幾つかある。まず永福寺跡出土品と直接 

比較出来る中尊寺堂内具のいづれもが沃懸地としており永福寺跡出土品の様な黒漆地のものは中尊寺に 

伝世されていないことo 現存品が総てではないから平泉にも黒漆地具が存在した可能性はもちろんあるい力， 

が、黒漆地の様式が遺品から13世紀の様式を代表しており戦利品とするとしたら見栄えのする辰讐些ブ／ 

螺鋼具を選んだと考える方が自然であるo 螺鋼の個々の形状や構成なども両具はかなり似通っているが、 

これだけでは平泉と鎌倉の間に緊密な関係にあるとはいえない〇 

(4）も仮説としては興味深く頼朝遠征に関連してくるが、この様な事実があったかどうか知らない。 

平泉遠征後、平泉はほとんど焼落ち、在住した工人はおそらく四散したと思われるo 一部が鎌倉にたど 

りつくことはあったかもしれないo 永福寺建立の現場は彼らにとって恰好の職場であったろうo しかし 

彼らがいかに有能であっても主導権を持ったとは思えない。この仮説は（3)に関連してくる〇 

螺鋼は改めて述べるまでもないが当時においては輸入品であり、12世紀の記録を見るまでもなく極め 

て高価な材料であった（注4）当時の鎌倉においてこの貴重品を加工する伝統が以前からあったとは思えな 

い。永福寺跡出土品について鎌倉の工人を予想することはあたらないo とすれば残るは（ 2）の仮説と 

なるo 

永福寺建立から始まる鎌倉周辺の寺院の建設に京都から多くの多種の工人を動員したことは想像出来 
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る〇この内には当然工芸関係の工人も含まれていたはずである。当時の京都は唯一螺鋼加工工人が活躍

していた所と考えられるから、彼らの一部が鎌倉で寺院の建設に参加したことは間違いあるまい。穿っ

て考えれば永福寺跡出土品がまず彼らによって製作されたと想像することは、かなり可能性が高い様に

思われる。つまり当時の螺鋼様式は京都での一般的様式であったし唯一無比のものということが出来、 

又一方平泉はたえず京都と交流があり、京都様式は直接導入されていたから、螺鋼様式もいや応なく最

新の様式が採用され、鎌倉と平泉は螺鋼様式を京都様式で共有していたことになる。厳島神社古神宝類

の二口の螺鋼太刀も前記の様に京都で製作された可能性が高いから、三地方の螺鋼は必然的に同時代的

様式を示すことになったのであろう。 

永福寺跡出土品が黒漆地として仕上げられたのは異色ともいえるが、それはまさに鎌倉の風土から選

択されたものであろう。この様式は以後13世紀の螺鋼様式として特徴づけられることになる o 

永福寺跡出土品に関して‘‘戦勝品”とする考え方は最も魅力的な仮説と思われた。その様な結果を導

くために12世紀の螺鋼の歴史にあてはめてみたが、結局画期的な結論が得られなかったことは惜しくも

ある〇しかしこれら計 7 点の遺品は今まで空白となっていた藤末鎌初の螺鋼の歴史を補ってあまりある

ものと思われ、今後その存在はゆるぎないものとなるだろう 0 

注 1 素地貼付法は素地の上に直接螺鋼文を貼付け、螺鋼の表面まで漆下地で埋めて仕上げる方法 

注 2 大体彫法は螺鋼文の形を大雑把な形に彫り下げて、そこに螺鋼を貼付け仕上げる方法 

注 3 『永福寺跡』昭和63年 

『永福寺跡』平成 4 年 

注 4 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書』16平成11年でヤコウガイの原貝の出土を報告している。これが加工用のものかどうかは

不明だが、13世紀の遺例としては異例である。 
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永福寺跡一帯の古植生について 

田畑 貞寿・宮内 奏之 

1 関東地方の太平洋沿岸地域の古植生 

後氷期初期、関東地方の太平洋沿岸地域には、シイ、カシ類を主とする照葉樹林が成立しており、ナ

ラ類やシデ類などの落葉広葉樹も随伴していたo 後氷期後期の花粉分析結果には次のような傾向が認め

られるo ①人為による森林の破壊を示すマツ属の急増は2000年前と1000年前の間に生じたこと、②コナ

ラ亜属は、ほぼ全域において恒常的に主要な樹種として存在していたこと、③ニレ属、ケヤキ属も規模

は小さいもののコナラ亜属と同様な出現を示すこと、④シイ属（花粉の識別が困難なために最大限の可

能性としてクリ属を含めた）の拡大はアカガシ亜属と同様に約4000年前には生じていたが、（中略）マツ

属の急増期に同調して減少したこと、⑤アカガシ亜属の拡大は内陸部まで及び、マツ属の急増に同調的

な減少を示さないこと、⑥規模は比較的小さいものの、スギ属やその他の針葉樹は約4000年前以降増加

し、マツ属の急増期までその出現率が維持されたこと（安田ほか，1998)〇以上のことから、後氷期初期に

成立していた照葉樹林は、人間の侵入に伴い切り開かれ耕作地や裸地、そしてコナラやマツ類の二次林

となった様子がうかがえる〇コナラは、萌芽性が強く伐採に適応するため、結果として残存したもので

あろう。このコナラ林およびマツ林が今日の里山の起源であり、薪炭林として近年にいたるまで人間の

活動と深く結びついていたo マツ類については、森林の破壊によって生じた疎開地に、陽樹として適応

した結果であるほか、崖地など人間の利用に適さない地にも残存することとなったものと考えられる。 

ケヤキ林の残存も同様の理由であろうo スギについては、シイ類と同様、人間の侵入にともない減少す

る〇その理由は有用材として伐採された結果である〇 

2 幕府開府以前の鎌倉の古植生 

鈴木茂（1994）によると、北条政村屋敷跡（常盤字殿入下643番4他）の花粉分析の結果、縄文時代後・晩期

から古代にかけて、大勢としてはスギ属を主体とした針葉樹林と、アカガシ亜属やシイノキ属ーマテバ

シイ属を主体とした照葉樹林が遺跡の周辺に広く成立しており、一部にコナラ亜属を主体とした落葉広

葉樹林が成立していたと報告されている。 

鈴木茂（1996c) によると、宇津宮辻子幕府跡（小町2丁目389番1）の花粉分析結果からも、古墳時代中期

頃？の植生として、上記の北条政村屋敷跡とほぼ同様の状況が報告されている〇 

以上の結果は、鎌倉幕府開府以前、人間の影響が小さい時期の照葉樹林を示しているものと考えられ

るo スギ属については、関東地方全般の傾向と比較して、花粉の産出が多いようである〇この時期、植

林されていたとは考えにくいので、気候的要因によるものと考えられるが、少なくとも、盛んに伐採さ

れることはなかったということであろうo コナラやマツ類の二次林は、まだ発達していないようであるo 

3 幕府開府以降の永福寺ー帯の古植生 

鈴木茂（1996のによると、平成6年度の永福寺跡の花粉分析結果から次のように報告されている〇 

1) I期（12世紀末～13世紀前半）の永福寺周辺ではスギ林や照葉樹林が優勢であったが、I期の終わり頃

にはニョウマツ類の増加がみられる〇また、永福寺裏手においては早い時期にニョウマツ類の侵入も一

部には予想されるo 

2) 且期（13世紀中頃）においては、ニョウマツ類やコナラ亜属などの二次林要素が目立つようになった〇 

（中略） 

3) 皿期以降（13世紀後半～14世紀前半）の永福寺周辺は、ニョウマツ類がさらに多くみられるようになっ 
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た〇（中略） 

I期は鎌倉幕府開府時期に相当し、永福寺の創建もこの時期に含まれる〇このI期の花粉分析結果は、 

スギ属と照葉樹類が優勢であるという点で、北条政村屋敷跡の結果とほぼ同様であることがわかる。し

たがって、縄文時代後期以降、幕府開府までの時期には植生的には大きな変化はなく、照葉樹林が広が

っていたものと考えられる〇スギ林については北条政村屋敷跡の状況と同様、関東地方全般の傾向より

も優勢であったようである〇 

丑 'ifi期は鎌倉に人々が集まり、町として栄える時期に相当する〇 I期の終わり頃から増加し始めた

ニョウマツ類が且期以降さらに増加しており、照葉樹林を伐採した過程をよく示している o コナラ亜属

は且期では増加したが、皿期では再び減少している〇これは、コナラ林ではなくマツ林が薪炭林として

発達していたことを示しているのであろうかo いずれにせよ、鎌倉一帯の山が里山として利用されるよ

うになるのが五期以降であり、当時の景観としては、山中にマツ林が展開していた様子がうかがえる。 

鈴木茂（1996b) によると、平成7年度の永福寺跡の花粉分析結果から、苑池を中心とした古植生につい

て、次のように報告されている。 

永福寺創建前後の周辺植生は、スギ属林や照葉樹林が優勢であった。（中略）13世紀中頃から後半には、 

周辺の植生はスギ属林や照葉樹林からニョウマツ林へと代わったと推測される o また、エノキ属ームク

ノキ属も増加したとみられ、14世紀後半以降その傾向が一時的に高まったようである〇 

この結果は、スギ林や照葉樹林がマツ林へと代わったことについては、他の結果と同様である〇エノ

キ属ームクノキ属の増加については、周辺の山地にエノキ属、ムクノキ属が急増したと考えるよりも、 

苑池周辺にエノキ属、ムクノキ属が生育していたために一時的に増加したと考えるほうが妥当であろう〇

仮にエノキ、あるいはムクノキであった場合、いずれも園内に積極的に植栽される樹木ではなく、実生

で侵入したものと考えられる o エノキやムクノキのような大木になる樹木の実生が放任されるというこ

とは、園内の管理が行き届かなくなった状況を示唆しているのではなかろうか〇鎌倉市教育委員会 

(2001）によると、永福寺は一説には15世紀半ば以後に廃絶したと考えられている o エノキ属ームクノキ

属の花粉が増加した時期と半世紀ほどのズレはあるが、今後検討すべき課題であるo 

4 まとめ 

主に花粉分析の結果から、永福寺一帯を含む鎌倉の古植生の変遷は、関東地方の太平洋沿岸地域全般

における古植生の変遷とほぼ同様であったものと考えられる。ただし、以下の2点については、関東地方

の太平洋沿岸地域全般とは若干異なる結果であった。①人間の影響が加わる以前は、照葉樹林とともに

スギなどの針葉樹林が優勢であったこと、②鎌倉が中世の都市として繁栄していた時期の永福寺周辺の

里山は、関東地方南部に広く分布していたコナラー次林ではなく、マツ林であったこと。 

明治15年に作成された迅速図によると、永福寺跡周辺の山には「松」、「雑よ「杉（すぎ？）」という文字

が書かれている〇「雑」が何を示しているのか検討を要するが、少なくとも現在よりもマツ林は多かった

ようである〇 

永福寺周辺だけでなく、鎌倉一帯の里山の植生管理指針を考えていく上で、いつの時期の植生を目標

にするのか、目標の植生はIつのタィプだけなのか、あるいは様々なタィプがありえるのか、十分検討す

る必要がある〇 
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史跡永福寺跡の古環境変遷 

鈴木 茂 

1. はじめに 

史跡永福寺跡において平成元年より発掘調査に伴い上壌試料が採取され、花粉分析を主体に珪藻分析、 

大型植物化石分析などが行われた〇また検出された木材遺体について樹種同定作業も一部でなされてい

る。こうした自然科学分析の結果から永福寺跡においては13世紀前半から中頃にかけて周辺森林に大き

な変化があったことが明らかとなった〇この要因としては鎌倉市内における同様の分析結果から大規模

な土地改変や多大な木材利用によるものと考えられている（鈴木 1999)〇永福寺においても発掘調査か

ら土地改変の様相が明らかとなっており、造営に際して丘陵部を削って平地の拡大がなされ、庭園の苑

池南半部では土丹を敷き詰め池底としている（鎌倉市教育委員会 2001)〇このように永福寺周辺におい

ても土地改変が行われたことがうかがわれ、丘陵部や低地部に成立していた植生は大きく破壊されたこ

とが容易に推測されるのである〇 

以下には発掘成果から設定された 4 つの時期区分（鎌倉市教育委員会 2001）を基に、花粉分析結果

を中心に、樹種同定，大型植物化石分析 , 珪藻分析などこれまで行った自然科学分析結果をまとめる形

で史跡永福寺跡周辺の古環境変遷について示すo 

2. 永福寺周辺の古環境変遷 

I期 創建期（12世紀末） 

この時期の永福寺周辺丘陵部は、スギを主体にヒノキ類（イチイ科ーィヌガヤ科ーヒノキ科）やモミ

属などを交えた温帯性針葉樹林とコナラ属アカガシ亜属・シィ類（シイノキ属ーマテバシイ属）を中心

とした照葉樹林が優勢であった〇加えてコナラ属コナラ亜属やアカシテ，イヌシデ，ケヤキ，エノキな

どの落葉広葉樹類も一部に生育していた〇これら高木類の他に中・低木類としてアカメガシワ属，カェ

デ属 , アオキ属 , ェゴノキ属，イボタノキ属，ムラサキシキブ属，ガマズミ属などが丘陵斜面部を中心

に生育していたと推測され、これら樹木に絡まるようにブドウ属もみられたo また木本か草本かは不明

であるがユキノシタ科近似種（ウツギ，ユキノシタなど）も生育していた（鈴木 1994など）o 

この時期の苑池は北側の取水口より水が流入したとみられ、取水口に比較的近い地点における珪藻分

析からも同様のことが予想されている（鈴木 1996b) o また同分析から水深は 1~2m前後と推測され

ている〇この苑池には水生植物のヒルムシロ属（浮葉植物）が生育していたと推測され、平成 5 年度試

料から比較的多くの同花粉化石が産出している（鈴木 1994)〇さらに藻類のクンショウモ属が生育して

いた〇この苑池を中心とした庭園造りには京都の作庭家が関わっていることや年中行事として花見や蹴

鞠が行われていたと推測されており、苑池周辺には庭木として松や桜 , 楓などが植えられていたと予想

される o 実際平成 2 年度調査で汀線付近よりクロマツの根株が検出されており（鈴木 1991)、クロマツ

の葉IIは苑池や溝試料より多数得られている（鈴木 1991a, 1996bなど）。さらに平成 4 年度調査で苑池

よりサクラ属の材が、平成6年度調査でも 2 溝よりサクラ属（ヤマザクラを除く）の材が検出されている

が、残念ながら鉱泉などの影響で種名までの同定には至っていない（鈴木 1993, 1996a) 〇大型植物化石

ではサクラ属サクラ節（ヤマザクラを含む）の核が 1点のみ得られ、ィロハモミジの果実も同年度調査

で検出されている（鈴木 1996b) 〇このように蹴鞠と関わりの深い樹木について柳を除いてその存在は

予想されるが、庭園内に植えられていたかどうか、植えられていたとするとどこかについては不明である〇 

また草本植生について、苑池周辺や丘陵部の林縁部などにはギシギシ，アカザ科かヒユ科 , ナデシコ 
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科，カラマツソウ属, マメ科，ツリフネソウ，セリ，オオバコ属，ョモギ属, シダ植物などの雑草類が

みられた（鈴木 1994)。 

なお永福寺創建以前の植生について、平成 4年度の発掘調査において池の掘削時における排水に関係

した施設の可能性が考えられている土丹面の落ち込みが認められ、創建以前の堆積物と考えられる最下

部の土丹混じりシルト質砂とその上位の粘土について花粉分析およびプラント・オパール分析が予察的

に行われている（鈴木 1993)o その結果スギが最優占しており、次いでアカガシ亜属やシィ類が多く、 

時代については不明であるが永福寺創建以前における周辺丘陵部の植生は上記した創建時の植生と同様

で、スギを主体とした温帯性針葉樹林とアカガシ亜属やシィ類を中心とした照葉樹林が優勢であったo 

また低地部ではイネ科花粉の高率出現と水田雑草を含む分類群（オモダカ属, ミズアオイ属など）の検

出、イネのプラント・オパールの多産などから水田稲作が営まれていたと推測される〇 

且期 寛元・宝治年間（13世紀中頃） 

この時期になるとニョウマツ類とコナラ亜属の二次林要素が目立つ存在となり、それまで優勢であっ

た温帯性針葉樹林や照葉樹林は急激に減少した（鈴木 1996a など）o この減少傾向は13世紀前半の中頃

と推測される頃より明瞭となり、この時期鎌倉は北条氏に実権が移り、大規模な土木工事が各地で行わ

れるなど発展期をむかえた〇この時期に当たるかは不明であるが永福寺においても主要伽藍裏手の丘陵

部を削って平坦面を広げて道路や溝, 目隠し塀を構築しており、頂部には人為的な削平が認められる 

（鎌倉市教育委員会 2001）など土地改変が行われていた様相が認められている。また鎌倉で出土した板

材や箸などの木製品のほとんどがスギやヒノキである（松葉 2000、藤根 1993a,1993 b など）。ここ永

福寺においても鎌倉市教育委員会（2001）の遺構編に記されている薬師堂木製基檀東柱（薬東1・薬東 3) 

や北翼廊且期掘立柱柱根（北翼17）はヒノキであり（未公表】松葉（パレオ・ラボ）が同定）、平成 5年度

の発掘調査の際検出された橋の基礎材や構造材はヒノキ属,カヤ, スギであった（藤根 1994)。このよ

うに鎌倉ではスギやヒノキなどの温帯性針葉樹類は有用材として非常に多く利用されたことが容易に推

測される o こうした土地改変や木材利用などで永福寺周辺丘陵部に成立していた温帯性針葉樹林や照葉

樹林は大きく破壊され、その跡地にニョウマツ類とコナラ亜属が進入してこれらの二次林が形成され分

布を拡大するようになった。また二階堂川など河川周辺の肥沃な所にはエノキが生育しており、裏手の

崖にはカェデ属がみられ、雑草類のイネ科やアカザ科かヒユ科, アブラナ科，ツリフネソウ，セリ科， 

オオバコ属，ョモギ属,シダ植物などが生育していた。一方苑池では水生植物であるアサザなどのアサ

ザ属アサザ型（浮葉植物）が生育していた（鈴木 1994など）〇 

ifi期 弘安年間（13世紀後半） 

この時期になると永福寺周辺はニョウマツ類がさらに目立つ存在となったo このニョウマツ類につい

てはト記したようにクロマツの根株が苑池の汀線付近より検出され、多数の葉片も得られていたことか

らクロマツと考えられていた〇しかしながら北翼廊付近の皿期と考えられている遣水（ 5溝）内よりア

カマツの根株が検出され（鈴木 1996a)、 W期と考えられている北側の岬付近からもアカマツの材が得

られている（鈴木 1997)〇このように永福寺周辺ではアカマツとクロマツの 2種類のニョウマツ類が生

育していた〇このニョウマツ類の他、主要伽藍裏手の丘陵崖部や 2 溝付近にはイヌシデ，ェノキ, キイ

チゴ属，アカメガシワ， ミズキ，ニシキギ科，ガマズミ，クワ科，シダ植物などがみられ、同裏手の道

路付近などにはイネ科，スゲ属，タデ属,シロザ近似種，ナデシコ科, キンポウゲ科，カタバミ属, ア

ブラナ科，オオバコ属，ョモギ属などの雑草類が生育していた（鈴木 1993b,1994な ど）〇この頃の苑池

では水生シダ植物のクンショウモ属や且期に引き続き浮葉植物のアサザ型も生育していた（鈴木 

1284ー 



1996a)〇 

Iv期 （14世紀以降） 

この頃の永福寺周辺は依然としてニョウマツ類が優勢であり、アカマツやクロマツの二次林が形成さ

れていたo しかしながらニョウマツ類が減少する傾向も認められ、反対にスギやヒノキ類，アカガシ亜

属,コナラ亜属などは増加する傾向を示している（鈴木 1991b, 1997な ど）。このことは鎌倉幕府崩壊後

の室町期には人間による森林への影響が少なくなり、スギなどの温帯性針葉樹林や照葉樹林などが多少

とも回復傾向を示すようになったのであろう〇またエノキ属ームクノキ属の多産が認められ（鈴木 

1996b) 、この試料を採取した北側付近にエノキかムクノキが14世紀後半の一時期に生育していたと推測

される〇 

14世紀前半と推測される頃の苑池においては浮葉植物のヒシやアサザ型が生育しており、後半頃より

抽水植物のガマ属が急増し、比較的浅いところに群落を形成したとみられる。その他この水辺にはミソ

ソバ,タガラシ，ツリフネソウ，セリ , タカサブロウなどが生育していた（鈴木 1996b)〇 

14世紀後半に行われた改修にともない苑池は一時的に水深を増したが、その後縮小し水深も浅くなり、 

湿地的景観もみられるようになったと推測される（鈴木 1996b) o 植生はガマ属に代わりイネ科やカヤ

ツリグサ科が多く見られるようになり、一部オモダカ（抽水植物）の群落も形成された。その他ヘラオ

モダカ，アギナシ，ハリイ属,ィボクサ，イグサ属, ィヌビェ近似種，コゴメガヤツリ近似種,ミゾソ

バ, ヤナギタデ近似種，キツネノボタン近似種, タガラシなども生育していた（鈴木 1996b)0 

永福寺の廃絶後、すなわち15世紀以降の植生は、一時よりも減少したものの依然としてニョウマツ類

の二次林が広く形成されていた。同じ二次林要素のコナラ亜属もやや生育地を広げ、アカシデ，ィヌシ

デ , ケヤキなどとともに落葉広葉樹林を一部に形成し、スギ林もやや回復した（鈴木1991b) 〇その後、 

1707年に降下した宝永テフラの存在から江戸時代に入るとスギ林の拡大がみられ、永福寺周辺ではスギ

の植林がなされたのではないかと推測される（吉川 1990)〇また苑池が存在した低地部では廃絶後水田

稲作が行われるようになり、水田雑草といわれる分類群のオモダカ属, ミズアオィ属，キカシグサ属な

どからなる植生が形成された（吉川 1990)〇 
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